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第 I章土器

凡例

l . 本存の報告は、原則と して埋積浅谷出上土器の報告である。

2. 縄文土器に関 しては二次的な包含状況であり、観察表中の出土附位は時期を反映しない。

3. 弥生土器は、 出土吊位が確認でき 、全時期を通 じて出土している26地区を主に報告する。

4. 古墳時代以降の土器の出土もあるが、本報告では対象外とした。

5. 実測図は下屈lに示すような記号を用い、煤、赤彩、籠目痕に関してはスクリーントーンで表示しているc

．反転復元図化

く実測図のスクリートーンについて〉

煤・焦げ等

疇璧 籠目痕

赤彩

第 1節縄文土器 （第1図～第8図）

マ 調整のみ反転復元しているものや、1/4ずらして区l化.. 

くナデ等、講整がみられるもの〉

Mーミガキ

Yー指ナデ

Hーハナ

kーケズリ

26地区埋積浅谷の、地山砂とこれを浸食したと思われる砂層 (xvi層）を中心に出土している。浸

食と再堆積を繰り返すことにより、埋積浅谷ではvii,,Sの層準まで縄文士器が包含される状況であり 、

集落域でも土坑の覆土または堀方残土の混入例がある。

出土行料は中期後葉の大杉谷式から晩期前葉の御経塚式まで認められる。中期末から後期前葉に大

きなヒアタスがあるが、後期中葉以降でも有文土器の型式分類は比較的容易で、継続的と言うよりは
の で わ ら

むしろ断続的である。少なくとも、八日市新保 1式、勝木原式（御経塚 1式）に比定される脊科が認

められない。粗製土器は後期中葉から晩期前葉にかけての時期に比定されるものであり、観察表に明

記しなかったが、たとえば左撚りの単節縄文、撚糸文、口縁部刻みまたは押圧など、後期中葉に比定

される特徴をもつものが多い。

1)中期後葉の有文土器 (1・2)

1は大杉谷式の深鉢形土器である。口縁部文様に特徴的に認められる矢羽状沈線文が見える。2は

台付鉢形土器の台部である。縄文地に刻みを施した高さのある隆帯で装飾している。類例は管見に入

っていないが、隆帯の特徴から中期後葉の所産と思われる。
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2)後期中葉の有文土器 (3~33)

3は条線文土器である。類似する文様は、福井県永平寺町蒻龍牟篇遺跡 ・加賀市横北遺跡 ・押水町

笠自 ぅまばち遺跡 ・柳田村笠飴柑荏閑遺跡 ・富山県朝日町境A遺跡等、管見に入る類例は少ないが、
1-,i>りかわ はんごう

分布は広い。福井県域では嗚鹿手島遺跡で、富山県域では滑川市本江遺跡や境A遺跡で、堀之内 2式

～加曾利 Bl式系の土器に、それぞれ条線文装飾される例が定性的に組成する趨勢のようだ。

4 ~ 7・9は三単位波状縁深鉢形土器の口縁部片であり、10はその範疇と思われる深鉢形土器の胴

部片である。4はバケツ形の背の高い器形であり、広義にはいわゆる加曾利 Bl式系と認識されてき

たものに含まれるが、金沢市烏息遺跡例に代表されるように、本質的には在地型式の範疇で捉えられ

る資料である。波頂部の突起装飾が特徴的であり 、7のように大きく発達したものもある。装飾帯以

下を浮き立たせるのも特徴で、4・9は装飾帯最上部の沈線の外側を潰し、7は装飾帯最上部の隆帯と
そん It

一体化させている。5・10は頸部が括れる器形であり、 5は福井市曽万布遺跡例に代表される、三単

位の波状縁が大きく内彎する深鉢形土器であろう。

8は、注口土器の注口部片である。

11は四単位波状縁深鉢であるが、明確な縁帯をなさない形態的特徴から、5・10に近しいものと考

えられる。否むしろ、10はこちらに分類すべきかもしれない。

14 ~ 24は縁帯文系土器である。14~ 21は平縁、22~ 24は波状縁の、いずれも深鉢形土器であ

る。縁帯装飾にはいくらかのバリエーションがあって、14~16のように隆帯状に浮き立たせるもの、

17・18・20 ~ 24のように沈線で区切るもの、そしてそれぞれに充填縄文ないし磨消縄文を施す。ま

た、19のように縄文のみ施すものもある。隆帯状に浮き立たせるものは、14のように縄文を施すも

のと 15・16のように刻みを施すものがある。単位部の装飾は、14のような弧状の貼付文、16・17の

ような棒状の貼付文が認められ、 24は単位部に沈線文を施す例で、欠損しているが、おそらく 小 さ

な突起状の紐怜があったであろう。12は、上部を凹ませることと断面形が外反するという形態的な

特徴から、広義に縁帯文系の範疇で捉えてよいと思われるが、その他の査料では突起装飾が殆ど認め

られないことと、縁帯部の装飾が管見にして類例に行き当たらず、少なくともこの土器群の縁帯文系

のなかでは異質な脊料と考えられる。13は器形が縁帯をな さない直口する口縁部に小さな突起を付

し上部を刻んでいる。平行沈線間に施されているのは貝殻擬縄文であり 、これが西日本系の注口土器

に軍角・lされることを勘案すると、あるいは注口土器の口頸部片かもしれない。

25は縁帯部が外反する浅鉢形土器である。縁帯部の装飾は二条ー単位とする直線と弧線の組み合

わせからなる沈線文で、縁帯下端の屈折部に刻みを施す。

26は縁帯部を無文としてその下に縄文帯をめぐらし、27は羽状沈線文を施す。28は羽状沈線文の

部分の胴部片である。

29 ~ 30は、縁帯部を縦位の貼付で装飾する深鉢形土器であり 、東海系として認識されているもの

である。29は口縁部を内折して、30は肥厚 して縁帯をなす。

31 ~33は羽状縄文が特徴的とされる東日本系の土器である。33は原体を持ち替えて羽状に条を走

らせるいわゆる非結束羽状縄文。31は羽状縄文に見えなくもないが、羽状を意図 したものかどうか

分からない。32は羽状縄文ではないが、土器そのものはこの範疇で捉えられる。

3)後期後葉の有文土器 (34~36)
らょうじょう

34・ 35・ 39は、沈線で重性させた縄文帯が認められる深鉢形土器である。35は、幅広の沈線が、

凹線文系の影響を窺わせる。34は直口縁の深鉢形土器であ り、単位部は逆U字形の貼付文を口縁装

-2 -



飾帯の下端に施し、これが35と共通する意匠である。39は沈線で童畳させた縄文帯が、後期中葉の

土器を思わせるが、凹線文系に特徴的に認められる胴部装飾帯下で屈曲する器形である。

38・40 ~ 50は凹線文系土器である。40・43~ 45は浅鉢形土器、その他は深鉢形土器である。ロ

縁部破片は全て平縁であり 、波状縁は認められない。38は凹線帯の下端に刻みを施す。40・41は、

単位部に扇形？の押圧を施す。

3)後期末～晩期前葉の有文土器 (51~56) 

51~53は、八日市新保 2式の波状縁土器である。51が浅鉢形土器、その他は深鉢形土器である。

器形の上では口縁部内側を一段高く肥厚し、波頭頂部を内側に捻り込むのが特徴である。三例とも

「山」の字の連結三叉文を波頭部に施すが、53はその周囲を更に沈線でなぞって複雑な文様を描く 。

54は御経塚式の深鉢形土器である。胴部装飾帯の破片であり 、沈線でバネル状に区切った中を三

叉文をあしら った文様で埋める装飾が施されている。

55も御経塚式の範躊で捉えられる深鉢形土器の口縁部片であり 、綾繰状の沈線文に三叉文をあし

らった装飾がされている。あるいは、見方によ っては三叉状入組文に見えるので、中屋式の範眩に含

まれるかもしれない。
し t'

56は羊歯状文が施される深鉢形土器の口縁部片である。大洞 BC式系の外来系譜の土器である。

4)後期粗製土器 (57~68)

57 ~ 62は左撚りの縄文を施す深鉢形土器であり、すべて LR単節縄文である。57・58は縄文原体

の結節部の圧痕が認められ、58は縄文の上に巻き貝条痕を施す。60は縄文の節が極端に横に長く、 0

段多条の縄文原体を使用していると思われる。器形は 57のようなバケツ形を呈する。62は口縁部が

内彎し、屈曲部に沈線をめぐらせてその上の縄文を磨り消している。口縁端部は、断面形で先細りに

成形する。

63 ~ 66は右寄りの縄文を施す深鉢形土器であり、 66はRLR複節縄文、その他は RL単節縄文で

ある。63~ 65の口縁部は比較的厚手であり、 64・65は口唇部にも縄文を施し、 65はさらに口縁端

部に指押圧でアクセントをつける。

67・68は撚糸文を施す深鉢形土器である。施文原体は、いずれも左撚りの縄を右巻きにした絡条

（ ， 体と思われる。

5)晩期粗製土器 (69・70)

69は禾本科茎の条痕を撫で消して磨いている。二例とも直口縁の深鉢形土器であり、 69は内円気

味に、 70は外反気味に立ち上がる。口縁部にはリポン状突起を貼付する。

6)粗製土器底部 (71~76) 

71は底部付近であり、底部そのものは欠損している。胴部が強く張り出す器形が推定され、壺形

ないし樽形の器形になると思われる。

72 ~ 76は、底部破片であり、網代圧痕が認められる。網代の編み方は、識別できるものは全て2

本すくい 2本おさえ 1本送りである。
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--如区 GR 覇り上げ111位 ロー111位 時lll! 地文（縄文原体等） 雹匠文その飽装●、およ 9●●口所見
1 12 26-60 灰砂 xiiS 中闊後莫 口緑1111 樟詈の違片．
2 26 E-03 中闊？ LRil躙段多彙？縄文 台付 範した1iい鰹膏袋鱈．
J 26 F--08 16-9 xvi 該闊中葉 沈績 書に条籟文

ヽ 26 F-08 II xiii 浪n中藁 LR皐11縄文
三皐位 、濾頸1こ霞向突起．鰭影It璽紐的に外Uする．平行沈緯帯に充
頃縄文X2.f、¥I字状の縦位胴突列で六●位に区切る．口唇郎も闘文を麓す．

5 26 F-08 16-8 xvi 後JIJI中藁 ＝●位波状縁．口縁節は沈繰文で波伏郎を＝角形で囲むと思われる．

6 26 F-08 16-2 XV 1ft閉中藁 1.11•111縄文 1の111111工鸞紋で．刻みを範した半鰻帯で区切って以下に沈鰭で●覺させた縄文膏．波状口絨
波頭闘は．虹紅状の立体意匠装鰭．

7 Ill A-II 地山直上 復闊中稟 沈線束鳩の円彰綱突波状〇絨の波頭綿には偏向突起．
8 26 E-08 15-7 XV 複闊中畢

注〇臼沈に●●の●しiで●た:i区片と~切．雹iるわ．?れ＂iる”i．●~．iと文も:●エ,}●●五●9●●~歓工m"●~で●る:●●~をi●爛●五きが．●；縄ta●文9●こを残分●ふを●●縄●む出文〇は心●9●こをう●●っ●打す9•らこ
， 26 0-04 最下層 慎闊中璽 LR攣覇縄文 隣融
10 26 0-05 叢下層 後1U1中翼 LR●11縄文 隅瓢

II 26 E-08 16-9 xvi 復期中藁 LR●笥縄文
匠四の● 

全面
1如 Rを帯びる

12 26 B-06 最下層 後闊中葉？ 波状をなす繕帯の●位饒突起？
13 26 E-09 地山直上 禎聞中羹？ 貝般擬闘文 口絨瓢に小さな突起.o縁饒は沈緯で璽畳させた挟い駐闘文書．鑽文壽瓢分は騒り溝し．,. 26 E-08 地山直..t. 慎鵡中羹 LR攣II縄文 平縁書の下半に 投の繕文書嵐位螂で弧状の貼付文で鵞ぐ．

15 26 
F-08 16 xvi 

慎鵡中菓 平縁帯の真ん中に刻みを誕した範文帯．これを下罐の屈曲闊にも．F-09 地山直上

16 26 E-09 16-8 xvi 後期中菓 LR攣節縄文 れ平給を曲帯繍ので下な半ぞに9二段の縄文壽（下罐は不明諫）、攣位饒で高さのある貼付文で区切る．こ
る．

17 26 F-08 16-9 xvi 復闊中葉 LR嵐節縄文 平繕帯の下這1こ縄文需●位狐に縄文を詫した貼付文．
18 26 D-06 下層 慎鵡中稟 LR●節縄文 平紘驀の上下が縄文帯．真ん中It厖り清し
19 26 E-09 16 xvi 後鵡中璽 結聞L震Iii闘文 平繕帯全体に縄文．
20 26 F-07 10 xliS 後聞中稟 LR●箇縄文 平縁帯の真ん中が縄文書．

21 26 F-09 
地山直上

浚期中累 LIi! 糸つ 平給帯の真ん中、多分慣円状に区画した中に充填闘文．23-2 xiiS 

22 26 E-09 16-9 xvi 絨闊中累 LR.I! 縄文 波状縁帯のJ:下が縄文書麟郎下半は全体が縄文充墳で、そのJ:瓢に沈繰で縄文帯を重
畳させる．攣位部に罐短緯区切り

23 26 F-08 後n中葉 LR攣節縄文

葦状を.=下.な1半.竺:rす.に..  ●●. ●芯.●は9沈二●芯平●●匹文で~． •●,:,●~• そ,っのた比下闘に梵文●驀x~．.曹::●:文む●9こごm奮とで・●・閉..•,せ？てぷいるぷ．そ績L24 26 F-15 地山直上 復闊中冥 LR攣．節縞文 波状

25 26 E-08 16-9 xvi 後闊中莫 膠l綿
一条

26 26 F-09 地山直上 憧鵡中凜 Lil.Ill縄文

息百土文を純し、円形檸僚ある貼付文を菫ぺる．

27 26 E-09 8-3 ix2S 後鵡中葉 l.,R?攣劃縄文
28 26 E-09 16-9 xvi 後闊中葉
29 26 G-12 12層 vlll!S 邊鵡中菫 LI! 糸
30 26 E-09 地山直上 後闊中翼 繕帯の下鳩1こ＂＇皐帯．繕帯は．綸み出し状の纏浮文を並べる ．
31 26 G-07 22-2 xiiS 憧M中藁 U懲糸 波状をなす口縁糾に縄文寄．
32 26 0-05 最下層 後期中璽 LR攣葡縄文 平口縁に縄文帯．
33 26 0-06 最下層 憧闊中葉 LR葬結東羽状縄文

S●●:!繕:鰤●忠湿l9ご-:ぶ:謡"l.・11・●・:-::い'"た.碑~沈.匹●文壽●．． と胃詈竹エ讐●四で:;.●•i●•●:  惰●軍押●惰突升． •遷心の“ヤ x
3ヽ 26 G-04 10 xllS 後閉復稟 RI!! 糸つ
JS 26 l埠 RL嵐節縄文
36 I B-04 悽闊後葉

37 26 F-09 22-3 xllS 憧鵡復葉
38 26 F-09 16 xvi 復鵡後稟
39 26 F-08 10 xliS 鳩期邊累 RUI劃縄文

F-07,0S 16-1.2 XV 
平繕帯1::凹線文●位饒に順影つの挿圧．40 26 槙闊慎藁

F-09 16-9 xvi 
底瓢．凹み庵．

Iヽ 26 F-09 23-2 xllS 後闊後藁 平縁帯に凹繍文●位昴1こ●影の＂圧 ．
•2 26 F--09 地山直上 後闊後葉 平絨事に凹縁文．

“ 26 E-09 16-9 xvi 復闊復菫 平緑事に凹纏文．

•• 26 D-06 下層 慎鵡後羹 平縁帯に1!!1繍文．
•s 26 D-06 下層 後llll!Jt霙 平縁書に凹繰文．
6ヽ 26 F-10 28-2 XV 悽闊憧莫

47 26 F-09 16-3.4.5 XV 復闊慎稟 口縁昴に沈繰文．
48 26 F-08 16 xvi 憧闊後霙 1111郎1こ凹線文
49 26 F-09 16-9 XVI 慎闊後稟 胴瓢1こ凹繕文．

” 
26 F-03 8-3 ix2S 憧期慎ll? 口絨狐lこ沈鰭文．

51 II K-05 （溝） 後JIii末 波頭ひねり込み．未分化な（？）山字遍結＝叉文
S2 26 0-09 灰II.Ill viiC 後期末 台影波頭、山字遭結＝叉文(-叉齢快り）
SJ 12 26-58 （土坑） 邊闊末 台影波頭ひねり込み、II讀化した山字遺給一叉文．

” 
26 E-09 16-3.4.5 XV 鰻n罰藁 装鯛壽を●位で区切り.T影一叉文をあしらった憲区文穎鰤．

ss 26 （本ペルト1)10下 xiii 娩闊前莫 入111文•ー叉文or=叉状入111文．
56 26 E-02 8 娩闊前稟 羊薗状文．
57 26 F-08 16-9 xvi 憧期 結節LR攣罰縄文
S8 26 E-09 16-9 xvi 棲闊 組 l!LR攣節縄文／轡員条痕 櫨熱赤化．
59 26 F-09 地山直上 慎JII! LR●節縞文
60 26 F-08 16-9 xvi 複JIii LRO段多条●節縄文
61 26 E-09 16-9 XVI 復闊 LR攣節縄文
62 26 F-08 16-9 XVI 復期 LR攣II縄文 0絲墨は、沈緯より上が霧紋寄．
63 26 E---09 16-9 xvi 憧闊 RL嵐劃縄文
64 26 F-09 地山直上 邊問 RL攣節縄文 口唇饒にも縄文．
65 26 F-08 16-9 xvi 邊悶 RL嵐節縄文 ロ鬱綿にも縄文．内劃から糟擁．口縁墨蓋熱赤It.
66 26 G-05 10,11 xiii 後闊 RLRIIII! 縄文
67 26 E-09 ・ 地山il..t. 復闊 LI!! 糸
68 26 E-09 16-9 XVI 邊JIii LIi!! 糸
69 26 G-0ヽ 11 XIII 険闊 禾本科茎？彙痕 口絨駆にリポン状突起．条償なで溝し．
70 26 F-08 16-9 xvi 映闊 0繕闊1こリポン状突起．
71 26 E-09 地山直上 xvi 後期 LR攣節闘文 虞鯵付近．慮が抜けたような訂れ口．
72 26 F-08 16-9 •vi 慎1111 LR●閏縄文 霰昴．網代圧痕2本すくい2本おさえ1本送り．
73 26 E・09 16-9 XVI 後闊 RUI節縄文 底昴．網代圧痕2本すくい2本おさえ1本送り．
74 26 E-09 地山ill..t. 慎期 RL●節縄文 霞郎．擦熱赤化した上吝曹に煤が覆う．
75 26 E-09 16-9 xvi 後期 厩臥網代圧痕2本すくい2本おさえ1本送り．
76 26 F--08 16 XVI 検闊 RL●箇縄文 屠闊．
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第 2節弥生 土器 （第9図～第87図）

はじめに

a. 土器の選出方法

選択した方法として、遺跡の時間軸の設定を行うことに重点を置いた。抽出方法は、平成8年以前

の調査は狭い面栢での調査であるため、全体の状況が把握しにくく、土器の取り上げも煩雑になって

いる。そのため、広範囲に調査を行うことができ 、埋積状況が安定し、上下陪の区別が明瞭にでき、

尚かつ、当遺跡の全時期を通して出土している 26地区を選択し、整理作業及び実測作業を行った。

しかし、これでもすべてを網羅できず、報告書掲載までに整理できた分のみの報告となっていること

を了承されたい。また、今回の報告では、集落域からは把握しづらい集落 I期に重点をおいているこ

とも了承されたい。集落 11期及び集落皿期に関しては、今後、遺構資科の整理を行って行く上で、補

足していく予定である。

b. 褐載方法

なるべく、恣意的操作を行わず、そのままの情報で報告する形をとった。同一層でも肩部に位爵す

る箇所は、混入及び取上段階でのミスが生じやすいため、その都度、層毎の掲載を行う前に所感を述

べる形をとっている。なお、 xS層、 ix陪 ~v層 ・12・13・27地区に関しては、ごく 一部の土器の掲

載になっていることを了承されたい。

器種の名称は、形をもとに壺形土器、甕形土器、鉢形土器、高杯を主に区分し、文章及び観察表内

では、省略して壺、甕、鉢、高杯とする。また、前期の遺物である深鉢形土器も甕として掲載する。

c. 出土土器の観察

すべて肉眼観察で行い、観察の結果は層毎に観察表を明記し、図ではわかりづらいと考え られる調

整方法に関しては、文章内に記載した。

(1)観察事項と記載方法

【番号］ ：遺物掲載番号を示す。

【地区 ・出土地点 ・層位］ ：調査区 ・グリッド（以下、 Gr) ・遺構名を明記し、図上で取上を行っ

たものに関しては、取り上げ番号を記載している。出土層位は取り上げ層位と統一層（主層位）を

併記している。

（ 【器種］ 土器の一次的形式名を記載。

［色調］ マンセル表色系に準じて行っている。なお、内外面であまりにも色調の追うものは、内外

両方掲載する。

［胎土］ 肉眼観察で行い、粗 ．粗密 ・密の三種類に区分し掲載した。不勉強で詳細な石材が分から

ないため、特定できる混在物（金雲母 • 海綿骨針 ・赤色粒 ・シャーモット）のみ掲載し、在地と考

えられるものに関しては備考に記載した。

［焼成］ 良好か不良か区分し掲載した。

【法量］ 口径 • 最大腹径 ・ 底径 ． 頸部径 ・脚部径 ・ 器高 ・ 容贔 ・ 底の厚さを記載している。 計測値

は cm 及び € である。また、 完存せず数値が計測できないもので、復元できる数値には［ ］で、

残存値に関しては（ ）で記載している。容澁は、小林正史氏に依頼し計測していただいた。

【底部の種類】 矢部遺跡（寺沢1986)の底部及び脚部の分類を参考にし、脚部は挿入法、接合法、

充填法に区分し、底部は円板据置法、充填法、輪台法に区分して掲載した。
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1) xv, xvi層出土土器 （取り上げ層： 16層） （第9図～第15図）

埋積浅谷の最下層の土器群である。確認できた箇所は xii層の集積部分の下層からで、特に土器の

残りが良好であった箇所は、本ベルト 1以西から IOGr内である。取り上げ層 ：16層としては 16-11 

層まで使用して土器を取り上げている。これらは xv層 (16-I・ 2層 （肩部）、16-3~ 5層）、xvi(16-6 

~ II層）と層の状況から分けられると考えられる。しかし、現地での取り上げの際、この三区分で

分けられなかった迫物が多くあるため、 xv・xvi層の掲載とし、詳しい層名がわかる ものは、観察表

に記してあるので参照されたい。なお、 実測可能なものはすべて、体部破片でも残りのいいものは掲

載している。

1は遠賀JII式壺である。口縁は欠損、体部は半分のみ残存している。接合は外傾接合で、頸部への

接合のみ内傾接合で作られている。口縁は段をもたせ、外面は頸部に二条の沈線をひき、体部最大径

には瘤状突起がつく 。丁寧な横方向のミガキを行い、底部は一～二条ほどナデ、底面の接着面にはミ

ガキが施されている。なお内面は板ナデ跡が残るものの、体部最大径近くは横方向のミガキが施され

ている。

( 7は口縁の一部が欠損するのみである。内面ナデ調整、外面は体部下半を削った後、縦方向の条痕

を施し、ミガキ調整を行っている。頸部には指頭圧痕が残り 、頸部と体部の境には、三条の沈線が反

時計回りに施されている。口縁は指沈線を六方向に施したと考えられる。

2・8は条痕文の無文の壺である。二点とも残りが悪く、 2は内面は丁寧にナデており 、8は内面は

ナデているが接合痕が明瞭に残っている。

3 ~ 5・10・ 11は指装飾を施す壺である。いずれも内面はナデ調整であるが、接合痕が残っている。

外面は頸部から上は連続した指頭圧痕か指沈線が施され、体部は条痕が施されている。 4・10・11の

外面は赤彩が施され、 3を除いてすべてに海綿骨針が含有し、搬入品と考えられる。6は内面が丁寧

なミガキ調整、外面の口縁には指装飾による浮文が施される。内外面ともに明瞭な焦げの跡が残る。

13は外面にヘラによる沈線を施した後、ミガキ調整を行い、内面は丁寧なナデ調整である。外面

の文様は残りが悪いため、不明瞭であるが、数条の沈線で口縁下、体部最大径底部と三段施し、その

沈線の間、 上段には横楕円が、下段には縦楕円が施されていると考えられる。

14・15・20は外面はヘラによる沈線を施した後、ミガキを施し、内面は横方向のナデ調整を施し

（） た後、体部下半にミガキ調整を施している。14は口縁と頸部との間に段を、 15は一条の沈線を施し、

二段のレンズ状の文様を施す。20は三条の沈線を施している。（その文様の下には四粂の沈線が施さ

れている。） 14は浮文になっており 、レンズ状の文様帯がそろっているのに対し、15はヘラ描きにな

っており、レンズ状の文様帯がずれている。16・17及びその左に掲載してある拓影は接点がないも

のの、同一個体と考えられる。外面はヘラエ具により、 三条の横方向の沈線を施す。その下に、 二条

の縦方向の沈線と、間陥をおき 、数粂の縦方向の沈線を五方向に施し、 二条の沈線を挟んで縦羽状を

施している。その後、ミガキ調整を施す。なお、内面は横方向のミガキが施される。

18・19・25は内外面ミガキ調整を施し、 19は二条の沈線を施し、一条目の沈線には、きれる箇所

があり、そこには円形の突出した箇所が存在する。25は内面に指沈線が 1条施されている。縄文時

代の遺物の混入か。

27・28・ 31は沈線文系の体部破片である。

29は浮線網状文が施された体部破片である。

32・33は鉢の底部と考えられる。32は内外面、底面ともミガキ調整が施されているが、底面は木
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葉痕が残る。

35以降は甕である。口縁の形態によ って、指凹圧を施すもの (35~ 60)、ヘラで刻みを施すもの

(61 ~ 70)、無文のもの (71~91)と区分し、その他として、体部に沈線等有文のもの (92~96) 

と分けて掲載している。外面の調整は茎を結束したもので施され、縦方向 ・横方向が存在する。その

中でも条痕で口縁端から 3cm~ 5 cm程度横方向のナデや条痕で文様の切り替えを行っているもの

(35・36・55・83)や口縁のみナデているもの (58・75・88・ 89)がある。口縁は先端尖らせるもの

(36・38・61・65・68・79・88など）、端部丸いもの (40・55・64・77など）、面をとる もの (75・76)

がある。口縁に指凹圧を施すものは、施文方法として、口縁が内傾するものは内面側に (35・37・

46・49・52)、外反するものは外側に (42・51)、直立する ものはま っすぐ指凹圧が施されている

(36・39・40・38など）。 内面は条痕の調整が残るものと、ナデ消しているものがある。

‘f
¥
 

2) xv層出土土器 （取り上げ層： 15層） （第16図）

取り上げ陪 ：16層とは別に、砂層のみで取り上げることができた迎物である。出土土器はすべて

掲載している。

109は内外面に横方向の条痕が施されるが、内面1よ粘土接合痕が消しきれていない。口縁端部は丸

く処理してある。

110は外面に横方向の条痕が施され、内面は横方向の丁寧なナデが施される。口縁端部には爪によ

る連続した刻みが施される。

111は外面縦方向の条痕が施された後、指による沈線が三条とその間に、指による連続した凹圧が

二列施される。指凹圧は爪痕から右手の親指で施したものと考えられる。内面は丁寧なナデが施され、

外面の口縁端部は面を作った上で、指凹圧が施されている。xvi層の遺物と比べると、新相として位

骰付けられるものと考えられる。

3) xiv層出土土器 （取り上げ層： 14層） （第17図～第18図）

取り上げ層 ：14陪として取り上げたものであり 、砂とフショク層が互層をなす。土器は取り上げ

層 ：14 -9層から多く出土 し、砂層であるためxv,xvi層の混入があると考えられる。実測可能なもの

はすべて掲載している。

( 112~ 117・ 131は壺である。112は指による連続した凹圧と指による沈線が交互に施される。内面

はナデを施している。113は内外面に横方向のナデが施され、図には記していないが外傾接合である。

口縁は外面に貼り付け、拡張させている部分にヘラエ具による沈線が三条描かれている。114は貝殻

による条痕調整であり、体部上半に直線文、間をおいて縦羽状が施されている。内面は丁寧なナデが

施される。115は xiv層で掲載したが、取り上げの際の誤認の可能性がある。外面は、口縁と体部最

大径に三角形状の彫り込みを施し、ヘラエ具による沈線がその間を横方向に充填する。内外面は横方

向の丁寧なミガキが施されている。116は外面にはヘラエ具による レンズ状の文様が施され、一箇所

瘤状突起が付く 。口縁は残りが悪いが、三角形状の突起があったものと考え られる。内外面は横方向

の丁寧なミガキが施される。117は底部から上は剥離しており 、外傾接合であることが確認できる。

内外面ハケ調整を施し、外面は縦方向のミガキ、内面は部分的に指ナデが施されている 131は縦方向

の条痕調整の後、部分的に横方向のミガキが施される。

118 ~ 130は条痕文系の甕である。外面は横方向のみで調整されるもの (123・124)体部縦方向か

ら横方向に切り替わるもの (I18・120・121・ 126)斜め方向に調整した後、縦方向に部分的に行うも
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の (II9)がある。内面は横方向に条痕調整を行うもの (II 8・120 ~ I 22)縦方向に条痕調整を行う

もの (126)ナデるもの (I23 ~ 125・128・ 130)がある。なお、 119は一部条痕調整がナデ消されて

おり、 127は口縁のみ条痕が残る。口縁はやや外反する もの (I20・I 24・125・ 129)と直立するもの

(II 8・121 ~ 123・126・ 128)がある。端部には指凹圧を施すもの (120~ 122)刻みを施すもの

(123 ~ 124)無文のもの (I18・126 ~ 129)がある。

、,'‘

4) xiiC層出土土器 (2~6Gr取り上げ層： 10層） （第19図～第21図）

xiiC層は、層の厚みがある箇所と浅く上下層の視入を受けやすい箇所を、 Grで区分し掲載してい

る。 5・6Grは特に取り上げ層 ：10層が深く確認でき、出土批がもっとも多い箇所である。

133・135は外面ハケ調整を施し、櫛描文施文箇所はハケを板ナデで消している。どちらも 5本一

組とする櫛状工具で上から下へ、時計回りに施文している。内面と底面はナデを行っている。なお、

133の底面は砂目敷きあったことが確認できる。 135は、体部に焼成後の穿孔がみられる。134は無

文の壺である。外面はハケ調整を行った後、頸部近くまで、ハケを板ナデで消している。底部は剥離

が激しく、ナデがあるかないかは不明である。口縁は残りが悪いものの、ヘラエ具による刻みを施し

ていることがわかる。

136 ~ 138は、残りが悪く、口径は不明瞭である。137は薄い作りで、外面はハケを残したまま、 4

本一組の櫛状工具で直線文を施す。口縁端面はX字状の刻みを施している。このX字状は、左から右

斜めに刻みを施した後、右から左斜めに刻みを施している。136はハケをナデ消した後、 二条単位で

直線文を二段施し、その下に波状文を施す。口縁端面は上からのみ、 指による凹圧が確認できる。

138は136と同様、ナデ消した後、 4本一組の櫛状工具で直線文を施す。口縁端面は上下両方からの

指による凹圧が施される。

139は大型壺の体部である。外面はハケ調整の後、丁寧なナデ消しを施し、その後、 5本一組の櫛

状工具で直線文を施す。おもしろいことに、直線文に挟まれる文様は段ごとに違った文様が施されて

いる。直線文に挟まれる箇所を上から、一段目は無文、 二段目は円形刺突文、三段目は波状文、四段

目はヘラエ具で描かれた菱形の文様を施している。この様相からすると、 直線文を施した後、その中

に違う調整を行ったと考えられる。なお、波状文は直線文と同一工具と考えられる。内面は丁寧なナ

デ調整である。

140は小型の壺である。櫛状条痕で施文して作られている。外面体部下半は横方向に、上半は縦方

向に条痕を施している。ちょうど胴部蔽大径の調整が見えないため、順序は不明である。口縁付近に

は明瞭な指押えが残る。口縁端部には二列の刺突文を施すが、ーカ所空白の部分があり 、口の形から

して、注ぎ口ではないか。内面はナデ調整である。

141は外面は荒い縦方向の板ナデ、内面は指ナデを施しているが、最大径から少し上の箇所の接合

痕は消しきれておらず、明瞭に残る。

142は壺の体部上半と考えられる。体部内面ハケ調整後ナデ、外面は刻みを部分的に施す断面三角

形状の突帯を一段施し、その下に粘土紐を貼り付け指ナデを施しながら、断面三角形の突帯を渦状に

作っている。その後、一段目の突帯の上に直線文、波状文を施している。なお、突帯の上には部分的

に刻みが施されている。

144は外面は斜め方向に櫛状条痕を施した後、上下に板ナデを施す。内面は土器の剥離が激しいが、

ナデであることが確認できる。また、焼成後の穿孔が一対あり、土器の破損部分と一致しないことか

ら、補修孔ではなく、転用の際に利用されたものと考えられる。なお、 この対角線状にあたる箇所が

-16 -



欠損しているため、蓋穴用かは不明である。

143はこの層で取り上げているものの、混入である可能性が高い。取り上げ層 ：16層で出土してい

る条痕文系の壺と類似したものと考えている。土器は頸部近くの箇所と考えられ、外面には赤彩が部

分的に施されている。内面は黒色を呈 し、明瞭な粘土接合痕がみられる。

145・146は沈線文系の壺である。145は内外面とも丁寧なミガキ調整を施し、頸部との間に明瞭な

段をもつ。外面には三条のヘラエ具による弧線を施し、一部彫り込み、区画を作っている。その文様

の下は縄文で充填される。146は外面ミガキ、内面は頸部までミガキを施す。外面の口縁は三条のヘ

ラエ具による弧線を施し、中を縄文で充填している。口縁端面には八方向の揺状突起があり 、その間

をヘラエ具による横羽状でうめている。外面胴部は二段のコの字重ね文を施す。上段は、コの字重ね

文の外は縄文を充填し、中は無文と縄文で充填するものを交互に施している。また胴部は 1/3しか残

存しないが、口縁の文様が八方向であることや文様の幅から、八方向に瘤状突起及び文様は作られて

いると考えられる。なお、瘤状突起には巻貝による刺突が施されている。

148は内外面ともハケ調整であり 、口縁は指ナデを施し、口縁端部には羽状刺突文が施されている。

150・151はいずれも口縁端部に刻みを施し、外面に4本一線の櫛状工具で上から下に三条施し、下

（ 端に三角刺突を施す。内面はハケ調整である。149も同様な甕の体部破片と考えられる。

（ 

147・152・ 153は，無文のハケ調整の甕であり、 153のみ内面にハケが残るが、147・152は丁寧な

ナデ消しを行っている。152・ 153は口縁に指ナデを施し、深く口縁端面に刻みを施す。口縁内面に

みえる指の接着痕は、刻みを施す際についたものと思われる。

154 ~ 160は条痕文系の甕である。154は外面は縦方向の条痕を施し、口縁から 9cm下にかけて、

横方向に条痕を施す。内面は横方向に丁寧なナデを施し、口縁付近は明瞭な指押えが確認できる。

155は取り上げ層 ：10層の中でも上面から出土している。外面はヘラエ具による横羽状を施し、 154

同様、その下は横方向の条痕を施す。156は内外面とも横方向の条痕であり、口縁端部には、ヘラエ

具による凹圧を一つ確認でき、六方向に付けたと考えられる。また口縁内面には、 2本一組の櫛状条

痕による刺突が施される。158は小型の甕で、外面は縦方向の条痕、内面は粂痕の後、横方向のナデ

を施す。159・ 160は二点とも外面は横方向の条痕、内面は横方向のナデを施し、口縁端面に面をつ

くつている。159は押し引きの廉状を、160は斜めに浅い指押さえを施している。157はこの層以前の

滉入の可能性が高い。外面は横方向の条痕、内面は丁寧なナデを施す。

5) xiiC層出土土器 (7~10Gr取り上げ層： 10層） （第22図～第24図）

6Gr以東に比べ、下層から追物の出土がみられる分、出土するものは下層の混入がみられることと

取上の際の誤認が生じていると考えられる。

161は外面に板ナデを行った後、胴部下半は縦方向にミガキを行う 。6本一組の櫛状工具で、口縁

端面には一条の直線文を、胴部外面には頸部に三条、胴部に二条ー単位で合わせて三段施している。

また胴部の二段と三段目の間は直線文を施文した後、横方向のミガキを施す。内面はハケ後、丁寧な

ナデが施される。

162・164は 10府で掲載しているが、この陪の上面から出士していること記す。162は外面に櫛状

粂痕を時計回り横方向に施し、指ナデを一条挟んで縦方向に条痕を施している。その後、ヘラエ具で

一条波状文を施している。内面は丁寧な横方向のナデを施している。

163は、内外面ハケ調整を施す。その後、外面には4本一組の直線文を時計匝lりに施し、下端に三

角刺突を施す。口縁は内外面ナデを施し、口縁端部に連続した刻みを施す。164は外面は下から上へ
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順にハケを施し、 口縁端までいたる。その後、体部上半に、2本一組の施文工具で時計回りに波状文

を施す。口縁端部は、連続した刻みと 、ヘラエ具による四つの刻みを一組として八方向に施している。

内面は斜めにハケ調整し、その後ナデ消しをしている。頸部から口縁端にかけては横方向にハケを施

している。なお、この土器は取り上げ層 ：9層において多くみられる器形である。

165は外面は細い条痕が横方向に施され、内面は丁寧な横方向のナデが施される。口縁は内外面ナ

デを施し、端部に連続した刻みを施している。

166は内外面ハケ調整を施し、口縁は内外面に横方向のナデを施している。また底部は欠損してい

るが、底部近くに土器の破損範囲に接珀剤的な塗料の付着がみられ、その箇所に補修孔が 1点あけら

れている。なお、対になる穴は欠損のため不明である。

167・168条痕文系の甕である。外面に横方向の櫛状条痕を施し、内面は丁寧なナデを施す。167の

口縁は直立 しており、 D縁端面を肥厚させた箇所に連続した刻みを施す。168の口縁はやや外反させ、

先端尖らせた端部に連続した刻みを施す。167は条痕調整後、 6本一組の櫛状条痕で波状文を二段施

している。おそらく 、横方向に施される条痕施文具と同一であろう。

169は下層追物の滉入と思われる。外面は斜め方向に粂痕を施し、内面は丁寧な横方向のナデを施

す。口縁外面には 1cm程度の幅で、横方向のナデが施されている。

170は外面縦方向に櫛状条痕を施し、頸部には同一工具で直線文を施す。内面は条痕の後、頸部近

くまでナデ消している。なお口縁は残りが悪く 、何単位かはわからないが波状口縁である。

171は鉢であろうか、外面口縁付近に一条、体部最大径の所に弧状に粘士帯を貼り付け、その上に

擬縄文を施す。内面は丁寧な横方向のナデである。

172は外面にヘラエ具による文様を施し、その後ミガキを施している。内面は横方向に丁寧なナデ

を、口縁内面はヘラエ具による沈線を一条ひき、段をもたせている。

173は外面に指よる沈線を三条施し、その下及び内面は横方向のミガキを施す。

174は下層の混入と考えられる。内外面に横方向の条痕を施す。

175は外面横方向の櫛状条痕を施し、外面に肥厚させた口縁から頸部にかけて、 4本一組の櫛状条

痕による刺突が施されている。口縁内面には斜めに条痕が施されている。おそらく、外面の条痕の施

文具と同一であろう 。内面は丁寧なナデである。

176は外面に条痕調整、内面に横方向のナデを施し、口縁はやや外反し、端部には連統した刻みが

（ 施される。

177は受けD状の条痕文系の壷であり 、口縁端は欠損している。口縁外面は指による非連親な横方

向の沈線、その下には指による凹圧を施し、その間を円形剌突で充填している。頸部には、指による

沈線が施されている。内面は条痕の後、横方向のナデが施されている。

178・179・180は混入の可能性が高い。178は取り上げ層 ：16層から出土する土器と類似し、胎土

にも海綿骨針を含有する。外面は指による連続した凹圧を三段、内面は横方向のナデを行うが接合痕

がみえる。180は鉢であり 、外面にはヘラによる沈線を入れ浮文上にし、ミガキを施す。内面は横方

向のミガキを施している。

181は鉢であろうか、外面は縦方阿のハケを施した後、 1.5cm 程度の楕円状の突出があり、それを

囲むようにヘラ描きが施される。把手か？内面は横方向のハケが施されている。

182は外面にハケ調整の後、櫛描文施文箇所をナデ消している。文様は 5本一組の櫛状工具で直線

文を二条施し、その間に円形刺突を施している。内面は横方向のハケ調整の後、横方向のミガキを施

す。
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6) xiiS層出土土器 (7~10Gr取り上げ層： 10層砂） （第25図）

埋積浅谷の肩部に位置し、砂層である。そのため下層の混入や取り上げでの誤認が多いと考えられ、

土器益は小屈であるが、xiiC層出土土器とは分けて報告する。

183・184は小型の甕である。内外面条痕を施し、底部は横方向のナデを施している。183の口縁の

み横方向にナデて内傾ぎみになっている。

185は浅いあたりの条痕を内外面に施し、内面は部分的にナデている。

186・187は内外面横方向の条痕を施し、 187は内面横方向のナデを施している。口縁は直立に立ち、

先端に連続した刻みを施す。

7) xiC層出土土器 (2~6Gr取り上げ層： 9層） （第26図～第36図）

集積部分の箇所でも っとも土器巌が多く 、出土した層である。5・6Grはその中でも層が厚く 一定

屎出土している。すべての土器を掲載できた訳ではなく 、特徴あるものは破片でも掲載し、多く出土

しているものは割愛していることを了承されたい。

188~ 197は櫛描文系の壺である。191は口縁から欠損して分からないが、 190は受け口状を呈 し、

195は袋状を呈する。受け□状のものは、やや後出のものになるのかもしれない。188~ 196は内外

面ハケ調整を行った後、頸部から体部上半に櫛描文を施し、 189・19I・193は体部下半を、196は体

部内面をミガいている。内面はハケ調整の後、 体部上半まで指によるナデ消しが施され (188・190・

192・194)、口縁までナデが及んでいるものもある (192・193・195)。櫛描文様は、直線文も波状文

も同一工具が使われており 、上から下へ順に描いている。それぞれま ったく同じパターンの文様はな

く、直線文からはじまり、波状文で終わるもの (189・193・195)と直線文で終わるもの (188・

190・ 191・192)がある。直線文に挟まれる波状文が一条のもの (188・ 192・193・195)二条のもの

(I 89・190・I 9 I)がある。194は直線文の間に：：：：角刺突が施されており 、直線文を施した後、施した

のだろう 。次に、口縁に文様を施しているものをみていくと 、190は受け口外面に直線文と波状文を

施し、 下顎部に連続した刻みを施す。196は肥厚した端面に直線文を一条施し、両端から連続した刻

みを施している。194は角度を変えて刻みを二段施し、横刺突羽状文を施している。197は口縁しか

残存しない。口縁端部と内面に縄文を施している。その後、内面には 2本一組の条痕で一周描き 、段

を作り 、鋸歯状に二段施している。

198・199は無文の壺である。内外面ハケ調整を施し、 199は、外面は頸部近くまでミガキを施して

おり、 二点とも内外面体部上半はナデ消している。198の口縁端部は大きめの三角刺突を施し、199

はX字状の刻みを施している。

200は口縁端を欠損するが、受け口状を呈 していたと考えられる。内外面は丁寧な横方向の指ナデ

を施し、口縁には、 3本一組の櫛状条痕で文様を描いている。頸部には一条施文がかろうじて確認で

きる。

201 ~ 216は条痕文系の壺である。すべて内面は横方向のナデを施し、外面体部下半は縦羽状にす

るもの (204・211・ 215)、斜め方向にするもの (209・210・212)、横方向に施すもの (208・216)が

ある。外面頸部から体部上半の文様はさまざまであるが、基本として櫛状条痕で施し、文様の下端に

ヘラエ具で山形文を施すもの (209)がある。文様の施文パターンは、直線を施す文様の土器 (201・

209・212)は、まず直線で三段に区画分けを施し、その後波状文 (212)もしくは跳ね上げ文 (201)

を施している。ただし208や210は例外である。210は頸部から二段直線を施しその後、波状文を施し、

最後に三段目の直線文を施している。208は文様の施文方法は櫛描文土器と同様で、同ーエ具で上か
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（
 

ら下へ順に直線文と波状文を交互に施文する。次に、横羽状のもの (202・205)は、下から順に上の

段へと羽状を施している。202はその後、斜線の接点に扇形文を施している。203は頸部を横方向に

条痕を施した後、五方向に垂線を施している。また口縁に付く突出部も同じ方向で五単位施されおり、

その後横方向の直線で埋めている。口縁は受け口状 (203・205・206)のものと、外反するもの

(201・202・207・213)がある。外反するものは外側に粘土を貼り付けて、段をもたせ、その箇所に

斜め方向の条痕 (201)や、 扇形文 (202)などを施している。 しかし、207は口縁端部、縦方向の連

続した短線をひき、粘土紐を口縁下に貼り付け、その上を指による凹圧を加えている。203のように

かなり内傾するものや 206は、内面には文様が施されないが、殆どのものは施文されるようである。

口縁内面の文様には横羽状を施すもの (201・202)や、垂線を施すもの (205)、波状文を施すもの

(213)がみられる。これらの文様は次の層で櫛描文に採用されていくようである。なお、 215・216は

胎土、質感が在地のものとは違い、搬入品と考えられる。215は貝殻条痕調整であり、頸部には粘土

帯を貼り付けて、貝殻による連続した凹圧が施されている。216は頸部近く に二点の指凹圧がみられ

る。外面は細い櫛状条痕で横方向に施す。

217 ~ 229は沈線文系の壺である。外面の文様はさまざまである。内面は丁寧なナデで、頸部から

口縁にかけて外反する箇所に、ミガキを施すもの (220・221・223)もある。外面はヘラ描きのみで

施文されるもの (217~ 223・226)と、それに加え縄文を充填するもの (224・225・228・229)、貝

殻で擬縄文を施すもの (227)などがある。文様は弧線文、コの字重ね文、重区画文、刺突羽状文、

円形浮文などを多様に施し、構成されている。円形浮文には、ヘラによる刻みをおこなうもの

(218・222)、まれに 221のよ うに、巻貝で刺突しているものもある。なお、 221・227~ 229に関 し

ては、搬入品の可能性が高い。

230 ~ 234は櫛描文系の甕である。230・231は搬入品である。外面ハケ調整を施し、櫛描文施文箇

所はナデ消しを行っている。二つとも直線文の間には円形刺突が施され、口縁端部には連続した刻み

が施されている。内面はハケ調整の後、ミガキ調整を行う 。232~ 234は在地の櫛描文系の甕である。

外面ハケ調整を施し、直接文様を施す。いずれも下端は波状文で終わっている。口縁は、搬入品と比

べ、間延びしているのが特徴である。端部は軽く内外面ナデ調整を施し、連続した刻みを施す。なお、

233に関しては 2個一組の部分凹圧が施されており 、四方向存在したと考えられる。内面はハケ調整

の後、縦方向に指ナデを施すもの (233・234)がある。

( 1 235 ~ 244は無文のハケ甕である。外面は下から上へ順にハケ調整を施し、内面はハケ調整で終わ

るものと 、ナデ消すもの (235・237・238・242~ 244)がある。口縁は在地の櫛描文を施す甕同様、

間延びしており、頸部近くまで内外面ナデるもの (235・236)、-~二条ほど内外面をナデるもの

(237 ~ 240・243・244)があり、端部には連続した刻みを施す (235~ 241)。刻みを施す中には、連

続した刻みと 2個一組の部分凹圧を施すもの (239)や2個一組の刻みを六方向施したと考えられる

もの (243)、3個一組の刻みを九方向施すものがある。なお、 235は底部にも横方向の丁寧なナデ及

び底面もナデており、ハケが細かく、他のものと様相が追うことや胎土からも搬入品の可能性が高い。

236はxii層でみられたタイプの土器である。240は口縁内外面に軽い指凹圧の後がみられ、次の x層

でみられる小波口縁を感じさせる。

245~261は条痕文系の売である。ただし 249・252に関しては頸がややすぼまり、 壺であっても良

かったのかもしれない。260・261は混入と考えられ、 xi陪より下屑のものと考えられる。

245~248は、条痕文系の甕でも文様を施すものである。245・246は外面に条痕調整を行った後、

同ーエ具で 245は直線文を体部最大径に施した後、 上下に波状文を施し、 246は体部最大径に波状文
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を一条施している。247は縦方向の条痕を施し、体部上半に直線文を一条ひき、体部上半より上には

ヘラエ具による縦羽状を施している。口縁は 246・248は内面に波状文を施し、端部には連続した刻

みを施している。さらに 248は2個一組の部分凹圧が施される。247は端部に 2個一組の部分的な刻

みを施している。内面は条痕文調整の後、口縁までナデ消すもの (246・247)と頸部近く までナデi肖

し、条痕を残すものとがある。後者は、櫛描文を施す甕の施文方法と同様である。

249 ~ 259は条痕文系の無文の甕である。251・253・254・256~ 259は、 xii層でもみることができ

る土器群であり、内面頸部から上のみ横方向の条痕を残すものは、前述同様新しい様相と考えられる。

外面は横方向に条痕を施すもの (251・253・256・258)、縦方向に施すもの (250・252)、横から縦に

切り替わるもの (249・254・257)がある。ただし 257は横方向の条痕の後、櫛状粂痕で縦方向に短

く施している。口縁はやや外反し、端部には連続した刻みを施している (249・251・253・254・256

~ 258)。255は外面板ナデが施され、ヘラエ具による横羽状が口縁に施され、口唇部には連続した円

形刺突が深く施される。内面は貝殻条痕が横方向に施され、口縁端部はナデ消しが行われている。胎

土や調整から搬入品の可能性が高い。259は横方向にヘラエ具で何条も描いた後、縦に区画を施して

いる。その後、丁寧なミガキが施される。口縁端部には、同ーエ具のヘラによる横羽状が施される。

（ 内面は丁寧なナデ調整である。

262・263は鉢であろうか。263は口縁の全体を、262は一部粘土帯を巻き上げて作られている。262

は内外面ハケ調整の後、ナデ消しを施し、口縁端部には連続した刻みを施す。263は外面縦方向のハ

ケ調整後、底部には縦方向のミガキを施している。内面は斜め方向のハケ調整を施し、部分的に体部

下半は縦方向にナデている。口縁は内外面ナデ調整を施し、外面には横方向のハケ調整が施される。

264・265は鉢である。264は内外面斜め方向のハケ調整を施し、外面体部下半は一部ミガキ調整を

施し、底部は二条ほど横方向にナデ、内面底部も横方向にナデ消されている。口縁は内外面一条ほど

ナデている。265は外面下から上へ順に縦方向にハケ調整を施し、その後、体部下半は板ナデを施す。

内面は斜め方向のハケ調整を施した後、口縁付近は横方向に施す。口縁端部と外面体部上半に連続し

た刻みを施すが、体部のものは口縁のものに比べると大きく、別工具と考えられる。

266は高坪であろうか。外面は縦方向のハケを施した後、縦ミガキを施し、脚端部は三条ほどナデ

られている。脚内面は丁寧なナデが施され、杯部内面は横方向のミガキが施される。

( 8) xiC層出土土器 (7~10Gr取り上げ層： 9層） （第37図～第38図）

今回提示してある資料は、壺は条痕文主体となっているが、櫛描文の壺も出土していることを了承

されたい。なお、様相としては 2- 6Gr内の取り上げ層 ：9層と同様であると考えていただきたい。

267は無頸壺であり 、 一対の穴が二方向に確認できる。外面は横方向のミガキ調整を施し、内面は丁

寧なナデが施されている。

268は外面ハケ調整の後、体部下半は縦方向に、体部最大径は横方向にミガキが施されている。内

面はナデ調整で、頸部からは横方向のミガキが施されている。

269 -275は条痕文系の壺である。 269・270は貝殻粂痕で調整及び施文を施している。口縁は受け

口状を呈し、端部には押し引きを、外面には押し引きの直線を施した後、円形浮文をつけて、貝殻の

殻頂部で凹圧している。下顎部は、 三角形状に連続した段をもつ。内面は二粂の直線を施し、垂線を

施している。270は269と比較すると、 下顎部は指凹圧が施され内面には 269の文様に山形文が加え

られている。いずれも同一地域の搬入品と考えられる。271-275は櫛状条痕で施されている。内面

は丁寧なナデ調整が施され、口縁は外反し肥厚するものと受け口状のものとある。275は条痕で調整
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（
 

されるものの、文様構成は 223に類似している。外面は体部下半、横方向に最大径は縦羽状を施す。

体部上半は直線文を五条施し、直線文に挟まれる間に連続した円形刺突を施している。なお、文様間

は横方向のミガキを施している。口縁内面にはヘラエ具による文様が施される。

276・277は沈線文系の壺である。276はヘラで五単位に区画し、コーナーには瘤状突起をつける。

コの字を描いた中には、刺突でコの字重ね文を描いている。なお、内外面の頸部はミガキ調整を施し

ている。口縁は外側を肥厚させ、五単位に 6~7列の刺突を一組として施している。277は内外面ナ

デ調整の後、横方向にミガキ調整を行う。口縁の内外面には、 三条の沈線が施されている。

278・279は櫛描文系の甕である。外面は縦方向に、内面は斜め方向にハケ調整を施している。279

は口縁から頸部近くまで、内外面ナデ調整を行う。外面の文様は同ーエ具で上から下へ順に施してい

る。口縁は 278は連続した刻みを、 279は3個一組の刻みを五方向に施している。

280は細い条痕により外面は縦方向に施し、内面は体部上半まで丁寧にナデ消されており 、頸部よ

り上に横方向の条痕が残る。口縁は外反し、端部には連続した刻みを施す。

281は外面に縦方向のハケを施した後、口縁から体部最大径まで横方向にナデている。内面は斜め

方向にハケ調整を施し、頸部より上は横方向にナデている。口縁は外反し、端部には連続した刻みを

施している。

282は外面横方向に条痕を施し、内面は丁寧な横方向のナデが施されている。口縁は直立し、端部

には連続した刻みを施している。

283は甕の体部である。外面はハケ後ミガキ調整を施している。 5本一組の直線文と円形刺突が交

互に施されている。284は沈線文系の壺であり、下層の混入であろうか。外面は重区画の文様を施し、

内面はヘラで二条直線を施し、その間に円形刺突が施されている。内外面、丁寧なミガキ調整である。

9) xi層出土土器 (2~6Gr取り上げ層： 9層上面） （第39図～第42図）

取り上げ層： 9層の中でも、取り上げ層： 8-2層黒褐色埴土との層離面に位憐し、定絨の遺物があ

ったため、個別に掲載することにした。遺物からは 9層と 8-2層の過渡的な様相がみえるものと考え

られる。

285は無頸壺である。外面はヘラエ具による沈線を横方向に施した後、その間を縦方向の短線が充

填する。焼成前の穴が口縁近くにあり、おそらく 一対になり、蓋穴用と思われる。また外面には全面

＼ に、赤彩が施されている。内面は横方向のナデが施されるが、接合痕は消しきれていない。

286 ~ 288は条痕文系の壺である。286は口縁は外面に肥厚させ、その部分に櫛状粂痕で連続した

剌突が施され、下顎部に指による凹圧が施される。口縁端部は押し引き直線文が施され、波う ってい

る。口縁内面には横方向に条痕が施される。287は体部下半縦羽状を施した後、4~5本を一組とす

る櫛状条痕で直線文を頸部と体部最大径と二段施す。二段目には時計回りに跳ね上げ文を施した後、

跳ね上げ文の上に直線文を一条施し、その上に短い跳ね上げ文を施す。内面は丁寧な横方向のナデで

ある。288は内外面とも丁寧なナデ調整を施している。外面頸部には貼付突帯をつけ、刻みを施し、

八方向につくのであろうか、円形浮文を貼り付け、十字に刻みを施している。そして 4本一組の櫛状

条痕で、 直線文を一条ひき、突帯とで二段もうけ、その中に斜格子状の文様を施している。口縁はヘ

ラエ具で重区画を施し、下顎部に連続した刻みを施している。口縁内面は、二条横方向に直線文を施

した後、 二条ー単位とした垂線が施されている。

289は内外面に丁寧な横方向のナデが施されている。外面には櫛状条痕による波状文が描かれてい

たと考えられる。口縁はふくろ状を呈し、内面に斜めの指凹圧が施され、口縁端部を波立たせている。
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290は無頸壺である。口縁には一対の蓋穴が確認できる。内外面はハケ調整の後、外面体部下半は

縦方向、体部最大径は横方向のミガキ調整が施される。体部上半には、 5本一組の櫛状工具で上から

下へ順に直線文と櫛描文が施され、下端に連続した三角刺突を施している。

291は内外面の剥離が激しく、調整はみえにくいが、板ナデ調整であることが確認できる。

292は沈線文系の壺である。内外面丁寧なナデ調整を施し、外面にはヘラエ具による文様が描かれ

る。文様及び口縁の波状は六単位で構成され、直線文を四段とその間に弧線文を交互の向きに四段施

している。また凸部分が上向きの弧線文には中に、下向きの弧線文には外に縄文を充填している。そ

して、文様間にはミガキ調整が施されている。口縁内面は、一条沈線を施し、段をもたせ、縄文を充

填し、口縁端部にはくぽむ箇所に刻みを施している。

293 ~ 295は体部最大径に瘤状突起を付ける土器である。293・294は内外面ハケ調整を施し、 293

は外面体部上半に 6本一組の櫛状工具で六方向の擬流水、その下に波状文を一条施している。口縁は

両者とも大きく外反しており、 293は口縁端部に連続した刻み及び2個一組の部分凹圧を施している。

内面は瘤状突起4~5個を一列として二列一組にして、その間に直線文を施し、さらにそれを一単位に

して四方向に施している。294は三条の波状文が施された上に瘤状突起が四方向につく 。295は沈線

文系と条痕文系の融合した甕と考えられる。外面は櫛状条痕で斜め方向に施し、頸部には同一工具で

二条の直線文を施す。さらに直線文の下端には押し引きの連続した刻みを施し、 II縁内面には剌突羽

状文が施されている。

296 ~ 301は櫛描文系の甕である。内外面は斜め方向に下から上へ順に施していき、内面は指ナデ

で頸部近くまで縦方向にナデている。口縁は 297の小波状口縁を除いて、連続した刻みを施している。

なお、 296は四方向に 2個一組の部分凹圧が施されている。298・299は、口縁内面に櫛描文が施され

る。 298は直線文を 299は波状文が施されている。

302 ~ 304は無文の甕である。内外面はハケ調整を施し、 303・304は頸部近くまで縦方向に指でナ

デ消している。口縁端部は 302は波状文が施され、 303・304は連続した刻みが施される。そして 302

は2個一組とした部分凹圧が十方向、303・304は四方向に施されている。なお、303の底面にば焼成

後の穿孔がみられる。

305は外面にヘラエ具による横羽状を施し、内外面に丁寧な横方向のミガキを施している。口縁端

部には、連続した亥ljみが施される。

( ) 306は条痕文系の甕であ り、内外面に横方向の条痕調整を施す。内面は頸部近くまでナデ消してい

る。口縁は外反し、端部には条痕による連続した刻みを施している。

307は外面下から上へ順に、内面は横方向にハケ調整を施し、外面の底部近くは横方向にミガキを

施している。内面は部分的にナデ消されている。

308は内外面に横方向の丁寧なミガキが施され、体部上半には円形刺突と4本一組で直線文と波状

文が施されている。

309は沈線文系の壺である。内外面丁寧なナデ調整の後、横方向のミガキ調整を行う。外面は頸部

に貼付突帯を施し、口縁端部と突帯上に連続した刻みを施す。なお、頸部の突帯上には部分的に楕円

状の浮文が八方向に付けられた上にも刻みが施される。そしてヘラエ具による横方向の沈線を二条施

し、それを中央に横羽状が二段施される。その段の間に二条一組の弧線文が施されている。口縁は内

面を肥厚し、十～十二単位に波状があったと考えられる。その波状に合わせて、 三条一組とする弧線

文を施し、五条の沈線が施されている。

310 ~ 312は壺の口縁である。310は条痕文で施文されてお り、311は頸部には条痕が施されるも
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のの、肥厚した口縁外面と端面には、 7本一組の櫛エ具による波状文が施されている。312は、下顎

部には連続した刻みを、外面には三本の棒状浮文をつけ、その後羽状刺突文を施している。口縁内面

及び頸部は横方向のナデである。

313・314は条痕文系の甕である。313は内外面の頸部から下は横方向の条痕が施され、 口縁から

頸部にかけては斜め方向に施される。314は外面は下から上へ櫛状条痕で横羽状を施し、内面は横方

向の丁寧なナデが施される。口縁端部は連統した条痕による刻みが施され、2個一組の部分凹圧が八

方向に施されていたと考えられる。

10) xA層出土土器 (2~10Gr取り上げ層： 8層黒褐色埴土） （第43図～第47図）

315 ~ 345までは 2~ 6Gr出土査料で、346~ 355は7Gr以西の出士である。

315 ~ 317は条痕文系の壺である。315は受け口状を呈し、下顎部は肥厚させ下方に条痕を施した後、

指による凹圧が施されている。口縁にはヘラによる文様が、端部には連続した刻みが施されていたと

考えられる。316は3本一組の櫛状条痕で外に波状文と直線文、内面には二条の波状文が施され、端

面には押し引きの直線文が施されている。317は体部外面は条痕施文後、乱雑にナデている。頸部に

（ は貼付突帯を付け、その上に連続した指の凹圧が施されている。その後、頸部に縄文を施したようで

ある。内面は明瞭な指押さえと接合痕が残る。

318 ~ 321・323は櫛描文系の壺である。318は内外面ハケ調整を施し、外面は口縁の屈曲部から横

方向のナデを施している。口縁には連続した円形刺突を施し、5本一組の櫛エ具で波状文、直線文、

頸部には直線文と波状文を施している。319は内外面ともハケ調整の後、横方fPlのナデを施している。

口縁には 3本一組の櫛エ具で波状文、廉状文、直線文を施し、下端に三角刺突を施している。また、

口縁端部には一条の沈線を施した後、連続した刻みを施し、下額部にはX字状の刻みが施されている。

320・ 323は内外面ハケ調整の後、外面は横方向のミガキを、内面は体部上半までナデ消している。

321も内面は同様であるが、体部外面のミガキは下半のみである。櫛描文様には、すべて上から下へ

同ーエ具で施文され、文様構成の中に廉状文が入っている。321は口縁内面に体部櫛描文と同ーエ具

で、垂線を十方向施している。320には蓋穴は存在しない。

322・324 ~ 326は無文の壺である。322は内外面にハケ調整を施し、口縁内外面と外面底部は二～

三条横方向のナデが施され、口縁端部には連続した刻みを施している。324・325は内外面ハケ調整の

（ 後、 324は体部下半横方向のミガキを、 325は頸部近くまで縦方向のミガキを施している。325の内

面は体部上半までナデ消している。326は外形接合であり 、内外面板ナデで調整し、外面頸部にのみ

横方向のミガキを施している。なお、底部には砂目敷が確認できる。

327・328は沈線文系の壺である。327は内外面ナデ調整が施している。外面の文様はヘラエ具で口

縁と頸部に四～五条を一組として施し、その間を縦方向の四～八条を一組とし直線を施している。そ

して体部下半には重区画文を施している。文様はすべて四単位で施されている。328は外面は一対の

瘤状突起がニカ所張りつき、その後縄文を全体に充坦している。そして二条の沈線が縦方向に施され

ている。内面は縦方向のハケ調整の後、簿くナデている。

329・330は内外面ハケ調整を施し、 330は口縁内外面ナデ調整を施している。329は外面に櫛状エ

具で横羽状を上から下へ、330は櫛状工具で直線文を二粂施した後、上から下へ斜めに施している。

口縁は 329は連続した刻みを、 330は2個一組とする刻みを七方向施している。

331・ 332は口縁内面を加飾する甕である。内外面ハケ調整を施し、 331は頸部近くまで内外面ナデ

ている。332は内面を部分的であるが、縦方向にナデている。文様は 331は外面に直線文、波状文、
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直線文 ・廉状文を施し、口縁内面に二粂一組で四方向に施されている。332は外面は6本一組の太い

櫛状工具で一条波状文を施し、口縁内面には 293と類似した文様構成を施している。293のように瘤

状突起ではなく、棒状浮文に刻みを入れたものを二列施し、その間に直線文を施している。

333 ~ 337は櫛描文系の甕である。333はxi層でみられた器形で、内外面ハケ調整を施し、口縁内

外面と体部内面はナデ調整が施されている。外面の文様は直線文 ・波状文 ・直線文を一組にして二段

施され、その間に三角刺突が施される。334は内外面ハケ調整を施し、外面には二～三条の短線を間

隔を開けて施し、その下に波状文と直線文を施している。口縁外面は二～三条横方向にナデられてお

り、口縁端部には連続した刻みと 2個一組の部分凹圧を四方向施したと考えられる。335~ 337は内

外面ハケ調整を施し、335・336は内面を指で縦方向に頸部までナデ消し、 337は横方向に口縁近くま

でナデ消している。外面の文様は、 335・336は直線文と波状文を、337は直線文のみで五条施してい

る。口縁端部はいずれも連続した刻みを施している。

338 ~ 342は無文の甕である。内外面にハケ調整を施し、338・340は体部内面横方向に、339は縦

方向に頸部近くまでナデ消されている。また 339・340・342口縁内外面もナデ調整が施されている。

口縁は 340以外連続した刻みが施されている。

343は内外面に縦方向にハケ調整を施し、その後内外面ともにミガキを縦方向に施している。底部

付近は外面は連続した指押えがみられ、内面は縦方向のナデが施されている。

344条痕文系の甕である。外面には斜め方向の条痕が施され、内面は横方向の丁寧なナデが施され

ている。口縁端部には指による 2個一組の凹圧がーカ所確認できる。

345は鉢である。内外面斜め方向にハケ調整を施し、外面には 5本一組の櫛状工具で直線文を上か

ら順に六条施し、その上に扇形文を施し、擬流水文を描いている。下端には連続した三角刺突が施さ

れている。

346・348は、櫛描文系の壺である。内外面ハケ調整を施し、内面は頸部近くまで、縦方向に指ナ

デを施している。その後外面の施文は 346は、 5本一組の櫛状工具で直線文と波状文を交互に四段施

し、口縁端部には斜格子状の刻みが施されている。口縁内面は連続した三角刺突を四段施している。

348は5本一組の櫛状工具で、直線文を一条と扇状に九単位施している。口縁端部は棒状のエ具で、

やや横に押し引き した刺突を連続して施している。

347・349 ~ 351・ 354・355は条痕文系の壺の口縁である。内面はすべて丁寧なナデである。前段

( 階に比べると口縁の文様をヘラエ具で施すものが増加している。347は体部に横方向の櫛状条痕を施

し、下顎部には連続した刻みを施し、指沈線を一条そして連続した指による凹圧が施される。その後、

3本一組の櫛状条痕で垂線をひき 、垂線間に弧線文がめぐる。口縁は、擬流水文を施した後、端部に

ヘラエ具による細い刻みが施されている。内面は丁寧なナデである。 349・350は頸部は縦方向の櫛状

条痕が施され、349は同一工具で、350は5本以上を一組とした櫛状工具で直線文を施している。ロ

縁は 349は重区画文を 350はおそらく線鋸歯文を描いていると考えられる。内面は条痕後、横方向の

丁寧なナデである。351はこの層でも床から出土しており 、取り上げ層 ：9層上面でも良かったのか

もしれない。頸部は連続した横方向の条痕を施し、下顎部を肥厚させ、その箇所に二段の連続した指

による凹圧を施している。その上には二条、ヘラエ具による沈線がめぐる。内面は横方向の丁寧なナ

デが施される。354は山形状に貼付突帯を施し、貼付突帯の上と口縁端部に条痕で連続した刺突を施

している。355は粘土を貼り付けた上に同心円状にヘラエ具で二重施し、その両端にくの字状に描き、

同心円状とくの字状の間を横方向にヘラエ具による短線で充填している。

357は条痕文系壺の体部である。体部には櫛状粂痕による縦羽状が施され、体部上半には直線文と
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縦方向の短線が施される。その下、縦羽状の上に二条の山形文が施されて、その二条の山形内には、

円形状の赤彩が施されている。また直線文の上には瘤状突起がついており、その突起にも赤彩が施さ

れている。

356は内外面縦方向のハケ調整を施し、内面は丁寧にナデられている。頸部には貼付突帯が施され、

その上を連続した指凹圧が施されている。体部には、板状工具による連続した刻みが七段施されてい

る。胎土は石英質が多く 、質感等からも搬入品と考えられる。

358 ~ 361は無文の甕である。内外面ハケ調整を施した後、 359・360は体部最大径のあたりまで縦

方向に指でナデ消している。口縁は358は連続した刻みを、 360・361は上下を違えて指凹圧し、小波

状をつくつている。359は一部、三角形状に突起をもち、その間を円形の押し引きの刺突が施されて

いる。なお、体部上半には調整ハケと同ーエ具で、二～三条ほど直線文を施しているようにもみえる。

362は外面は縦方向に、内面は斜め方向にハケ調整を施し、外面の体部上半には、連絞した押し引き

の刺突が施される。口縁は内外面、横方向の丁寧なナデが行われ、くの字状を呈する。この層から出

土している土器と比べて、胎土はあまりにも細かく薄い作りであり 、搬入品と考えられる。

（
 

11) ix1 A層出土土器 (2~7Gr取り上げ層： 8層黒褐色砂～埴壌土層） （第48図～第49図）

この層から以下報告する 2~ 6Grの木製品集積部分の箇所は、段階毎の層堆積が簿く、取上の際に

おきる混入の可能性が高い。 しかしその状況下でも様相差がみえると考えられたので、取り上げ層に

従い掲載している。なお、十分に分類・接合 ・復元までできなかったため、ごく 一部特徴的なものの

抽出で、掲載が終わっている ことを了承されたい。なお、接合した土器片の中に、何層にもまたがる

ものは、現位置の信憑性が高い層での掲載を行っている。

363・364は条痕文系の壺である。363は内外面ナデ調整を施した後、匝線文を数条施し、その直線

文の上端と中間、末端と三段にヘラエ具による押し引きの刺突が並ぶ。その後、押し引き刺突に区画

された間に、弧線文が二段とその下にもう一段施されている。なお、直線文が施されていない箇所に

は縄文が充填されている。364は内外面ナデ調整を施し、外面は 3本一組と 7本一組の櫛状条痕で文

様が施されている。頸部には数条横方向に直線を施した後、 3本一組のエ具で直線文の上端、下端に

凸同志が向かい合うように弧線文を施している。その後、弧線間の幅広い部分には押し引きの短線で、

狭い部分には垂線が施されている。口縁は、弧線文の間に直線文が施され、下顎部のいは 3本一組の

（ エ具で刻みが施されている。

365・366は細頸壺である。365は口縁を内傾させ、内外面ハケ調整の後、丁寧なナデが施されてい

る。外面は 5本一組の櫛状工具で口縁端面に波状文、頸部には波状文と直線文を交互に二段とその下

に波状文と廉状文が施されている。366は6本一組の櫛状工具で廉状文、直線文、波状文を施し、下

端に大きく描いた波状文が施されている。口縁端部には櫛描文施文工具と同様なもので連続した刻み

が施されている。367は底部及び頸部を欠損する。外面はハケ調整の後、 7本一組の櫛状工具で文様

を施し、体部最大径から上は横方向に、下は縦方向に丁寧なミガキを施している。内面は丁寧なナデ

が施されている。

368・370・371は櫛描文系の甕である。内外面ハケ調整を施し、 368・370は体部上半まで、371は

体部下半を指でナデ消している。368の外面の文様は、 6本一組の櫛状工具で、流水文を下から上へ

描いており、八単位施し、四方向にのみ流水文の下端に瘤状突起がつく 。口縁内面には、十方向に同

ーエ具で垂線が施されている。370は、外面のハケは縦方向に施されてお り、横方向に 5本一組の櫛

状工具で短線を上下交互になるよう施し、素地のハケと直交させる ことにより、市松文様を作ってい
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る。口縁内而には同一工具による波状文が施されている。371は外面は7本一組の櫛状工具で直線文

二条、波状文一条施している。口縁は上下を違えて指凹圧し、小波状を呈す。369は沈線文系の系譜

のものと考えられる。内外面ナデ調整が施され、内面は横方向の丁寧なミガキ調整が施されている。

外面の文様は半裁竹管で乱れた波状文を二条施し、口縁内面にも垂線が施されている。

372の外面ハケ調整は意図的であろうか。頸部から体部にかけては、向きを違えて斜め方向に施し

ている。内面は斜め方向の後、部分的にナデられ、口縁には、ハケ工具による連続した刻みが施され

ている。

373は外面に櫛状条痕を横羽状に施されている。内面は条痕施文の後、頸部まで縦方阿に指でナデ

消され、口縁のみ横方向に粂痕が残る。口縁端部には、ヘラエ具による連続した刻みが施されている。

374は縦方向にハケ調整を施し、頸部から上は横方向にナデられている。内面はハケ調整の後、体

部上半まで縦方向に指でナデ消し、頸部から上は横方向にハケ調整が残る。口縁端部には 2個一組の

刻みが、六方向に施されている。

375は内外面にハケ調整を施し、内面はイ本部上半まで縦方向に指でナデ消されている。外面体部上

半は5本一組の櫛状工具で直線文を一条施し、その下には廉状文と波状文が交互に二段施されている。

体部下半には、同一工具で上から下へ縦羽状が施され、その後、縦羽状の単位毎に底部近くまで垂線

が施されている。口縁端部は、両端同じ箇所を指でつまむ方法が連続して施されている。

376は高杯である。接点はないが、同一個体と考えられるため、図上復元を行っている。内外面ハ

ケ調整を施し、脚裾部は、内外面軽く何条かナデられている。杯部は内面横方向の丁寧なナデ調整が

施されている。

377は鉢である。内外面荒いハケ調整を施した後、外面は斜め方向にミガキが施されている。なお、

断面図では記載し忘れているが、外傾接合である。

378 ~ 380・ 382は、くの字甕である。すべて搬入の可能性が高い。外面は縦方向に、内面はやや

斜めにハケ調整が施されている。口縁は 378・379は頸部から口縁まで内外面ナデ、382は内外面同

じようにナデているが、内面はハケ調整が残る。378・380・382は外面体部上半に櫛状工具による連

続した刻みが施されている。

381は鉢である。内外面幅の広いミガキ調整を施している。

( 12) viii1 S層出土土器 (7~10Gr取り上げ層： 8古層） （第50図）

取り上げ層 ：灰色埴土の下層面に位協する砂層である。浅谷における堆積のキー培なる箇所である。

実際はも っと多くの土器が出土しており、掲載できたものはほんの一部にすぎないことを了承された

vヽ

3゚83は内外面にハケ調整を施し、口縁は横方向のナデ調整が施されている。外面の文様は、 7本一

組の櫛状工具で直線文と廉状文を交互に、下端には連続した斜行短線を施している。口縁内面には羽

状刺突文が施され、口縁端部には4個一組の櫛状工具の刻みが六方向に施されている。

384は壺の頸部である。内外面ハケ調整を施し、外面には 4本の貼付突帯を施し、その上に連続し

た刻みを施している。なお、突帯の剥離した箇所から、突帯を付ける際に沈線を数条描き、それをも

とに貼り付けたことがわかる。

385は壺の口縁である。内外面ハケ調整を施し、口縁下には粘土帯を貼り付け、指による凹圧が施

されている。口縁端部と内面にはハケ工具による羽状剌突文が施されている。
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13) viii1 A, ix1 A層出土土器 (2~6Gr取り上げ層： 7層黒褐色砂壌土層） （第51図）

2 ~ 6Grに関しては、 97年度から掘削した箇所はこの層からになる。95年度に行われた際には、

調査区も拡大しておらず、狭い範囲であったため、やむをえず法面をつける形での調査となった。そ

のため、層毎での掘削ができない状況にあった。97年度からの調査ではこの面から掘削開始になり、

層毎に遺物を取上げる際、 E-4Grから出土しているものは ixIA陪との混在の状況での取り上げにな

ってしま っていることを了承されたい。

386は内外面斜め方向にハケ調整を施し、内面は体部上半から上は丁寧な指ナデが施されている。

外面は 7本一線の櫛状工具により 、直線文を十条施し、その上に扇形文を施し擬流水文をつく つてい

る。擬流水文の下端には連続した三角刺突が二段施されている。口縁は内外面ー～二条ほどナデ、端

部に沈線を一条入れた後、内面にハケ工具による羽状刺突文が二段施されている。

387は外面に細かいハケ調整、内面に荒いハケ調整が施されている。口縁は受け口状を呈し、内外

面を丁寧に横方向にナデている。外面は 6本一組の太い櫛状工具で、直線文と波状文が交互に施され

る。下顎部にはハケ工具による連続した刻みが施されている。口縁外面及び端面には縄文を充填し、

その後外面にはヘラエ具による山形文が施されている。

388・ 389は太頸壺である。388は内外面ハケ調整の後、外面には部分的に、内面は横方向に丁寧な

ミガキが施されている。外面の頸部には直線文、口縁端部にはハケによる連続した斜格子状の刻みが

施されている。389は内外面にハケ調整を施し、頸部には全周しない直線文が施されている。口縁端

部は一条沈線を施し、上からハケ工具による刻みが施されている。

390・ 391は細頸壺である。390は口縁はやや内樹気味に直立し、内外面丁寧なナデを施し、外面に

は7本一組の櫛状工具で口縁に一条、頸部に四条施していることが確認できる。391は外面はハケ調

整の後、外面体部下半は横方向のミガキが施されている。外面の文様は、4本一組の櫛状工具で頸部

から上から下へ順に七条施し、その下に扇形文と直線文を交互に二段施している。

392は内外面に丁寧なナデが施される。外面頸部にはヘラエ具による沈線を一条施した後、同ーエ

具で横羽状が施され、下端に 2本一組の太い櫛状工具一条直線文が施されている。

393は口縁と底部が欠損している。内外面ハケ調整を行った後、内面は頸部近くまでナデ消してい

る。外面の文様は廉状文二条、波状文、廉状文を施し、 下端には四方向に瘤状突起がつく 。その後竹

管による円形刺突が突起状も含め、連続して施されている。

( . 394は壺の口縁である。外面ハケ調整の後、内面は丁寧な横方向のミガキ調整が施されている。外

面の文様は横方掏に短線をひき、 一段毎違えて市松文様をつく っている。

395・ 396櫛描文系の甕である。内外面ハケ調整を施し、内面は体部最大径近くまでナデ消されて

いる。395の外面は、その後板ナデが施されている。口縁は内外面軽く 一～二条ほどナデ、 上下を違

えて指凹圧 し、 小波状を呈す。外面の文様は 395は5本一組の櫛状工具で頸部に直線文を一条、体部

上半に直線文二条、波状文を一条はさみ、直線文を二条施し、下端には連続したハケ工具による三角

刺突が施されている。なお、底部には焼成後の穿孔がみられる。396の外面は 6本一組の櫛状工具で

直線文を一条施し、同ーエ具で斜めに施されている。多分、横羽状になるのであろう。

397は内外面にハケ調整を行った後、内面は指で体部上半近くまでナデ消している。

398は内外面に縦方向のハケ調整を施した後、内面をナデ消している。その後外面は体部最大径近

くを横方向に、下半は縦方向に、内面体部下半、口縁内面は横方向にミガキが施される。また外面に

は櫛による 2個一組の連続した刻みが二段施されている。

399は外面は斜め方向に、頸部からは縦方向にハケ調整を施し、その後、体部上半は横方向にハケ
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調整が施されている。底部及び底面は横方向に削った後、横方向にミガキ調整を施している。内面は

口縁を残して丁寧なナデが施され、 口縁には横方向のハケ調整が残る。口縁端部には 2個一組のハケ

工具による部分凹圧が八方向に施されている。

（
 

14) vii, viii層出土土器 (2~6Gr取り上げ層： 6, 7層黒褐色砂層） （第53図）

浅谷の肩部に位置し、層は簿＜砂陪である。土器の混在も多く存在すると考えられる。実際の土器

醤は多く出土しているが、 一部のみ掲載を行う形をと った。

400は口縁が内丹し、外形接合で作られている。内外面ハケ調整を施し、口縁外面は横方向に施し、

ハケ工具による刻みで山形文を描いている。また口縁端部には、連続したハケ工具による刻みが施さ

れている。

401は器形から壺 と考えられ、内外面は下から上へ順にハケ調整を施し、内面は体部上半まで指で

ナデ消している。

402は体部は内外面斜め方向に、外面頸部は縦方向に、内面は横方向にハケ調整を施している。そ

の後、荒いハケで外面体部は斜め方向に、頸部は直線文的に、口縁外面は斜め方向に、内面は横方向

に施されている。

403は内外面下から上へ順に斜方向に、外面頸部は縦方向にハケ調整が施されている。底面もハケ

調整が施されている。口縁内外面は横方向のナデを施し、底部及び内面は体部上半まで指でナデ消し

ている。文様は4本一組の櫛状工具で直線文を三条施した後、同ーエ具で斜行短線を間に二段と、下

端に縦方向に短線を連続して施している。口縁内面には同ーエ具で2本一組の垂線を四方向に施し、

その間を斜行短線が三段にわたり充填されている。

404は内外面にハケ調整を施し、底部には横方向にナデが二条ほど確認できる。内外面は部分的に、

内面は全面に、幅広い横方向のミガキ調整が施されている。段をもたせた口縁には下段から扇形文を

施し、上段には向きを変えて施し、段の角にはハケ工具による連続した刻みが施され、口縁端面はに

は縄文が充填される。

405は低脚の高杯である。内外面ハケ調整の後、外面、脚内面は横方向にナデ、内面杯部は丁寧な

横方向のミガキ調整が施されている。脚柱部には貼付突帯が一条施され、ヘラエ具による連続した刻

みが施される。

（
 15) viA層出土土器 (2~6Gr取り上げ層 ：黒色土層） （第54図）

浅谷肩部のも っとも上面に位置する陪である。フショク混じりの砂壌土であ り、完形土器の出土が

多くみられた。ただ、この層に関しては屑部の遺構との重複がみられ、掲載したものは信憑性がある

ものを選んでいるため、 一部のみの掲載となっている。

406は搬入品であろうか。幅の広いハケ工具で内外面調整し、その後外面頸部からイ本部上半にかけ

ては細かいハケ工具が施されている。内面及び口縁外面は横方向の丁寧なナデが施され、垂下 した口

縁には一条凹線がめぐる。外面体部上半には細かいハケ工具による連続した刻みが三段施される。

407はとても焼きの良い土器である。外面には縦方向のハケ調整がみられ、 口縁から頸部にかかる

箇所は、横方向のナデが施されている。また縦方向にはしる指跡がみられ、それと対比して口縁内面

にも指の接滸痕がみられるのは、口縁成形時もしくは口縁外面に文様をほどこす際のものであろう。

口縁外面にはハケ工具による斜行子状の刻みが、頸部には二条の貼付突帯がめぐり 、ハケによる連統

した刻みが施されている。
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408は台付壺と考えられる。内外面ハケ調整を施し、外面体部下半は縦～斜め方向に、内面は横方

向に施されている。体部上半は木目による擬縄文が施され、残存箇所で八条の沈線がめぐる。沈線下

には薄い円形浮文が二つ付き、上に円形刺突が施される。体部は段を持ち、その段の箇所には櫛状工

具による連親した刻みが施されている。

409は、外面は縦方向、内面は横方向にハケ調整を施し、全面にわたってナデ調整が施されている。

外面の文様は4本一組の櫛状工具で直線文を三条施し、直線文の間に連続した竹管状の円形刺突を施

している。口縁内面には、四方向に切り替えのある櫛状工具による羽状刺突文を施し、その後四個一

列を二列一組にしたものが、羽状刺突文の切り替え部分の下、四方向に施されている。また口縁端部

にも充填されている。

410は内外面下から上へ順にハケ調整を施し、内面は体部上半まで、口縁端部は内外面ナデている。

凸凹しており、作りが荒いように見受けられる。

411・412は無文の甕である。内外面下から上へ順にハケ調整を施し、内面は頸部まで指でナデ消

している。口縁端部は面をもち、 411は口縁内外面1よナデられ、外面に一条凹線がみられる。412は、

体部上半にハケ工具で三条ほど直線文が描かれている。

413・414は外来系の甕である。413は内外面ハケ調整を施し、口縁内外面ナデ調整を施し、口縁端

部は拡張しつまみ上げ、口縁外面は二～三条凹線が入る。頸部には貼付突帯を施し、指による連続し

た凹圧が施され、爪圧痕が残る。414は荒いハケ工具で、外面は下から上へ順に斜め方向にハケを施

し、頸部は縦方向にハケ調整が行われている。その後、底部に放射状のハケを施している。内而はハ

ケ調整と思われるが、丁寧に指で頸部までナデ消されている。口縁は内外面ハケ調整を施し、内面は

つまみあがる箇所はナデられている。外面体部上半には櫛状工具による連続した刻みが施されている。

415は内外面下から上へ順にハケ調整を施し、内面は頸部まで指ナデが施されている。口縁は内外

面横方向にナデ、先端やや立ち上がらせ、外而には斜め方向にハケ調整が施されている。なお、口縁

の一部には注口が作られている。

416は内外面荒いハケ調整を、内面、底部には部分的にナデられている。その後、体部下半には放

射状のハケがみられる。口縁内外面はナデられ、口縁端部は軽く一条凹線が施されている。

417は内外面ハケ調整を施し、体部外面下半は部分的にミガキが施され、内面は指ナデでナデ消さ

れている。口縁付近には2個の突出があり、縦方向に貫通している。蓋穴用か？

( 418は当初、台形土器を想定し実測したものの、径の大きさ等から鉢である可能性が高く 、断面が

左方阿にある。内外面ハケ調整の後、内面は軽くナデ、外面及び底面は丁寧にミガキが施されている。

419・420は高杯の脚である。 どちらも充填法であり、 419は内外面ハケ調整の後、内外面ナデ、

420は外面は丁寧なミガキ、内面は横方向のナデが施されるがしぽり痕が残る。

16) viii1 C層出土土器 （取り上げ層 ：灰色埴土m2層） （第56図）

I IGr以西で、確認した層である。泥質層であるため、土器の一括性は商いと考えられる。特に421

~ 424は同一地点から出土している。

421は内外面にハケ調整を施し、内面は体部上半から上は指でナデられているが、接合痕が残る。

外面の文様は、 6本一組の櫛状工具で直線文を四条、直線文、廉状文を交互に二段と間隔をおいて、

二条の直線文が施されている。その後、文様間、体部全体、底面に幅広いミガキ調整が施されている。

422は内外面にハケ調整を施し、内面は体部最大径近くまで横方向にナデ、外面は段より下半にか

けて横方向にミガキ調整が施されている。外面の文様は 8本一組の櫛状工具で直線文を施し、直線文
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と、斜行短線を二段交互に施している。口縁は内外面ナデ、ややつまみ上げ、軽い一条の凹線が入る。

内面は体部文様と同一工具で、 三段にわたって斜行短線が施されている。

423は内外面に荒いハケ調整が施され、内面体部上半には細かい目のハケ工具による調整がみられ

る。外面体部下半はミガキ調整が施され、口縁内外面及び底部はナデられ、口縁端部はつまみ上げて

いる。口縁内面には 6本一組の櫛状工具による垂線が施されている。

424は細頸壺である。内外面ハケ調整を施し、体部最大径から口縁にかけてはナデ消されている。

外面の文様は、4本一組の櫛状工具で直線文を二条、廉状文を一条、その下、間をあけて体部には、

櫛状工具による刻みが一段施され、その下に横羽状刺突文を四段施している。また間をあけて直線文

が一条施されている。口縁には櫛状工具による連続した刻みが施され、内面には二条一組を4本と一

条を 1本で五単位に施されている。

425は内外面下から上へ順にハケ調整を施し、内面は体部最大径まで指でナデ消されている。外面

の文様は 6本一組の櫛状工具で、直線文と斜行短線を四段と下端に直線文が施されている。口縁外面

は頸部までナデられ、内面は同ーエ具で八単位施された後、 上下を違えて指凹圧し小波状にしている。

426は内外面下から上に順にハケ調整を施し、内面は板ナデを体部最大径から上に施した後、最大

径近くは指ナデが施されている。口縁内外面はナデられ、端部は面が作られている。

427・428は小型の壺である。内外面下から上へ順にハケ調整を施し、428の内面は丁寧にナデ消さ

れている。427の口縁にはハケ工具による連続した刻みが施されている。

429は台付鉢であろうか。内外面ハケ調整を施し、外面脚部及び杯部内面は指ナデが施されている。

17) vii2C層出土土器（取り上げ層：灰色埴土m層） （第57図）

8Gr以西で確認した層であ り、泥炭層である。土器の残りが良く 、完形になるものが多く出土 した。

430・431は同一地点からの出土である。

430は口縁と体部の接合箇所がないものの、胎土、焼成等から同一個体と考え られる。下から上へ

順にハケ調整を施し、その後外面体部最大径には横方向に施している。内面は縦方向に頸部までナデ

消している。口縁は若干つまみ上げ、端部を面取りし、端部下方に櫛状工具による連続した刻みが施

されている。なお、底面には粘土の貼り足し箇所が残る。

431は下から上へ順にハケ調整を施し、外面体部下半は下方向ヘケズリと推定され、その上から放

（ 射状のハケ調整が施されている。口縁端部はつまみ上げ、一条の凹線が描かれている。焼成前に施さ

れた2個一対の穴がみられ、蓋穴用と考え られる。

432は台付の水差 し形の壺である。内外面にハケ調整を施し、内面は部分的に、外面は脚部と口縁

端部及び頸部は横方向にナデられている。体部外面はハケ調整の後、頸部近くまでミガキが施されて

いる。把手は挿入して付けられ、口縁は把手側にへこみをもっ。反対側の口縁の欠けは意図的であろ

うか。脚は充填法であり 、内外面ハケ調整が施されている。

433は無文の壺である。下から上へ順にハケ調整を行うが、内面は粘土接合痕が消しきれていない。

外面頸部近くは横方向のナデが確認できる。なお、外面には明瞭な籠目痕が残る。

434は無文の甕である。内外面下から上へ順に荒いハケ工具で調整を施し、内外面口縁から頸部及

び底部には細かいハケ工具で再度調整が施されている。口縁端部下方には、細かいハケ工具による連

続した刻みが施されている。

435・436は鉢である。内外面ハケ調整を施し、 435は底部のみ 436は外面底部と内面は丁寧にナデ

消されている。
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18) viC層出土土器 （取り上げ層：灰色埴土n層） （第58図～第59図）

灰色埴土の二層目に位置する。6Gr~ 15Grないしは 95年度の調査箇所においても存在する。ただ

し、取上の際埴土の比率の問題で、肩部での取り上げ層名は 8中層としている。 しかし同一層として

捉え、細かい地点は観察表でみていただくことにして、灰色埴土II層で併せて掲載している。範囲が

広域にわたり、すべてが同一時期に位置するかどうかは確信は持てない。なお、459・460は l2Grで

貝層が検出された位置から出土した遺物であり 、viiIC層に該当するものである。

437は大型の壺の口縁である。外面はハケ調整を施し、口縁内外面は丁寧な横方向のナデが施され

ている。口縁外面には 2本一組の櫛状工具で斜行子状の文様を描き、下顎部には板状工具による連続

した刻みが施されている。

438 ~ 440は広口壺の頸部である。内外面ハケ調整を施し、内面は頸部近くまでナデられたと考え

られる。外面の文様は、438は三条の貼付突帯が付き、その三条の突帯の上に、二本の棒状付文が貼

り付けられている。その後、突帯の上にハケ工具で連統した刻みが施されている。突帯の下端には勾

玉状の突起が連続して並ぶ。439は頸部には二条の貼付突帯が付き、その上に四方向に棒状の付帯が、

2個一組で貼り付けられている。体部上半には 5本一組の櫛状工具で直線文二条と廉状文一条をセッ

（） 卜に二段施し、その下にかすかに間を開けて波状文が施されているのが確認できる。440は頸部には

一条の貼付突帯が付き、突帯の上には接着時の横ナデが、内面には指押さえの跡が残る。突帯の上に

は、まずハケ工具による刻みを横方向に施し、突帯を二段に分ける。その上に斜め方向に同ーエ具で、

連続した刻みを施している。なおその刻みは三回方向を違えられている。突帯の下には 5本一組の櫛

状工具で、直線文と廉状文が確認できる。口縁は端部にハケ調整が施され、頸部に施されたエ具と同

ーなもので連続した刻みが施されている。内面にも同ーエ具で三方向に切り替えを作りながら、羽状

刺突文を描き 、その後、竹管状工具で連続した円形刺突を施し、その下には 5~7個を一列とし、ニ

列一組で四方向に施されている。

441は短頸壺である。外面は下から上へ順に縦方向にハケ調整を施し、頸部には連続した指跡が残

る。外面体部上半にはハケ工具による連続した刻みが施されている。内面は横方向にナデられ、指圧

痕が多数残り 、凹凸がある状態になっている。口縁には二条の凹線が施されている。なお、外面の一

部へこみは籾圧痕である。

442は細頸壺である。内面は調整が確認できず、指の届く範囲はナデであることのみわかる。外面

（） は縦方向にハケ調整を施し、3本一組の櫛状工具で直線文を四条施し、櫛と同一であろうか、小さい

管状で連続した刺突を四段施し、また底部にも二段施されている。文様の入らない体部最大径は横方

向に丁寧にミガキが施されている。

443は栗林系の無頸壺と考えられる。ただ、かなり簡略化しているようで、縄文の充填はみられず、

ヘラ描き文様のみが写し取られている。内外面ハケ調整を施した後、横方向に丁寧なナデが施されて

いる。外面には竹管状工具による沈線が二条、その下に弧線文が三条施されている。沈線の間には竹

管状工具で刺突が施されている。なお口縁には2個一対の焼成前の穿孔があり 、蓋穴用と考えられる。

444は内外面にハケ調整を施し、内面は体部上半まで指でナデ消している。外面の文様は図には記

載されていないが、ハケ目の上に直接描かれている。5本一組の櫛状工具で、直線文と斜行短線を上

から下へ交互に施している。口縁は四方向に三角形状の突起がみえ、その間をハケ工具による亥ljみが

充填されている。

445・446は無文の甕である。内外面ハケ調整を施し、外面底部及び頸部は縦方向に、体部最大径

は横方向に施されている。内面はハケ調整の後、 445は全面、 446は体部下半のみ指でナデ消されて
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いる。口縁内外面はナデられ、端部は面取がされている。

447・448は近江系の甕である。土器の断面はどちらとも黒く 、胎土、質感等から在地のものと違

うと判断される。内外面ハケ調整を施し、447は口縁内外面は荒い目のハケ工具で施されている。外

面の文様は、447は櫛状工具による三角刺突が三段と 3本一組の櫛状工具による直線文が、交互に施

され、下端に波状文が施されている。448は横方向の刻みが連続して施され、その下には櫛状工具に

より直線文を二条施し、さらに一段目の直線文の上には波状文を施している。口縁はどちらとも外面

をナデた後、外面は右下がりのハケ調整を施し、 447はなおかつその上からつまみ上げるように横方

向にナデている。447のほうが後出の形式だろうか。

449は内外面斜め方向にハケ調整を施し、体部内面は縦方側にナデ、頸部にかけては横方向にナデ

ている。外面はその後、 別のハケ工具で底部は横方向に、体部は縦方向に施している。口縁は内外面

をナデ、つまみ上げ、外面は体部外面の二次調整と同ーエ具で右下がりのハケ調整を施している。

450は外面は荒いハケ調整で横方向に施し、頸部から口縁にかけて縦方向に施している。内面は細

かい目のハケ工具で横方向に施した後、縦方向に指でナデ消している。口縁は受け口状にし、内外面

荒いハケ工具で施されている。

451は荒いめのハケ工具で内外面斜め方向にハケ調整を施し、体部外面は下方向にケズリ 、その上

を細かいハケ工具で放射状に施している。内面は体部最大径近くまで上方向にケズリ、イ本部上半はナ

デられている。口縁は外面縦方向に、内面は横方向に荒いハケ工具で施し、口縁端部にはハケ工具に

よる連続した刻みが施されている。

452は内外面縦方向にハケ調整を施し、底部、底面にかけてはナデられ、その後外面は体部最大径

近くまで縦方向にミガキが施されている。内面は体部下半は上方向にケズリ 、体部最大径のあたりに

はやや縦方向のミガキがみえる。口縁は内外面横方向にナデ、口縁端部はつまみ上げ、外面体部には

軽く 一条凹線が入る。

453 ~ 455は小型の甕である。454・455は、雑な作りである。焼成時に意図的に黒くしているので

あろうか。それぞれ、内外面ハケ調整を施し、 453は、外面は横方向に部分的にナデている。454、

455はハケ調整の後、内外面ナデ調整しているものの、粘土接合痕を消しきれていない。455は外面

に3本一組の櫛状工具で時計逆回りに 8cm程度だけひき、その下は全周している。

456は台付鉢である。脚部の剥離から充填法であったことがうかがわれる。内外面ハケ調整を施し、

（ ， 外面は板工具によるナデ、内面は横方向のミガキ調整が施されている。頸部は内側に突出部をもち、

口縁は欠損している。 しかし、それほどは延びず、体部最大径近くで立ち上がって終わるものと考え

られる。

457・458は高杯の脚と考えられる。とても焼きの良い土器である。457は内面は横方向に、外面は

縦方向にハケ調整を施し、その後外面は脚裾部は横方向に、脚柱部はタテ方向に丁寧にミガキが施さ

れている。脚内面は、板工具でナデつけられたままの雑な状態で終わっており、裾部のみ三～四条、

丁寧なナデが施されている。

459は小型壺の体部下半である。内外面ハケ調整を施し、底面と内面は指ナデが施されている。

460は低脚の高杯である。口縁と脚裾部の一部を欠損する。内外面ハケ調整を施した後、杯部外面

は縦方向に、内面は横方向にミガキ調整が施されている。その後外面には 3本一組の櫛状工具で十単

位に上から下へ垂線が施されている。
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19) vC層出土土器 （取り上げ層：灰色埴土 I層） （第60図）

灰色埴土の一番上にあたる層である。土器嚢は少なく細片が主である。これら掲載しているものも

下層に近く 、取り上げ層 ：灰色埴土II陪や8新とあま り差はないものと考えられる。

461は水差 し形の直口壺である。縦方向にハケ調整を施し、外面は体部最大径はナデられ、頸部か

ら口縁にかけては、横方向に丁寧にナデられている。把手は挿入法で付けられている。

462は無文の甕である。内外面斜め方向にハケ調整を施し、内面は縦方向に部分的にナデ消してい

る。外面頸部にはハケ工具と同一工具で横方向に直線文状に施されている。

463は台付壺である。内外面にハケ調整が施され、脚裾部は内外面横方向にナデられている。外面

体部には 3本一組の櫛状工具で波状文と直線文が施されている。

464は鉢である。内外面にハケ調整を施し、口縁は及び底部は内外面ともナデられている。口縁は

面を作った下方にハケ工具による連続した刻みが施されている。

465は内四する鉢である。外面は剥離が激しいため調整が見えにくいが、ハケ調整が施され、部分

的にナデていることが確認できる。内面はハケ調整が施されたと考えられるが、ま った＜痕跡が残ら

ず丁寧にナデている。口縁には一条の沈線文が施され、焼成前に施された 2個 l対の穴が施される。

20) xS層出土土器 （取り上げ層： 8-2下，47層） （第61図～第62図）

浅谷の本流部分で粗粒砂陪である。基本的には 95年度下層に対比できるものと考えている。この

層から出土 しているものは、取 り上げ層 ：9層から 16層をけずり、堆積したものであ り、土器は縄

文後期から八日市地方5~6期まで存在する。その中で、特徴的なものを抽出し、一部掲載した。

466は櫛描文系の壺である。外面は磨滅が激しい。内外面ハケ調整を施し、内面は指でナデ消し、

文様施文箇所と外面底部付近は横方向にナデられていたことが確認できる。外面の文様は、 6本一組

の櫛状工具で直線文が2条、3本一組の荒い櫛状工具で波状文が一条描かれ、 これを一組と し二段施

されている。施文順序は不明である。

467は壺の体部である。内外面ハケ調整を施し内面は横方向にナデ消されている。外面の文様は頸

部近く にヘラエ具による沈線が二条施されていることが確認でき、その下には縄文を充坦し、その上

にヘラエ具で二籠の菱形を、下に 4本一組の櫛状工具で弧線文を描いている。なお、図には記載を忘

れているが、内外面煤の付着がみられる。

( ) 468 ~ 470は条痕文系の壺である。内面はすべて丁寧な横方向の丁寧なナデが施されている。外面

の文様は 468は下顎部に粘土を貼り付け、 口縁外面にヘラ状工具でコの字重ね文を、 下方には 3本一

組の櫛状工具で波状文を描き、下から指凹圧が施されている。またコの字重ね文が描かれている箇所

と波状文の間には、楕円形状の浮文に縦方向の刻みがいれたものがみられ、その下には、半裁竹管状

のエ具で円状に押印したものが、二つ施されている。469は頸部は櫛状条痕でやや斜め方向に施され、

口縁は明瞭な段をもたせ、外面に面を作っている。口縁端面にはヘラエ具で幅広い弧線状の文様を、

凸同士あわせて二段施し、外面には渦巻き状に施されたものが二段ずらして施されている。また口縁

の上端両方は波状に施され、その上には縦方向に連続した刻みが施されている。

470は外面頸部は貝殻条痕で横方向に数条、間隔をおいて横方向に数条施し、その間を埋めるよう

に、時計逆回りで斜め方向に櫛状条痕が施されている。口縁は明瞭な段をもち、 に縁外面には棒状付

文を二本一組で三方向に施している。その間をヘラエ具でS字もしくは逆s字状に描き、 S字状の中

を貝殻擬縄文で充坦する。また口縁の上下端部と浮文の上には貝殻による刻みが施され、 浮文の上下

端と接する箇所には円形浮文が付き、殻頂部で凹圧 している。
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471は鉢である。外面は縦方向に、内面は横方向にハケ調整を施し、外面底部には指押さえ痕が残

る。その後、外面は部分的にミガキが施されている。口縁端部にはハケ工具による連続した刻みが施

されている。

472は内外面横方向に丁寧なミガキが施され、体部上半には、押し引き沈線が六条施され、その間

には山形文を二条ずらした状態のものが沈線と同様、押し引き状に施されている。時期等ま ったく不

明である。

473 ~ 478は浮線文系の文様をヘラ描きしたものである。内外面丁寧なミガキが施され、473はロ

縁を五単位の波状に、 476も波状に 474・475・477・478は水平に作られている。473は口縁に二条の

沈線を施し、体部最大径には三条の沈線が間隔をあけて施され、 二段に区画されている。その中に逆

ハの字に沈線を描き、区画された中にハの字状に沈線を描いている。それを下段にも同様に施してい

る。474は沈線を頸部及び体部最大径からやや下寄りに二条ずつ描き 、文様施文箇所を設定する。そ

の後、区画にあたる沈線から縦方向に短線でつなげ、その下に横側に広い菱形を描き 、再び下の区画

に短線でつなげている。そして菱形の中に一条沈線を、菱形の上下端には沈線と三角形状の彫り込み

が施されている。475は四条の沈線を施し、 二条と三粂の間で段をわけ、 一段目に三角形状の彫り込

みを、 二段目には一段目の直下に逆三角形状彫り込みが施される。476は口縁下は口縁のラインに沿

って沈線を一条、その下には八粂施される。また四条目の上には三角形状の彫り込みが、七条と八条

間には三点の刺突がみられる。477はも っとも浮線文的で口縁と胴部二段にわたって施されている。

一段目は三条の沈線をひき一条目には逆三角形状に、位置をずらして二条目には三角形状に彫り込む。

二段目は四条の沈線をひき、 二条と三条をつまんでいる。478は沈線を口縁に二条と体部最大径近く

に三条施し、文様施文箇所を区画し、その中にはエ字文が施されている。

479は条痕文系の甕である。内面は横方向に丁寧にナデられ、外面は横方向に条痕が施されている。

口縁端部は軽い凹圧がみられ、浅く波打ってみえる。

21) xS層出土土器（取り上げ層： 95年度下層） （第63図～第65図）

95年度に調査した箇所の下層取り上げ遺物と、これに相当する 97年度以降の調査で出土した浅谷

西側の河道最下層にあたる遺物である。ただし、95年度の調査では、 一部中州の砂を除去 した部分

で、97年度以降の調査内での取り 上げ層 ：13 ~ 16層にあたる箇所も含まれることを了承されたい。

(I 480 ~ 483は櫛描文系の壺である。480は内外面下から上へ順にハケ調整を施し、内面底部は縦方

向に指ナデが、 口縁内外面は横方向にナデられている。外面頸部には、6本一組の櫛状工具で直線文

が三条施されている。481は細頸壺で、内外面はハケ調整が施され、外面は部分的に板ナデが、内面

は丁寧にナデ消されている。外面の文様は、 6本一組の櫛状工具で頸部に直線文を四条、廉状文を一

条施している。体部上半には直線文一条と廉状文一条、直線文二条施した上に三単位で流水文を描き、

その下には廉状文一条と直線文一条施している。また文様の下端には板状工具による三角形刺突が施

される。482は掲載ミスである。本来は取上げ界 ：47層に載せるべき遺物である。内外面丁寧なナデ

を施し、内面は頸部から口縁の開口部にかけて横方向の丁寧なミガキが施されている。外面は竹管状

のエ具で下から上へ斜め方向に施した後、七条の沈線が施され、下には線鋸歯文が施されていること

が確認できる。口縁は上下端部に貝殻であろうか、連続した刻みを、内面にはハケ工具による羽状刺

突文が施されている。483は外面に縦方向の、内面に横方向のハケ調整が施され、外面は部分的にナ

デ消され、内面には頸部への立ち上がり部に指押さえ痕が明瞭に残る。外面の文様は4本一組の櫛状

工具で、直線文二条に廉状文を一条はさみ、直線文二条が施されている。口縁端部は、内外面に連続
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した指の接着痕がみられ、端部に斜格子状の刻みをほどこす際についたものと考えられる。

484・485は条痕文系の壺である。内面は横方向に丁寧にナデられる。484は、外面口縁下に 5本一

組の櫛状条痕で直線文二条施し、その間に跳ね上げ文を施している。頸部には押し引きの刺突が二段

と直線文が交互に施されている。口縁には円形浮文が口縁端上下交互に 12個施され、それを 目安に

ヘラエ具でコの字重ね文を描き、 2個一組に六単位施され、その間には縦羽状が二列施されている。

口縁内面には 3本一組の櫛状条痕で六方向に垂線が施されている。485は口縁及び体部半分は欠損す

る。外面は体部最大径のやや上あたりのみ 1cm程度あけ、それ以外は櫛状条痕で横方向に施してい

る。空間のあいたところを境として、上段と下段に分け、上段には 3本一組の櫛状条痕による大きい

波状文は凹凸を向き合うよう施され、その真ん中に同ーエ具による細かいビッチの波状文が施されて

いる。下段にはまず一条波状文が施され、その下に弧線を二段、凹凸を合わせるように描き、その後、

弧線の上に垂線を描き、六方向に広がるように文様を描き、さらにその重なる接点中央は、指で円形

状にナデられている。またこの文様はおそらく八単位で構成され、その間は垂線で区画されている。

486・487は沈線文系の鉢である。内外面丁寧にナデられ、外面の文様は、 486は四つの瘤状突起を

施し、それを目安に二つのコの字重ね文を間に埋めていく 。487は、 口縁下に 3個一組の刺突が連続

して施され、その下に一条の沈線が施される。その下には、重区画文が二段互い違いに施される。ロ

縁は八単位の拡張する部分を作り波状にして、ヘラエ具による連続した刻みが施される。内面には一

条沈線をひき、拡張していない間には斜め方向に、拡張部分には三角形状にヘラ描きが施されている。

488・489は鉢である。488は内外面ハケ調整を施した後、外面は部分的に、内面は丁寧にナデ消さ

れている。489は外面ハケ調整の後、斜め方向にミガいており、内面は縦方向～横方向に丁寧にナデ

られている。

490 ~ 492は浅鉢である。490は内外面横方向に丁寧にナデられ、その後ミガかれている。口縁に

は三角形状の突起をもつが、幾方向につくかは不明である。491は内外面丁寧にミガキが施され、 ロ

縁内面には一条緩い沈線が施され、端部には連続した刻みが施されている。492は丸底で内外面丁寧

にナデられている。外面には沈線が三条施されている。

493・494は浮線文系の鉢である。493は、接点はないが同一個体と考えられる。両者とも内外面丁

寧な横方向のミガキが施され、外面の文様は浮線網状文が施される。口縁は、493はやや外反し三角

形状の突起をもつ。494はやや内傾に立ち、水平口縁である。

(J 495は内外面横方向に丁寧なナデを施した後、外面には横方向のミガキが施される。外面の文様は、

口縁には三条の竹管状工具による沈線が施され、体部には六条の沈線が施されるが、四方向に断続し、

2点の刺突が施されている。なお、口縁には二個一対の補修孔がみられる。

496は内外面丁寧にミガかれ、口縁は波状をなす。先端の丸い工具で口縁には斜め方向に描き 、そ

の下には浮線文状に施されている。その下には二条の沈線が間隔をあけて施され、その間には六条程

度に向きを違えて斜め方向に施される。なお、口縁内面には軽く横方向にナデ、段が設けられている。

497は小型の甕である。外面は縦方向の条痕の後、縦方向にミガかれ、内面は横方向に丁寧にミガか

れている。口縁は先端先細りで、外面体部上半には細いヘラエ具による沈線が三条描かれてる。なお、

沈線の下には、補修孔が一つ認められる。

498・499は有文の甕である。内外面ナデられ、 498は外面に二条の指による沈線が確認でき 、499

は指による二条の沈線と波状文が一条施されている。口縁は両者とも連続した指凹圧が施されている。

500・501は無文の甕である。500は内外面横方向に条痕が施され、その後外面は口縁から 5cm程

度のみ縦方向に施されている。口縁端部には連続した指凹圧が施されている。501は内面は横方向に
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ナデ、外面は斜め方向に条痕を施し、口縁端部には竹管状工具による押し引きの刺突が施されている。

502は甕であろうか。内面は横方向に丁寧にナデられ、外面には赤彩が施されている。外面には縦

方向に突出部をもち、そこを起点として指による沈線が施されている。口縁内面にはヘラエ具であろ

うか。斜め方向に短線が施されている。

503・504は壺の体部である。内面は横方向にナデられ、外面には 503は沈線が一条、弧状に施さ

れ、その中だけミガキが施される。504はハケ調整の後、太めの沈線で区画を施し、その中に櫛状条

痕であろうか、直線文と同心円状に描いている。なお、直線と同心円状の間は縄文で充填される。

505・506は壺の底部であるる 505は内外面丁寧にナデられ、 506は外面は丁寧なミガキが施されて

いる。

22) vC~ix層出土土器 （取り上げ層： 95年度中層） （第66図～第77図）

95年度調査で中界として取り上げたものである。その中でも木製品集積部分の上界にあたる E-2~

E-4Grを主に抽出し、掲載した。なお、統一層ではvC~ ix層まで包括する。

507~515は櫛描き文系の壺である。507・509は直口壺である。内外面ハケ調整を施し、 507は外

（ 面部分的に板ナデを施し、内面は両者とも下半は指でナデ消され、 507は内面体部上半も縦方向に指

ナデが施されている。外面の文様は、 6本一組の櫛状工具で廉状文一条、直線文一条、廉状文を十四

条施されている。下端には扇形文が施されるが、部分的に扇形文が合い向かいになっている箇所がみ

られる。また口縁内面には十五方向に外面文様と同ーエ具で、垂線が施され、 口縁外面にはハケ工具

で羽状刺突文が施されている。509は7本一組の櫛状工具で復帯構成で頸部には直線文を五条施し、

体部上半には廉状文を一条、直線文を二粂施している。口縁は貼付部が剥離しており、調整ハケがみ

える。

508・5 IO ~ 5 12は広口壺と考えられる。内外面ハケ調整を施し、 510は外面体部上半は横方向にナ

デ、内面は頸部は縦方向に、口縁は横方向にナデ消されている。51Iは外面櫛描き施文場所はナデ消

され、体部下半には横方向のミガキが施されている。内面は縦方向に丁寧にナデi肖している。508は

口縁内面のみナデている。外面の文様は 508は日焼けしていない箇所があり、貼付突帯があったもの

と考えられる。その下には櫛状工具で直線文が施されたことが確認できる。口縁は内面拡張し、外面

と内面にハケ工具による羽状刺突文が施されている。なお、内面は十二単位で切 り替えがみられる。

＼） その後、 口縁外面下顎部には、連続した指凹圧が施されている。510は頸部には三条の貼付突帯が施

され、ヘラエ具による連続した刻みが施される。その下体部上半には、 6本一組の櫛状工具で直線文

を三条施し、その上に扇形文を重ね、擬流水文がつくられる。そして、斜行単線を施し、 直線文と扇

形文が交互に施され、下端には擬流水文の単位とはずれた位骰に、2個一組の瘤状突起がつく 。511

は頸部には 9本一組の櫛状工具で直線文が一条施され、体部上半には廉状文が一条、五条の直線文が

施され、下端には扇形文が時計回りに施されている。512は外面の文様は7本一組の櫛状工具で直線

文、波状文、直線文を二条施し、下端には扇形文が施されている。

513 ~ 515は外面に直線文と波状文が交互に施される広口壺である。内外面ハケ調整を施し、 515

は内面体部下半は上方向にケズられ、 514は内面は縦方向に、 513は内面頸部近くは縦方向にナデ消

されている。外面体部下半は、 513・514は縦方向にミガかれ、515は板状工具で放射状にナデられて

いる。外面には、 513・514は頸部に貼付突帯が施され、その上に指凹圧が施されている。515は突帯

があったかは不明である。外面の文様は 513・514は櫛状工具で、 515は板状工具で直線文と波状文

が交互に施され、すべて直線文で終わっている。514・515は体部上半で終わるが、 513はイ本部最大径
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まで施され、下端に連続した刺突が施される。

516は口縁一部が欠けるのみでほぼ完存である。内外面にハケ調整を施し、内面体部下半及び頸部

から上はナデ消され、外面体部下半は上方向にケズられている。外面の文様は、 3本一組の櫛状工具

による連続した刺突が体部上半と体部最大径に二段施され、その後、体部上半は横方向に、体部下半

は縦方向に幅広いミガキ調整が施される。口縁端には一条凹線がはいるようにみえる。

517は内外面横～斜め方向に下から上へ順に荒いハケ調整を行った後、外面は体部下半は縦方向に

ハケ調整を施し、体部上半は横方向に数条連続して直線文が施されている。その後外面底部は縦方向

のミガキ調整が施されている。内面体部下半は指で縦方向にナデ消されている。口縁は内外面ナデ、

端部をつまみ上げ、外面には斜め方向にハケ調整が施されている。

518 ~ 522は無文の壺である。518・519は内外面ハケ調整を施し、内面は縦方向にナデられ、518

は外面は部分的に、 519は全面による口縁内面は横方向にミガいている。口縁端部には、ハケ工具に

よる連続した刻みが施されている。520は内外面斜め方向にハケ調整を施し、内面は頸部近くまでナ

デ消され、外面は間隔をおいて調整ハケとは反対方向にハケ調整を施し、横羽状にみせている。口縁

は内外面横方向に丁寧にナデられ、端部両端にはハケ工具による連続した刻みが施される。521・522

は内外面ハケ調整を施し、 521は外面底部は横方向にナデられ、 522は内面底部及び体部上半は縦方

向に指でナデ消され、口縁内外面も数条横方向にナデられている。

523 ~ 526は無文の小型の壺である。内外面ハケ調整を施し、ほとんど内面はナデ消されている。

また 524・525の外面は横方向に丁寧なミガキが施されている。

527は内外面ハケ調整を施し、内面はナデ消されている。外面は体部上半から上は横方向のミガキ

が施され、 口縁内面にはハケ工具による三方向に切り替えのみられる羽状刺突文が施され、端部下方

には連続した刻みが施されている。

528は外面は縦方向に、内面は横方向にハケ調整を施し、外面はその上から縄文が充填される。外

面体部上半には 4本一組の櫛状工具で直線文と波状文が確認できる。口縁外面には薄い粘土帯を貼付、

指凹圧が施されている。

529は内外面ハケ調整の後、横方向にナデている。受け口状にした口縁外面には竹管状工具で山形

文を施し、下顎部にはハケ工具による連続した刻みが施されている。なお、口縁の一部は指で下げた

箇所があり、注口と考えられる。

(ノ 530・531は細頸壺である。内外面ハケ調整が施され、文様施文場所はナデ消し、内面は体部最大

径から頸部にかけて、縦方向にナデられている。外面の文様は 530は 10本一組の櫛状工具で頸部に

直線文七条と、体部に直線文と斜行短線を交互に一段施し、直線文の下端に櫛状工具による刺突が連

続して施され、また体部最大径にも同様に直線文と刺突が施される。なお、口縁と体部の文様間及び、

文様下は横方向のミガキが施されている。531は7本一組の櫛状工具で上から下へ順に直線文、波状

文、 直線文を施し、 2本一組の櫛状工具で斜行子文を施した後、再び直線文と波状文が施されている。

532は無頸壺である。内外面ハケ調整を施し、内面体部下半は縦方向に、 上半は縦方向から横方向に

ナデ消されている。外面は文様施文場所はナデ消され、底部には部分的にミガキが施されている。6

~7本一組の櫛状工具で波状文二条と直線文二条が施されている。口縁外面はやや肥厚し、外面には

ハケ工具による斜行子状の刻みが施されている。また口縁には焼成前の二個一対の穴が施されている。

533 ~ 537・540は口縁端部が小波状を呈する櫛描文系の甕である。内外面下から上へ順にハケ調

整を施し、内面は 535は底部のみ、 534は体部上半のみ、その他 (533・536・537・540)は底部から

頸部近くまでナデ消している。533は文様施文場所はナデ消され、6本一組の櫛状工具で直線文と波

（
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状文を交互に施している。そして、体部最大径には同一工具で横羽状が施されている。534はハケエ

具で上から下へ横羽状が施されている。口縁内面は、ハケ工具であろうか。波状文が二条施されてい

る。535は6本一組の櫛状工具で直線文二条に波状文一条挟んで直線文が二条施されている。下端に

は、板状工具による三角刺突が施されている。536は7本一組の櫛状工具により、直線文と廉状文が

交互に施されている。537は口縁内面に、4~5本一組の櫛状工具で三条波状文が施されている。540

は8本一組の櫛状工具で直線文を四条施し、その上に二条ー単位で横方向の半円を描くが、擬流水に

はなっていない。なお、口縁は一条沈線を入れた後指凹圧をするもの (533・534・536・537)そのま

ま指凹圧するもの (535・540)がある。

538・539は内外面ハケ調整を施し、内面は縦方向に指で頸部近くまでナデ消されている。外面の

文様は、 538は7~ 8本一組の櫛状工具で直線文二条、波状文一条が施される。口縁はやや垂下し、

端部にはハケ工具による連続した刻みが施される。539は4本一組の櫛状工具で、直線文を二条と直

線文と波状文を交互に施している。口縁端部には、ハケ工具による連続した刻みが施されている。

541 ~ 544は口縁端部上方に刻みを施す櫛描文系の甕である。内外面下から上へ斜め方向に順にハ

ケ調整を施し、 543は外面底部を、内面はすべて頸部近くまで縦方向に指でナデ消 している。外面の

文様は、541は6本一組の櫛状工具で直線文六条施し、その上に扇形文が施される。542は7本一組

の櫛状工具で直線文と廉状文を交互に施し、下端に波状文を施している。543は8本一組の櫛状工具

で直線文と波状文を交互に施し、直線文を一条と下端に廉状文が施される。544は5本一組の櫛状工

具で直線文と廉状文を交互に二段施している。口縁内面には、 541はハケ工具による羽状剌突文が、

543は2本一組の垂線が六単位に施され、544は波状文二条と垂線が施されている。なお、すべてロ

縁端部の刻みはハケ工具で施されている。

545・546・549は口縁端部に刻みを施し、外面文様が直線文と廉状文が施されるものである。内外

面下から上へ順にハケ調整を施し、 545は内面底部と口縁から頸部にかけて内外面ナデられている。

546は内面は縦方向へ指でナデ消し、外面頸部は横方向にナデている。549は外面底部は上方向ヘケ

ズリ、縦方向にミガキが施される。外面の文様は、 545は6本一組の櫛状工具で、直線文二条と廉状

文をセッ トにし、二段施される。545・549はハケ工具により 、546は廉状文と直線文を交互に、549

は廉状文一条と直線文二条施している。なお、口緑端部の刻みは545は櫛状工具で、 546はハケ工具

で、549はヘラエ具である。

547は、内外面ハケ調整を行った後、内面は頸部近くまで指でナデ消している。外面の文様は 5本

一組の櫛状工具で、十粂の直線文を施し、その後、縦に垂線の長さを変えて施し、重区画的にみせて

いる。下端には扇形文が連続して施されている。口縁内面には直線文が一条と 、端部上方からハケエ

具による連続した刻みが施されている。

548は外面の縦方向に、内面の横方向にハケ調整を施し、 口縁内外面は横方向にナデている。外面

頸部には、一条の貼付突帯がつき、その上には連統した刻みが施されている。

550・551は受け口状の口縁を呈する甕である。内外面横方向から斜め方向にハケ調整を施し、 550

は、内面は縦方向に頸部近くまで指で縦方向にナデ消し、 551は内面体部上半を縦方向にナデ消して

いる。口縁は内外面ナデ、 550は下顎部にはハケ工具による羽状刺突文を施し、端部にはハケ工具に

よる連続した刻みが施されている。外面の文様は 551は調整ハケと同ーエ具で横方向に連続した直線

を数条施している。

552 ~ 557は無文の甕である。内外面上から下へ順にハケ調整を施し、内面は底部付近のみをナデ

るもの (554・555)があるが、殆どは頸部近くまでナデ消している。また中には二次的なハケ調整を
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施すものがあり、 557は荒いハケ調整の後、 553は調整ハケの後、外面体部上半から下へ同一ハケエ

具により 、横羽状を施している。内外面体部上半のみ細かいハケ工具で行っている。なお、 557はハ

ケ調整の後、体部下半を上方向ヘケズり、その後細かいハケ調整を縦方向に施している。口縁は、端

部内外面ナデて、面を作るもの (555~ 557)や、端部にハケ工具で刻みを施すもの (553・554)、上

下からの指凹圧により小波状を呈するもの (552)がある。中でも 550・557は雑な作りで、土器の表

面に凹凸がめだっ。

558 ~ 561は無文の甕で口縁がくの字を呈する甕である。外面は縦方向、内面は縦から斜め方向に

ハケ調整を施し、外面底部及び底面をナデるもの (560、561)、底部及び底面をハケ調整するもの

(559)がみられる。558は底部は残存しないが、前者にはいるものと考えられる。中にはタタキ痕や

調整ハケの後放射状にハケ調整を施すもの (560)がある。内面は基本的に体部下半は指で縦方向に

ナデられているが、561は器面が荒れているため、ケズった後、ナデている可能性がある。また 558

は残りは悪いが、外面体部上半に櫛状工具による連続した刻みが施されていることが確認できる。

562 ~ 564は小型の甕である。内外面ハケ調整の後、口縁内外面はナデられ、563は内外面底部を

横方向にナデ、 564は内面は丁寧にナデ消され、外面は縦方向にミガキが施されている。

565 ~ 569・571は鉢である。内外面下から上へ順にハケ調整を施し、内面を指でナデ消すもの

(565・566・568・571)や内外面ミガキ調整を行う もの (565・567・568・571)がある。565・571に

関しては底面にもミガキ調整が施されている。また底部を横方向にナデるものとして (565・567・

568・571)がある。口縁は、端部にハケ工具による連続した刻みが施されるもの (565・567)と粘土

帯を外面に貼り付けて肥厚させ (566・568・571)、口縁外面に文様を 568はハケ工具による羽状刺突

文が、 571はハケ工具による山形文状の刺突が施されている。

570は台付鉢と考えられ、内外面ハケ調整の後、内面及び脚裾部はナデ消されている。

572 ~ 579は高杯である。内外面ハケ調整を施し、外面にミガキ調整が施されるもの (573・578)、

内外面ミガキ調整を施すもの (572・574)、内面杯部をナデるもの (573・575・577~579)がある。

576は、内面杯部は横方向にナデ、口縁内面のみ横方向にミガキが施されている。また外面脚柱部に

突帯を一条もつもの (574)、二条突帯を施し、突帯上に刻みを施すもの (576)、ヘラ状工具で沈線を

数条施すもの (578)、4つの円形浮文を一単位とし、四方向に施すもの (577)や、脚裾部に面をもっ

もの (573・574・579)や、脚裾部に刻みを施すもの (573・578)がみられる。

580は無頸壺であろうか。体部下半は欠損のため平底で終わるのか、脚が付くのか不明である。内

外面ハケ調整を施し、内面上半部は部分的に指で縦方向にナデ消し、外面は文様施文場所を抜かして、

横方向にミガキが施されている。外面の文様は櫛状工具による刻みが一段、羽状刺突文が七段施され、

下端には刺突を連続させた直線を五～六条施されている。羽状刺突文は五単位で切り替えをもち、羽

状剌突文の上には八単位で円形浮文が施されている。また間隔をあけて体部最大径には羽状剌突文が

二段施され、 二本一組にした棒状浮文が六方向に施されている。

581は把手付の鉢である。内外面ハケ調整を施し、内面は頸部近くまでナデ、外面底部は縦方向に

ミガキが施されている。口縁は内外面ナデ、端部にはハケ工具による連続した刻みが施されている。

なお、外面には三方向に把手がつく 。

582 ~ 585は壺の破片である。582は無頸壺と考えられ、内外面ハケ調整を行った後、内外面横方

向にナデている。外面の文様は当遺跡の土器群にはみられない、竹管状工具で口縁には小さめの刺突

を二段施し、その下には大きめの刺突と沈線を交互に施し、体部下半には、沈線五条による半円が描

かれたことが確認できる。また、半円の中心部には縦方向に三つと円外に縦方向の刺突が施されてい
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る。583・584は広口壺の口縁部分で、583は、外面頸部には縦方向のハケ調整が残るが、内面及び外

面の開口部分は横方向に丁寧にナデられている。また内面開口部には、三条の貼付突帯が施され、そ

の上には鋭利な工具で刻みが施された後、 二つの棒状浮文が貼り付けられる。突帯の外側、端部近く

には半円文が施されたことが確認でき、口縁端面には斜格子状の刻みが施されている。584は、内外

面ハケ調整を行った後、内面は丁寧にナデ消されている。内面の開口部には二段の三角刺突と二条の

貼付突帯が施され、突帯の上にはハケ工具による刻みが施されている。また口縁端部は、一条の沈線

をひいた後、下方にハケ工具による連続した刻みが施されている。

585は、体部破片であり、内面は丁寧に縦方向にナデ、外面には竹管状工具による刺突と 、櫛状工

具による垂線が施されているのが確認できる。

586は下層の混入遺物である。内面はナデ、外面には数粂の沈線が施されている。

587は小型の甕の体部下半である。内外面ハケ調整を施し、外面には半裁竹管で描いたと考えられ

る文様が施されている。なお、この遺物も下陪の混入遺物である可能性が高い。

588 ~ 590は大型の壺である。588は接合しないが、同一個体と考えられ、図上復元を行っている。

内外面荒い目のハケ工具でハケ調整を施し 、 その後体部外面上半は、上から下へ同一•エ具で意図的に

（ 方向を違え、横羽状にみせている。またその切り替え場所には 8本一組の櫛状工具で描く直線文が二

条ずつ施されている。外面体部下半には縦方向のミガキが部分的に施され、内面は体部上半は縦方向

に部分的指でナデ消されている。なお、外面頸部には日焼けしていない箇所があり 、一部貼付突帯が

残存している状況から、三条の貼付突帯が施され、突帯の上には刻みが施されていたと考えられる。

589は内外面にハケ調整を施し、内面体部下半は横方向にナデ、上半部には斜め～縦方向に指による

ナデ消しが施されている。口縁内外面は横方向にナデられ、つまみ上げ、外面は横方向にミガキが施

されている。外面頸部には、11本一組の櫛状工具による直線文が十二条復帯で施され、体部上半には

同一工具で直線文を描き 、二粂一組で間隔をおき三段施される。一、二段目の直線文の上には、7本

一組の櫛状工具で四方向に施され、三段目には垂線が十八本であろうか、施されている。なお、文様

間、体部下半すべて、横方向にミガキが施されている。590は内外面ハケ調整が施され、内面は底部、

体部上半は縦方向に指でナデ消され、外面体部下半は上方向にケズり 、その後、板工具でナデられて

いる。底面には明瞭なつなぎ目が残る。口縁内外面は横方向にナデられ、ハケ工具による刻みが2個

一組で、下顎部には施されているが、一部しか残存しないため、何方向かは不明である。なお、この

( 土器には籠目跡が明瞭に残っている。

591・592は大型の甕である。591は内外面にハケ調整を下から上へ順に施し、内面体部下半は指で

ナデ消され、口縁は外面ナデられ、一条沈線を入れた後、上下を違えて指凹圧し、小波状に施してい

る。592は調整ハケの後、外面底部は横方向にナデ、頸部から体部最大径にかけては 6本一組の櫛状

工具で上から下へ順に四段、方向を違えて施し、横羽状にみせている。

23) iv層出土土器 （取り上げ層： 5層黒褐色埴土） （第78図～第79図）

灰色埴土の上層にあたり 、一括して遺物がみられたのは 14Grのみである。遺物はすべて検出状況

図を作成し、取り上げを行った。接点がなくても同一個体と考えられるものは図化復元を行っている。

器種構成は壺4(長頸壺 l、短頸壺 2、水差 しI)、甕 II (小 ：3 e以下7、中 ：4e程度 l、中大 ：s e 

以上 ：3)、高杯2(有段 l、半環状把手付 I)、鉢 lである。（なお、掲載していない甕 l点は、599と

法址及び調整は同様である。） これらは、底部に焼成後、5cm程度の片側穿孔がみれるもの (594・

596・597)、可能性のあるもの (598)があること、高杯が2点とも脚裾部が欠損することから、意図
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的な廃棄行為であると考えられる。なお、 610のみ取上地点が異なるため、組成比には含んでいない。

593は長頸壺である。内外面板状工具によるナデ調整が施され、部分的に板目が残る箇所もみられ

る。内面は体部最大径は横方向、上半部は縦方向に指でナデられ、口縁から頸部にかけては、横方向

にナデられている。口縁内外面は横方向に丁寧にナデ、先端やや尖らせている。また外面頸部には櫛

状工具であろうか。非連続的な直線文が施されている。

594は外面は下から上へ順にハケ調整を施し、内面は斜め方向上方に、時計回りで頸部までケズっ

ている。なお、口縁から頸部にかけてはケズっている感もあるが、明瞭な指押さえ及びナデが施され

ている。口縁は内外面横方向にナデ、端部は水平に面が作られている。

595は内外面にハケ調整を施し、内面は横方向時計回りにケズっている。口縁から頸部にかけては、

内外面横方向に丁寧にナデられ、口縁はやや立ち上がる。

596は完形品である。外面は板状工具で縦方向にナデ、下半部は板の角が明瞭に残る。内面は体部

下半は上方向にケズり、体部最大径は横方向にケズっている。頸部から口縁にかけては、内外面横方

向にナデ、口縁端部は水平に面が作られている。その後外面頸部は、器形調整のためであろうか。把

手の反対側頸部は縦方阿上方にケズられている。なお、把手は貼付法である。

597・602・603・604は外面ハケ調整、口縁は擬凹線を施す甕である。外面ハケ調整を下から上へ

順に施し、 603は板状工具で再度ナデられている。内面は縦方向から斜め方向上方に時計回りにケズ

るもの (597)、時計と逆回りでケズるもの (602~ 604)がある。口縁は内外面横方向に丁寧にナデ、

口縁端部はややつまみ上げ、肥厚する。口縁端部には 2本一組で櫛状工具であろうか。同時にひかれ

ている。なお、603は擬凹線は三条はいっているが、 二本のみ同時で施されているようにみえる。

598・599は外面ハケ調整、口縁は無文の甕である。外面タテ方向に下から上へ順にハケ調整を施

し、内面は上方向にケズり頸部付近のみ横方向にケズる。口縁内外面は横方向にナデ、ややつまみ口

縁を拡張している。なお、598の外面体部上半にはタタキ痕が残る。

600・601は外面ハケ調整の後、体部上半は横方向に板ナデを施すものである。そのせいか、体部

最大径が体部中位にあたる感がある。外面縦方向にハケ調整を施した後、体部最大径から上は横方向

に板ナデが施されている。また、601の底部は強く縦方向に板ナデが施されている。内面は縦方向か

ら斜め方向上方にケズられ、600は時計回りに、 601は逆回りに施されている。口縁内外面は横方向

にナデ、やや下方に張り出している。

(l 605は外面は下から上へ順に斜め方向にハケ調整を施した後、体部下半は放射状に調整ハケとは別

工具で施され、体部上半も縦方向部分的に施されている。内面は縦方向上方にケズられ、頸部付近の

み部分的にケズられている。口縁内外面は横方向にナデられ、やや内円ぎみに丸く仕上げられている。

端部には二条の擬凹線がはいり、 二本同時に施されている。

606は外面は下から上へ順にハケ調整を施し、内面は頸部から 2cm残したまま縦方向上方にケズら

れ、残された箇所には外面と同一工具で横方向にハケ調整が施される。口縁内外面は横方向に丁寧に

ナデられ、受け口にし、端部は水平に面が作られている。外面の文様は 6本一組の櫛状工具で直線文

と波状文が時計回りに施されている。口縁外面下方には 3個一組で櫛状工具による刺突が施される。

607は杯部の内外面にミガキ調整が柱状部は縦方向に、その下半は放射状に、 上方は横方向に施さ

れている。外面には二点の剥離がみえ、半環状把手が付くと考えられる。なお、杯部とは充填法で接

合されるが、充填された後、周囲に粘土紐が一条めぐる。

608は有段の高杯である。内外面ミガキ調整が脚柱部は縦方向に、外面杯部は縦方向に、内面杯部

は横方向に施される。口縁垂下した端面及び杯部段部分には、三条の擬凹線が入 り、同一層出土の甕
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の口縁と比べると 、ややなだらかに三条同時にひかれたようにみえる。また口縁端部両端及び段の下

方にはヘラエ具による連続した刻みが施されている。なお脚注部の外面下方には、細い櫛状の直線が

数条確認できる。

609は鉢である。内外面ハケ調整を施し、外面底部は軽い指押さえがみられ、口縁内外面は横方向

にナデやや内傾気味になる。

610は短頸壺である。外面は板状工具によるナデが施され、体部は部分的にミガキが施される。内

面は指でナデられ、口縁内外面は横方向にナデられ、口縁端部は先端尖り端部つまみ上げられている。

24) 12• 13• 27地区出土土器 （第80図～第83図）

12地区からは7~8期から 9期まで、13地区は4~IO期まで、27地区からは4~IO期までの土器

が主だってみられる。その中の一例を紹介する程度で留める。

611~614は 12地区出土土器である。以下 615~ 628が 13地区出土士器であ り、629~ 633は27

地区出土土器である。

611は内外面下から上へ順にハケ調整を施し、内面は頸部近くまでナデ消している。外面の文様は

5本一組の櫛状工具で直線文を、間椛をあけて三条施し、その文様間に上から、廉状文、波状文、廉

状文を施し、その下に斜行短線と直線文が描かれている。口縁外面は数条ナデられ、端部には一条の

沈線を入れた後、上方から櫛状工具による刻みが施されている。

612は内外面に荒いハケ調整を行った後、外面は口縁から頸部にかけて、内面は底部及び口縁にか

けて、細かいハケ調整が施されている。内面体部最大径には、縦方向に指によるナデ消しが施され、

口縁外面は数条、横方向にナデられている。口縁端部には、ハケ工具による連続した刻みが斜格子状

に施されている。

613は内外面ハケ調整の後、外面は板ナデで部分的に、内面は縦方向に指でナデ消されている。ロ

縁端部には、連続したヘラエ具による刻みが施されている。

614は内外面にハケ調整を施し、外面は板状工具で丁寧にナデ消し、内面は指でナデ消している。

615・617は無文の壺であり 、内外面ハケ調整を行った後、 615は外面全体的に、599は外面体部下

半のみミガキが施されている。口縁には 615は指による凹圧が施され、617はヘラエ具による刻みが

施された後、その上に一条沈線が施されている。

(J 616は完形品である。内外面下から上へ順にハケ調整を施し、内面は頸部近くまで丁寧にナデ消し

ている。外面の文様は、 5本一組の櫛状工具で頸部に直線文を一条、体部上半部に直線文 と波状文が

交互に施されている。口縁は受け口状を呈 し、外面には体部文様と同ーエ具で、 直線文を一条施し、

両端部に櫛状工具による連続した刻みが施されている。

618は条痕文系の壺の口縁である。内外面丁寧にナデられ、口縁下顎部はやや垂下する。LI縁外面

には棒状浮文を五方向に施し、その浮文間に三つの重区画文が描かれている。また浮文状には、ヘラ

工具による縦羽状が施されている。

619は内外面ハケ調整を施し、内面体部最大径よ り上は、縦方阿に、指でナデ消されている。外面

の文様は、13本一組の櫛状工具であろうか。頸部には四条直線文が施され、体部上半には、直線文

が四条施され、 二条目の上には、扇形文が施され擬流水状に、三条目と四条目の開には斜行短線が施

されている。

620・621は受け口状を呈する細頸壺である。内外面ハケ調整を施し、内面及び口縁内外面はナデ

られている。620は外面頸部には辛うじて直線文が施されたのが確認でき 、口縁外面には、棒状浮文
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がつき 、浮文上には連続した刻みが施されている。この二条の棒状浮文を一組とし、その浮文間には

5~6本一組の櫛状工具で垂線が施され、これをーセッ トとし、四方向に施され、その開には垂線と

同ーエ具で波状文が二条施されている。621は、外面の文様は8本一組の櫛状工具で直線文と波状文

を交互に施し、その上に扇形文が三段施されている。

622は完形品である。内外面下から上へ順にハケ調整を施し、内面はナデ消されている。外面の文

様は、調整ハケと同一工具で直線文三条と下端に扇形文が施されている。口縁端部には下方からによ

る連続した刻みが施されている。

623は外面剥離の激しい士器である。内外面ハケ調整を施し、内面体部下半は、横方向に丁寧なミ

ガキが施されている。口縁外面には櫛状工具による羽状剌突文が施され、その下には、6本一組の櫛

状工具による直線文、波状文、扇形文が施されている。また文様下には横方向にミガキが施される。

624は接点がないが、同一個体と考えられ、図上復元を行っている。内外面下から上へ順にハケ調

整を施し、内面は体部最大径近くまでナデ消されている。外面の文様は、体部上半に縄文が充填され

た後、4本一組の櫛状工具で弧線文を十二単位に分け、六段にわたって施されている。また、その下

に、直線文と三角刺突が施されている。

625は内外面縦方向にハケ調整を施し、内面体部下半は、上方向にケズられている。口縁から頸部

にかけては数条ナデられ、口縁端部には連続した刻みが施されている。

626は内外面の斜め方向にハケ調整を施し、内面は頸部近くまで丁寧にナデ消されている。また底

部外面には指押さえがみられ、底面は丁寧にナデられている。口縁端部は面が作られ、ハケ調整が施

されている。

627はくの字D縁の無文の甕である。内外面ハケ調整を施し、口縁内外面は横方向にナデられ、薄

＜丁寧な作りである。

628は内外面にハケ調整が施され、外面は縦方向に、内面底部は横方向に、内面体部は縦方向にミ

ガキが施されている。また外面体部上半には、貼付突帯がつき、口縁端部と突帯の上にはハケ工具に

よる連続した刻みが施されている。

629・630は壺である。内外面ハケ調整が施され、 629は内面は丁寧にナデ消され、630は内面底部

のみナデ消されている。外面の文様は、629は外面体部上半は縄文が充填され、そこに、ヘラ状工具

で辛うじて一条割れ目にみえるのと、二条一組と三条一組に沈線が施されている。630は外面体部上

(、 半には、 4本一組の櫛状工具で、直線文が二条確認できる。なお、両者とも 、頸部の割れ口に煤が付

着しており、 二次的転用の際に煤が付愁したものと考えられる。

631は無文の甕である。内外面下から上へ順にハケ調整を施し、内面は頸部まで丁寧にナデ消され

ている。また口縁端部にはハケ工具による連続した刻みが施されている。

632は小型の甕である。内外面の斜め方向にハケ調整を施し、内面は底部は横方向に、体部は縦方

向にナデ消され、口縁内外面も横方向にナデられ、口縁端部は面が作られている。外面の文様は、 7

本一組の櫛状工具で直線文と廉状文を交互に施し、直線文下端には、3本一組の櫛状工具で斜行短線

を施す。またこれと同ーエ具で、口縁内面には三段にわたり 、斜行短線が不並列に施される。

633は鉢である。内外面にハケ調整が施され、 口縁内外面は軽 く横方向にナデられている。

25)底部及び脚部 （第84図）

この中で取り上げたものは、底部しか残存しないが、底面に土器成形時の痕跡を残すものや台付の

特徴的なものを抽出した。出土層位は観察表にて参照されたい。
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634 ~ 635は木葉痕が残る土器である。すべて壺の底部であるが、 637のみ、内外面に煤の付珀が

みられる。木葉痕がそのまま残存するもの (634・ 636)、中央のみナデ消されるもの (635・ 637)が

ある。すべて、円板据罹法である。

638・640・ 641は籾圧痕を残す土器である。すぺて壺の底部であるが、641の内外面に煤の付着が

みられる。640は籾圧痕だけでなく砂目が付滸し、砂目敷であったことがわかる。638、641も器面に

砂が付き、剥離している様子が窺われ、640と同様な方法がとられたと考えられる。

639・642は網代痕が残る土器である。両者とも甕の底部であり 、出土層は、統一層 ：xii層から古

い層でみられるものと考えられる。網代痕の組み手法は、両者とも「二本すくい、二本押さえ」であ

る。 643 ~ 648は台付鉢もしくは台付壺になるものと考えられる。内底面は 2.5cm程度と 4cm程度

の二法椛に区分でき、約 2は5cmのもの (644・64S・647)は内面に煤の付焙がみられる。約4cmの

もの (643・646・648)は丁寧にナデが施されている。台の装飾はさまざまで、底面はすべてナデら

れ、平底のもの (645・ 646・648)、脚になるもの (643・644・645)に区分できる。また竹管状刺突

がみられるもの (643・645・646)、刺突状のもの (647)や貰通するもの (644)がある。なお、648

は7本一組の櫛状工具で脚柱から裾部にかけて、直線文を施し、裾部の面をと った上方に爪もしくは

半管状工具であろうか、連続した刻みが施されている。出土層位は、統一層 ：viii以降になり 、8期

~9期にみられるものと考えられる。

26)その他の沈線文系・条痕文系土器 （第85図～第87図）

基本的に破片資科である。そのため出土層位に信憑性があるか不確かであるが、文様の構成を考え

る上で費重な資料と考え、抽出した。出土層位は xii以降新層のものであるが詳しくは観察表にて参

照されたい。649~ 737は沈線文系の壺及びその系統を継ぐ甕であり、738~ 741・746は条痕文系の

壺であり 、744・745は甕であり 、747・748は縄文施文を施す壺の体部である。

沈線文系土器については永井氏の詳細な検討（宮腰1995)がされているが、器形のわかりにくい破

片に対して、ここではあえて施文方法及び文様だけに触れ、大概的な分類で説明する。なお、時期的

な変遷及び文様の変化については考察にて提示する。

沈線文系の土器の多くは口縁内外面、体部上半から下半にかけて施されている。そこでまずこの中

で、口縁 ・体部両者に採用できる形で分類を行った。なお、浮文を有無、刺突に関する種類区分には

（ あえて触れず、沈線による横線と縦線から織りなされる構成のみで留める。

Aは祖形が取り上げ層： 16層にある、レンズ状

の文様を描くもの。 （例：ぬ14• 15など）

A-I 横方向に沈線を2~3条描き、

区画を行うもの。

ー1 先端尖るもの

-2 面をもつもの

A-Il 横方向に沈線を6条以上と Iに比べ、

多条に描くもの。

-1 区画間、区画内に文様を施すもの。

A-I -1 A-I-2 

=1~ 
ex.649 疇

A-Il A-IIー1

疇圃冒疇
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A―皿 横方向に沈線を一周させた後、 A-fil-1 A-m-2 

区画を行うもの。 ~ 

璽＇
ー1 1の簡略 ., 
-2 IIの簡略

ex.682 

A一皿ー3 ex.693 
-3 線上に菱形、垂線を施すもの。 ------

璽
ex.696 

Bは重区画の文様を施すもの。

冒B-1 縦→横→縦→横と順に描くもの。
ex.745 

ー1 内に文様を描くもの。 ex.691 

B-Il 2~4条数条毎に縦と横に描くもの。

s-m  横方向に沈線を一周させた後、縦に
B-1 B-I -1 

可.681

区画を行うもの。

●●●●' ' 

Cは弧線文を描くもの。
r、

C-I 無文のもの。

c-n 列点を施すもの。

c-m 縄文を充填するもの。

Dはコの字重ね文を描くもの。 ex.676 

C c-n 

Eは櫛状工具で文様を描くもの。

~ 参E-1 直線文及び流水文を描くもの。

E-Il 横羽状ないしは放射状に描くもの。 ex.652 --~---
C-1 

ex.650 

c-m  
Fは横方向の沈線のみのもの。

.___ 
c.11! 

＾ （口縁は波状のものであればそのラインに合
,,,,,...- ヽ,,--―""' 

わせるもの）
ex.656 ex.667 

t F-I 無文で敷条描くもの。 D 
E-1 

F-II 沈線間に横羽状ないし、剌突が

冒＇
祠` 釘昼言施されるもの。

ex.718 
F-m 沈線で仕切枠を施し、縄文を充填 E-Il 

するもの。
ex.673 

その他、永井氏の言う三角連繋文にあたるもの、
F-1 F -II 

山形を数条重ねるものなどがみえる。 ． 一‘ ＾ 竺- Z務0))-,;
一

ex.661 '≫)X))))) 
F-ill ex.723 

璽璽
ex.664 ex.727 
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第 9図 xv.xvi層出土土器 （取り上げ層 ：16層） 1 (1~7: S=1/4, 8~12: S=1/3) 

No区 c, 即上げ廣名 M 層名 漬 9●公
_,. 尋盲● 11,+ "'"' 0積 11大履u 霞If 禎糾lそ II墓 ”量 虞の厚｀ 慮鱈の檜"

... 
I 26 F-8 9ライン16-9附 ,vi 1111浅谷 事 2.5Y8/2灰e色． Ill ll好 260 90 12 6 (25 6) 654 1.3 充填法 在地？

2 16 F-10 9ライン1611 ヽv.•vi• 遭檜浅谷 壼 IOYRl/2~5/2灰員渇色 栢 良好 (Iヽ6)(90) 在地

3 26 E-9 9ライン16-3111 貞V 遭禎浅谷 壼 2 5YB/J淡貴色 籍赤色粒含賓 良9そ(25,8] (JS) 在地

• 26 ~-9 9ライン16-3.、.5層 .. II檜濱谷 壼 IOYRl/31こぷい貫檜色 籍 涵 緯骨II含膏 ll好 18.0) (1'4) (8、5) 在地 織入

5 26 F-9 9ライン16-2.511 .. 遭禎浅谷 壼 2.5V7/2灰費色
精 良好 11.2 (2.7) 内面ナデ 懺入
壽色n・漏II脅針書嘱

6 26 F-10 9ライン16層 ... 菖＂ 遭鳩浅谷 壼 2.5Y6/2灰貴色 籍密 良好 [140] [10り (5. ヽl

7 26 F-9 9ライン16-1床直 ” 遭禎浅谷 壼 lOVRl/21こぶい賃II~ Ill 良好 6.5 14.9 49~5.I 5,9 220 ISヽ 1.3 円翫属置法 在地

8 26 0-8 9-, イン16層 翼v.11:vtヽ 遭檜浅谷 曼 2.5Y8/2灰白色 精 良好 内iiiナデ在地？

9 26 F-10 9ライン16!11 11.V,XV． I 壇情浅谷 壼 5YR6/6檀色 糟 良9子 内iiiナデ懺入っ

10 26 E-9 9ライン16-3.4,5層 ” 遭憤浅谷 壼つ 2 SY6/2~5/1貴灰色 籍密漏闘貴St含肴 良好 内 面 ナ デ 薗入

II 26 E-9 97イン16-3.ヽ.S層 " 遭積浅谷.. 2.5Y7/3浅貫色 籍 濤 緯ftヽt含書 II.好 内面ナデ 崖入

12 26 E-6 9うイン••-•膚(fl霞） ''" 
遭積浅谷.. 5Y7/3浅賃色 精密 良奸 66 (3 3) II 内iiiナデ在地

xv, xvi層出土土器 (1~12)
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第10図 xv.xvi層出土土器 （取り上げ層： 16層）2 (13~20: $:1/4, 21~34: $:1/3) 
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xv, xvi層出土土器 (13~108)

f_＼
.
 

(、)

No r.r GR .... ,., 属名 “一層名 '" .... ー＋ ·-~ 01暑 la+•P “ 
響き』 虐 墓ヽ事

13 26 E-9 9ライン16-9層 '"' 遭偵浅谷 勇 IOYRB/6~7/3にぶい貴檜色、-= やや不霞 80 3ヽ6 I.I 円板裾置法？ 、~-つ

Iヽ 26F-8 9ライン16-SM 買W 遭II浅笞 鉢 IOVR6/3にぷい賃檜色 粗密 やや不霞 1501 2031 5.01 IS.OJ 16引 3 271 0.8 円柘据霞法 ,. .. 
15 26 F-8 9ライン168層 ''" 壇l●浅谷 鉢 10V郎 /2灰贄渇色 Ill ll好 26ヽ I27. Iヽ (100) 6521 在地

16 26 D-9 地 山直上 XY,XVI ． 壇II浅谷 壼つ 10YR8/ヽ浅貴檜色 粗 良好 1ヽ.41 (8 I) 在

17 26 E-9 9ライン16-2.8111 ,v.,v, 壇II浅谷 壼？ 2.5Y8/3淡 賃色 Ill fl: 57-6.1 (8 3) 075 円伍恨置法 ア

18 26 E-9 9ライン16-9層 . .; 壇積湿谷“ 10YR7/31こぶい一.... 夏.,., ~ 1641 (7. ヽ） 在？

19 26 E-9 9ライン16-8層 ,,.; 遭積浅谷 鉢 2.5Y7/2灰貴色 粗 好 20.61 5.5 9,2 1.37 0.8 円極据置法 在

20 26 E-8 9ライン16-9阿 xvi 壇9●浅谷 鉢 2,5Y8/3淡賃色 Ill 好 26.5 26.5 0ヽ , ... S.11 不哨 右 i

21 26 F-9 9ライン16層 XVXYヽ 埋積浅谷 奮

9,': , ぷ~~m"':;:躙=",.灰灰浅悶濯責霞貫書〇. 色褐褐糟: P 

Ill .. 11.5 (3,3) ’’ ミガキ在地？

22 26 E-9 9ライン16-9層 xvi 遭積浅谷“ 密 良好 内面ミガキ

23 26 F-9 9ライン16-3.4.5層 ,v I ,.It浅谷 • っ 粗 R好 9.01 (2.6) ,--
24 26 F-8 9ライン16!11 •v、'"' 遭積浅谷 鉢 密 良好 内iiiナデ在地

25 26 E-9 9ライン16-9層 .,,; 環ll浅谷 浅鯰 粗密 良好 内iiiナデた紬っ

26 26 E-9 9ライン16-3.4.5層 ,v 汽9●浅谷

“ 
f11密 良好 内面ナデた嶋

27 26 F-9 9ライン16麿 Jl¥/,Jl¥ll . 環"浅谷

゜
IOYR7/2にぷい :1> fl! 良好 ,--

28 26 G-8 9フイン161'1! XV,lCVI ． 遭II浅谷 奪 IOYR6/31こぷい賣棺色 ・・-良好 内面ナf..
29 26 F-9 9ライン16/ii! ,v,,v, 壇11浅谷 鉢 2 SV6/2灰 賃色 JI! R好 内面ナデ

30 26 F-7.8 9ライン16-l.21R ,v 遭II浅谷 ~? 2 SY6/3にぶい賃色 粗 良好 内面ナデ搬入

31 26 F-9 9ライン16-3.4.51'11 ,v 壇Iヽ浅谷 賽 2 5Y8/3演賛色 密 良好 内園ナァ在陀

J2 26 F-10 9ライン16/11 xv.xv, . 遭1●浅谷 ~ ? 10YR8/2灰白色 精密・良好 7.0 (2 7) 0.8 在地つ

33 26 E-9 9ライン16-9層 翼,,; 環積浅谷 鉢？ 10YRJ/ヽにぶし ●ヽ緯,. 11!1 良好 58 (1') 1.1 ,,r.., 

34 26 E-9 9ライン1s-J.•.sll ,. 壇積浅谷 壼？ 10YRB/2灰白色 密 良好 8.31 4.J (5.6) 0.9 在地？

J5 28 F-8 9ライン16-8,9屡 ,vi 遭II浅谷

゜
IOVRB/3浅賣II"' 粗 良好 0ヽ.0 (JJ.1) 内面ナデ在地

J6 26 F-9 9ライン16-3.45層 ,v 壇II浅笞 響 10YR8/3浸貴ft.. 顆 良t, JJ.2 (12.0) 在

37 26 F-9 9ライン16-3.4.5層 ,v 遭1員浅谷 糧 IOYR6/41こぶい '"'・ --胃好 31.21 (15.9) = 
38 26 E-9 9ライン169/il ,,,; 遭,.,鵞谷 甕 2.5Y8/2灰白色 粗密 良奸 2561 (Iヽ.5) フコー

39 26 F-9 9ライン16-11屠 ,,,; 壇偵浅谷IS IOYR7/31こぶい 『仁 悶好 12.8 (8 8) ＂ •o 26 E-9 9ライン16J.8層 lllV,lllVI ． 遭II浅谷 甕 10YR7/31こぶい●檜や． -日好 26.0 (13.2) つ

“ 26 F-8 9ライン16-9隈 ,,,; 壇積浅谷 IOYRB/2灰白色 密 良好 24,4 (16.0) 在

42 26 F-8 9ライン16-2層 ” 哩1●浅谷 2.5Y6/3にぶい貴 色 -目好 内面ナデ

43 26 F-8 9ライン16-9111 ,vi 壇9●浅谷 10YR7/3にぶい , .. 良好 内面ナデヰ-

44 26 E-9 9ライン16-3.• . 511 ,v 吃It浅谷 ¥OYRS/2灰贄褐色 良奸 ・--
45 26 E-9 9ライン16-3胴 ” 1!11浅谷 2 SVB/2灰白色

｀ 

良好 内面ナデ--

•& 26 G-8 9ライン16層 ,v,xv, '"●浅谷 2 SYB/2灰白色 良好 在地

47 26 E-9 9ライン16-38庖 X¥/,ICl/＇ 1 遭,.浅谷 IOYR6/JIこぷい贄 良奸 内面ナT =-
48 26 F-9 9ライン16-2,5 xヽ' 渭II浅谷 IOYR71•1こぷい賣帽色 u 奸 匹 ？

49 26 F-8 9ライン16111 KV. 翼V．I 遭II浅谷 IOYR7l•Iこぷい—..... F. ti 内面ナデ云血

50 26 F-8 9ライン16-11尼 xv, 糧II浅谷 IOYR6/JIこぷい賃檀色 精密 り1 内面ナテ

51 26 E-9 9ライン16-3,45層 ,v 遭9●浅笞 2 5Y8/2灰白色 精 II 内面ナデ

52 26 F-9 10ライン28層 xv, 糟9員浅谷 2.SYS/4賣褐色 粗 ＂ 在地

53 26 F-8 9ライン16層 ,v.,v, 遭積浅谷 10YR6/3にぷい費檜色 密 II 
な紬

54 26 F-9 9ライン16層 ltV.lt¥11 ． 壇積浅谷 甕 2.5Y8/3演貴色 玉H密 良., 在地？

55 26 E-9 9ライン16-9 置v, 遭II浅谷 覆！ 10YR5/JIこぷい賃 頂 "'n 内面ナデ在地

56 26 F 8 9ライン16-9屠 '"' 壇鳩浅谷 響 10VRl/ヽ1こぷい一 粗 良奸 内面ナT 云一 つ

57 26 E-9 9ライン16-9屠 ''" 壇積浅谷

゜
2 5Y6/ヽ1こぷい一 粗 良~f ＝一つ

58 26 E-8 9ライン16-8屠 ''" 埋9酎鵞谷 甕 IOYR7/ヽにぷいー

趾粗密

良tf 在地

59 26 E 9 9つイン16-9層 ,v; 博II~谷 IOYRJ/3にぶい貫i 目If 内面ナデ在地

60 26 E-9 9ライン16べ3』.5層 xv 渭l●浅谷 10YR7/31こぶい貴 旦奸 内面ナデな... 

61 26 G-8 9'5イン16-2.S ,v 遭II浅谷 10YR8/2灰臼色 籍 1:1 If 31 4 (13.9) 内iiiナデ在地

61 26 F-10 II層 XY,Xvt 遭LL浅谷 IOYR7/ヽ にぶい黄 密 R奸 11.4 (10.1) 在地つ

63 26 F-8 9うイン16-11層 ,vi 1!11浅谷 J 10YR7/3にぷい賃 Ill El.If =-
6• 26 F-8 9フイン16隈 ll"V,XV． I 1111浅谷 塁 IOYR6/3に、、：ぃ— 密 良If 内面ナデ

65 26 F-8 9ライン16111 xv.xv, lf!lil谷 露 IOYR6/31こ、ぷい一 精 良好 内面ナデな磁

66 26 F-8 9ライン16胃 KV.KVI ． 遭積浅谷 ” 10YR7/31こぷい 粗 良If 内iiiへっナデ在地

67 26 E-8 16膚 KV.KV, 慢II浅谷

゜
10VR5/2灰贄褐色 万H資 良好

,,,, .. 
68 26 F-9 10ライン28層 ,vi 慢！配皇谷 覆 lOYRJ/21こぷい貫帽色 密 良好 内面ナデ

69 26 F-10 10ライン30/t! '"' 壇横浅谷 甕 I OYR•/31こぷい貴渇色 .. 祀 良好 内iiiナデ在地 ？

70 26 F-8 9ライン16屈 ,v.,v, 遭積浅谷 ” 
IOYRS/3にぶい●エ〇 葺l 良好 内iiiナデ 江緬

71 26 F-8 9ライン16屡 )ti/ぶV． 哩II浅谷 冨 2.5Y6/3にぶい貴色 粗密 良好 在地？

12 26 F-9 10ライン28/11 ,vi 壇11;蔓谷 塵 IOYR7/21こぶい貴檀色 籍密 良好 在地

13 26 F-8 9つイン16-11隈 ,,,; 壇樟浅谷 聾 2.5Y7/ヽ浅貫 色 密 良好

)4 26 F-9 カタ直上 翼d 壇積浅谷

゜
2.5Y7/3浅貫色 .. 究 良好 内面ナデ

75 26 F-9 10ライン28隈 ''" 遭！員浅谷 ＊ 2.5Y8/4淡賣色 '""' g11 内面ナデ在地

16 26 F-8 9ライン16-8用 ,v. 壇II濱谷 II 10YRB/2灰白色 籍 旦好 内iiiナデエー

）） 26 F-8 16層 XV,XV1 tU鼻浅谷 II 10VR1/31こぶい賃 1や． 籍 lit! 29 61 (19 I) •=ー

78 26 F 9 9ライン161iJ XY,XYI ． Illヽ 浅谷 lot 10YR5/3にぷい費 ’‘’’ Ill Ill! 2ヽOl (5 8) 在地

79 26 F 10 10ライン28-2層 ''" 遭II:豊谷 Ill 10YRヽ/3にぶい 罷 良" 2441 {11 9) 在地

80 26 F-9 10ライン28-2饗 ''" 遭II浅谷 棗 IOYR6/31こ，`：ぃ・ ti> 1且密 glf 19.2 {8.4) 在地

Bl 26 F-9 10ライン23-2層 ,v 遭l●浅谷 10YR6/5にぷい貴 「ク 9且 月好 200 (40) 内iiiナデ六一

82 26 E-9 9つイン16-J.<.511 xv xv, ．． 壇"浅谷 10YR6/2灰黄渇t II! R好 内面9ヽ ケ憧ナデ在地

83 26 E-9 9ライン16-9磨 x,a 遭憤浅谷 IOYR6/2灰貴渇~ 粗密 良好 内面ナデ在地

8ヽ 26 E-9 9ライン16-3,8屠 ,v,,v, 遭積浅谷 2.SY6/2灰賣色 --目好

B5 26 F-10 II層 xv.xv, ll!J浅谷 2.5Y7/4浅 貧色 Ill 良好 内面ナデ在"'

66 26 F-9 9ライン16-9層 ,,,; If! ●浅谷 10YR6/28: 貴褐色 精密 良好 内面ナデ在袖

87 26 F-9 9ライン16隈 xv,xv, 遭fl浅谷 IOYR~/3にぶぶ贄いい褐賣賃色褐惰 色色
翔 l艮奸 内iiiナT 元一

88 26 E 9 9ライン16-9層 xり 遭II浅谷 IOYR6/JI: 籍 IIS紅 内面ナデエー

89 26 l'-9 9ライン1611! 箕v,,v, 讚』＇浅谷 IOYR6/2灰 稽 R好 内11iナデ在地

90 26 F-9 10ライン23-2隕 w 遭,.浅谷 IOYR6/41こぶい贄 精 艮好 :Ir ... 

91 16 E-9 9ライン16-8/lf xv, lt!I浅谷 l0YR6/31こぶい 精密 艮好 -畠~，，

92 26 F-9 10ライン28-2尼 YIN 遭fl浅谷 10YR6/JIこぶい貴橙色 粗密 目好 在地

93 26~-1 0 10ライン28-2層 ''" 111• , 長谷 甕 10VR6/JIこ、 :ヽlヽ 精密 良好 内i11ナデ在地

94 26 F-9 9ライン16-9 x,n 遭II浅谷

“ 
10YR8/J浅賃檀色

＂ 
目好 内面ナデ"'"'

95 26~- 7 9ライン16屠 Yin 111• 浅谷 甕 2 5Y7/2灰貫色 Ill密 R好 内面ナデ在地？

96 26 F-9 10ライン23-2層 " 遭積浅谷 宣 IOYR7/31こぶい貫惰色 稽 艮好 の面ナデ在地つ

97 26 F-8 9ライン16-11屠 ”’ 遭!I浅谷 費 IOYRl/2にぶし,..... .. 精 良好 84 (204) 10 円屈 法 内iiiナデ在地

98 26 F-8 9ライン16-9/11 翼"' 遭It浅谷 2 5Y7/2灰貴色 Ill 好 82 1 21 円飯 法 内面ナデエ皿

99 26 F-9 10ライン282層 xvi 壇！員浅谷 10VR7/21こぶい貴檜色 籍密 I; 19.2 (7.7) 呑

100 26 E-9 9フイン16-3,8層 ,v,,v, 環II浅谷 10VR7/ヽ にぷい賃檜色 粗密 好 右蝕

IOI 26 E-8 •うイン，MIi(床I!)，＂ 渭積浅谷 10VR8/3浅貴檀色 日 好 6 J (5.3) 1.4 在地

102 26 F-9 95イン16-3.8崖 ,v.,v, 渭積浅谷 IOYR6/3にぶい● 日 好 75 (44) I.I 在地

103 26 E-8 ., イン,.... 11c圧●）''" 環l●浅谷 1DYRJ/2にぶい ' 好 「6.01 3.3) 09 在地？

1()4 26 F-8 9ライン16ー11磨 ,v.,v, 遭積浅谷 甕 IOYR6/2灰賣 褐色 I “ 71 (33) 21-2.2 内iiiナデ在地

105 26 F-8 9ライン16ーII層 ... 慢情浅谷 専 2.5Y8/3淡賃 色 fl ＂ 6.6 （ヽ.6) 1 3 内面ナデ云一

106 26 F-8 9ライン16層 xv,xv, l!ll>JI谷 覆 2.5Y7/2灰黄色 精 良11 7.9 （ヽ.I) 11 内面ナデな出

107 26 F-9 9ライン15-3、'511 KV 環II浅谷

゜
10YR8/3浅責檜色 ＂ 良好 6.6] 1.0 在地

108 26 F-8 9ライン16-11Iii ,,,; ~, ●浅谷 胃 2 5Y6/3にぶい m 良仔 6 1 111 II = - ・ デ カ：“＇
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第16図 XV層出土土器 （取り上げ層 ：15層） (109: 8=1/4, 110・111 : 8=1/3) 
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第18図 xiv層出土土器 （取り上げ層： 14層）2 (5=1/3) 

XV層出土土器 (109~111)
＿旧

面 M 

，，，● .. ,_  - . . .... '..  一 • 一ー・

I Nn 以 r~., '名 Ill一 翻匹”

·-~· 匹IIOOYYRR嘩67/fJ•IIここぶぶいい
.. + OP. ・大履9 I璽の 馘のIt, 9●亭

112 26 E-9 10贋 21-11" ,civ ； やや不• 石,.,
113 26 F-8 951ン141! 血 云一
114 26 F-9 10ラィン21!!1 ,;v 遭9員浅谷 内面ザ饗入？

115 26 E-9 10/1 14/ll .. v 11911浅谷 IOVRJ/2属褐色 やや不良 12.0 120 90 7 3) ·-=• ガキ

116 26 F-9 10ライン23-1層 真,v 渭9員浅谷 2.5¥5/3貫渇色 .... 會""" 11.4 126] Ill 6.5 
117 26 G 9 9ライン14•9層 翼;v ,, 漬浅谷

璽
g_, .ヽ7 10 

118 26 G-9 9ライン1ヽ-911! ,;,, 19!1浅谷 20.0 110,5) 

119 26 F-9 9ラインUPJ '"' 喧 !I浅谷 (11,7) 

120 26 F 8 9ライン14/1 ,iv 遭1員浅谷
121 26 F-8 9ライン1411 '"' 渭II湛谷 テ在地
122 26 F-9 10ライン22-3層 ,w "'負浅谷 ア

123 26 F-9 9うイン22111 ,iv "-'員漫谷
ア.,.,., 

12● 26 G-9 9ライン14-9層 xw "'I浅谷 T1"畑

125 26 F-9 10ライン21Jlt .. v 壇i鮎I谷

芯,：：·~揺ば~"'悶~：菜~~ ' 眈.鵞::●.●:曹ぶ.色..  

""" ,.,., 
126 26 F-10 I ン21-1• xov 遭m皇谷 ， 
127 26 G-9 9ライン14•911 xov II! 贔濱谷 ;+.;-櫨n.,

128 26 F-8 9ライン14 買;. 遭II浅谷 面ナテ在地
129 26 ,-e 9ライン14 鼠;v 壇情浅谷

130 26 G-7 9ライン14 XN 噌i贔浅谷 疇 'TIIII つ

131 26 F S 9ライン14 '"' 遭漬浅谷 糟密遍璽＇針多量1こ貪賓 120 4 2l 1.5 入
132 26 F-8 ーン1、

'"' 
. ;'  IIB 75 1.2 1.2 
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第19図 xiiC層出土土器 (2~ 6 Gr取り上げ層： 10層） 1 (133~141 : S=1/4, 142~144: S=1/3) 
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第20図 xiiC層出土土器 (2~ 6 Gr取り上げ層： 10層）2 1(148・ 149: S=1/3, 145~147・ 150~153: 5=1/4] 
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第21図 xiiC層出土土器 (2~ 6Gr取り上げ層： 10層）3 (154~158: S=1/4, 159・ 160: S=1/3) 

xiiC層出土土器 (2~6Gr) (133~160) 

（ 

... , 口 r.a Itよげ層S .. II名 ・ヽ ●~ 一しげ 11111 匹 I●大鱈" II寓 のII の 、．い●

133 26 E S 10屠 •お 遭鳩濱笞
·~ 涵
.. 10四 /2-&/21こぷい賃帽e.1111 ,、夏~ 28.8 10 11.9 (387) 12 59 I.• 円薔11置法 在地？

13ヽ 2&E-、 10層 盲む 還"浅谷 ·~.... 壼 にIOぶYRいJ/賃3-檜•e11-11灰色 糟 良好 [IS.I] 25.5 18.5) 18.9 35l 8.33 oas 円1i●●滋 在地

135 26 E-• 1011 ,;;c 遭II浅苔 No.、... 覆 2 5Vl/2仄貫色 精 良好 190 16 90 !2ヽ3) 11 FIii露●注 在地

136 26 C• 10-2層 ,.c 遭積浅谷 鬱 IOYR8/2灰Bl!. 糟雹 良好 112 (3U 鱒入

137 26 •-• 10-2層 •iiC ll種漬谷 .. IOYR6/•Iこぷい貫＂色 霧密 a奸 1&0) (40) 内iii"/"デ在絶？

138 26 EF-• 1011 ,.c ｀樟遺谷 蔓 10YR3/I●褐色 霧密 良＂ IJ21 (3J) 内薗ナデ在地？

IJ9'J6 F-4 10膚 ,.c 遭11:夏谷 曼 IOYR</2灰賃渇色 糟 良9子 内外llllll1S?*''在地

140 26 E-S 10111 •記 遭!U谷 Nol110 壼 2SY5/2鰭灰 帽 「匹 '8 39 45 .. 13ヽ 03● oe 円極●●a注ぎ口 5.3在地

141 26 F-5 ,o,,, ,;,c 遭鳩浅苔 No.4511 費 IOYR4/I渇灰色 Ill やや不員 19 10,1 " 
,., 122 0 4,3 16 円釜●●浪 在咤

142 26 ·~ 10層 .. c 遭9●浅苔 .. 10YR7/2にぶい貫檜色 箆 良” 外面黒色 在地？

l'3 26 
F—• 10層 ,;;c 遭..浅谷 壼 10YR● "'皇賃11色 罰• 良奸 薗入

"』 26E-• 10層 ,,c 壇鳩浅谷 No,41匹 • 25Y1/2~6/2灰賃色 胃• 良好 (18.S) 9.5 oa 円翫璽量公 >A嶋煉雇愴の書l¥膏,,
14S 26 F・、 10層 ,ac 遭II浅谷 曼 10YA7/1~6/l鳩灰色 帽 やや不良 20.01 Iヽ.,1(62) 在地？

1ヽ626 F,G-0 ,o層 ,ac 壇樟湿谷 No.3911 曼 IOYRl/3-S/Jにぶい貴褐色 籍 ""不1l228 209 SSI 18.11 "' 5 Z4 1.3 円艦●量汲 在地？

141 26 F-? 10--211 ,;;c 遭鳩浅苔 .. IOYRl/41こぶい賃糟色 糟 良好 「256) [2'_2] (" 3) 在逓

148 26 •-• 10層 記` 遭鳩浅笞 曼 10YR5/31こぷい貫渇色 Ill密 良好 n面ナデ在地？

1ヽ926 F-5 10層 む` 遭鳩濱谷 霧 IOVR6/31こぷい賃II色 Ill g好 内面ナデ在地？

I.SO 26 E• ,o層 ,.c 遭II浅谷 甕 10YA8/ヽ浅•11色 糟1!l ゜”
2ヽ0 2201 (55) 在饒？

151 26 G-6 10111 ,,C 遭積浅谷 璽 10YR1/ヽー"'ヽIこぶい貴檜色 糖密 負＂ め Ol 2101 (95) 9薔ナデ”地？

152 26 e-、 10111 •む 遭鳩浅谷 N~ ●'" 甕 IOYR6/3浅貫11色 糟密 良11 220-n.1 21.1 20.5 1232) 0871 在腱

153 26 C←6 10層 riC 遭II渥苔

゜
IOVR6/31こぶい貧糟色 糟密 I●H 228 20,7 170] II饒

15ヽ 26'""' 1011! 菖.c 遭II浅笞 賽 IOYRS/3にぷい貫褐色 糟 やや不重 2ヽ0 a絶

155 26 F-ti 10層 ,,c 喧II浅8 NoB307 

’’ IOYR6/3Iごぶい賃檀色 糟密 良＂ 239I 2001 19 ll •=• 
15'26 G-6 10層 ~;c 遭1ヽ浅召 NoB118 , .. lOYRS/ヽrこぶい貫檀色 精密 ．＂ 21.0] 1'8] "' 189) 在邊

15} 26 F-5 10層 ,;;c 遭II浅谷

’’ 
2 SV713il賃色 粗已

＂ 
212 163) 内ii"/"デ "I!!?

153 26 F-3 10-2層 ,,c 遭！贔浅谷 夏 IOYA1/1ー1/31こぷい貫糟色 精 良＂ 10ヽ 11 SI IヽSI 0761 円極●●浪 在地

tS9 26 F-6 10層 • iC 雲鳩浅谷 甕 lOYR6/ヽ にぶi'Jl:fl色 糟 員奸 内画ナデ在屹

160 ,. E-5 10-2.11 .. c 壇鳩浅谷 l覆 IOYRl!l/3洟賃糟色 Ill密 良好
Ima+"' n • 

•遍縄賃針●●翼母會賓

xiiC層出土土雑 (7~10Gr) (161~182) 

Ho 6t CA .... , .. _ .. こ“ "' If 1111 ． •<>m ll●のII鶴

151 76 F-6 10層 •心 tt!li皇谷 NoOヽ18.. IOVR7/I ~ l/68' 渭密 良II 134 2$9 11.9 21.3 

182 26 G-0 IOIII 賃;• iiC 噌11:皇笞 "'"'"饒 壼 IOVR1/21: ぷい貴檜色 糟葎~..貪賃 艮If 3111 It.I) れ地

163 26 r-s 1011 •お 1!11: 皇笞 NoCS71 覆

2 IIOO5YYYRR81/6/2/221fx0灰ぶB貫いI!褐貴¢帽色

精 Ill! '601 1441 "●) Ill入？

164 26 本 へ1'-t-18 910層 .;,.c ~II浅谷 璽 n- Illそ ll.l 189 116 "" ,os II地

165 26 G・l 10111 ,;c 噌II浅谷 No_88SS 響 糟 ~" 233] 2321 10,81 (11'1) a地

166 26 拿：ぺ'"い＾ 1011 

＂ 
遭II浅笞 璽 ,。VRJ/4にぶい●槽色 糟密 Qll ［濾I] (3U) ~U) 撮＂籠鯖孔賓l及)び"、"積着Mの

167 26 c-, 10111 心 漕鳩浅笞 NoBJJ● IOYRS/2灰白色 精 艮" 内iiiナデ

'" 2e亭べ9いいA 10層 心 I!! ●浅苔 冒 tOYRt/3一l/31:ぷlヽ貫糟色
＂＇ 

... [311 2H  250) a陀

169 26 F-9 10層 ,iiC 壇鳩浅II 霞 10VR1/31こぷい員糟色 -- 良H IU] 153) IPlili -
170 26 F-8 1011 ,,C 遭鳩浅芥 No.CS.I ． IOYR5/2灰●渇色土 Ill 良11 1101 184 Sヽ一ヽ 9160 23.5 359 0 II 円飯●●払

171 26 F-7 8 10111 •む 噌9ヽ浅苔 ~ 2 SYS/31こぶし¥Wfll. Ill密 良If 114] (42) ,._? 

m 26 Fー10 10~ •む 遭!I浅谷 No.E069 

" 
2 SYl/2 鯛 r.lN [I● OJ 16ヽ） 在地

173 26 F-9 10 心 壇II這谷 10YR7/JIこぶい貴槽色 密
,.,, (17.0] (5.2) 在地？

174 26 F-3 10 .,c 遭II浅裕 IOVA1ハーv•1:ぷ'•tt~ 糟密 良IT 在地

1)5 26 G-7 10! ,,c 遭fl浅笞 ,。VR1/3にぷい貴糟色 Ill密 II.If 
1'6 26 F-9 910 ． 心 遭II浅笞 IOVRS/4にぷい●褐色 鞘 11.•f =~ マ〒 薗入

"' 26 G-8 10! ,.c 遭鳩浅谷 IOYR8/●浅貫檜色 戴●嶋●II貪賓 目＂
,_ 

IJS ze e-s 10 ・ヽC 遭!I浅谷 No6905 IOYR8/3浅貫檀色 賣●嶋•
＂＇ 

内面ナデ 薗入

179 26 F-9 10層 ,.c 壇II濱6 2 5Y6/2灰貫色 "" ？ 

180 26 F"-9 10層 ,ac、重,s 噌!I浅谷 s. IOYRS/2灰貫褐色 糟密 良＂ 内外iiiナデ江絶

181 26 G・l 910肩 •iC 漕II浅苔 U?  IOYR8/2灰0色 Ill密 霞H 内面ハケヽ曇lllt

132 26 G・l 10111 ,.c (ti.I笞

゜
•~VIIヽ ； "" 内面ヽヽケ遣ミガキ （鱒入）
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第22図 xiiC層出土土器 (7~10Gr取り上げ層： 10層）4 (S=1/4) 
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第23図 xiiC層出土土器 (7~10Gr取り上げ層 ：10層）5 (167~173: 5=1/4, 174~176: S:1/3) 
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第24図 xiiC層出土土器 (7~10Gr取り上げ層： 10層）6 (S=1/3) 
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第25図 xiiS層出土土器 (7~10Gr取り上げ層： 10層砂）(183~185: S=1/4, 186・187: S=1/3) 

xiiS層出土土器 (183~187)
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第26図 xiC層出土土器 (2~ 6 Gr取り上げ層： 9層）1 (S=1/4) 
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第27図 xiC層出土土器 (2~ 6 Gr取り上げ層 ：9層）2 (S=1/4) ゚
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第28図 xiC層出土土器 (2~ 6 Gr取り上げ層： 9層）3 (S=1/4) ゚
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第29図 xiC層出土土器 (2~ 6 Gr取り上げ層 ：9層）4 (S=1/4) 
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第31図 xiC層出土土器 (2~6Gr取り上げ層： 9層）6 (S=1/4) 

10cm 

-68 -



（＼ 
• .'、',、

‘ 、 、 /! 
に．」：二:__ _j 233 

ーヽ
r

／ー`
‘

ヽヽヽ ヽヽヽ`  ヽヽ

234 

゜
10cm 

第32図 xiC層出土土器 (2~ 6 Gr取り上げ層 ：9層）7 (S=1/4) 
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第33図 xiC層出土土器 (2~6Gr取り上げ層： 9層）8 (S=1/4) 
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車34図 xiC園出土土器 (2-6Gr取り上げ圃 9圃)9 (8='舛)
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第35図 xiC層出土土器 (2~6Gr取り上げ層： 9層）10 (251 ~255 : S=1/4, 256~261 : S:1/3) 
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第36図 xiC層出土土器 (2~6Gr取り上げ層： 9層）11 (S=1/4) 

No l区 GR .. ~, .,--;: 
し ・タ， =•、、

ロ＂ 聾寡 置の ー 1●t

188 26 G-5 9膚 心 I遭檜浅谷 No.3760他壼 2 IO5YYR63//fJにヽ鼠ぶ渇い包貴土位 1111密 良好 16.S 25、8 12.0 (29.5) [ll97] 

189 26 F-< 9 

,;c I 星[
、一9鬱.. 

鼠
I I「16.5 29.5 9,5 132 33.5 11 ll ., 、-190 26 F-5 ,,c 13.J 1[3031 108 127、O) --191 26 F-5 9 

買,菖℃;;c c 
30、6 lf8.0l 100 3e.n 極

19 26 F-• 9 1r1• 51 [24.J 120 31.3 .76 0.5 ,~ ,._, 
19J 26 F-5 9 No4 6.5 1661 52 20.0 ,.., 
1941>● F-、, ,;c ： No.J446 Ill 17.0 15.1 9.4 ,.,, っ

195 26 F-2 9層 翼む 壇禎濱谷 量 Ill密 良好 [12.8] (8.5) (U) 在地
196 26 F-4 9 ,;c 

暦血
， 

22-0 6,7 Z嶋
197 26 F-5 9 ,;c I 21ヽ l 33) 右紬
198 26 E-2 9 '" No.2154 5YA8/2~'1/ヽに＂い 17 71 23.5 82 14,8 215 7.07 ¥ 6 法 な袖
199 ?6 •-s 9 x℃ I禎浅谷 No3000 IOYAS/ヽ にぶい 17,3 23 2 "2  (2~S) (1051 
200 26 F-4 9 x℃ I 浅を 2.5V4/ 2• 11 ill (58) "'"' 201 26 F-、， ,iC t'' ｀鳩o,31JSJ25f

12匿IOY0YR~YRM• ● //321I~: 灰ぷ5白/い2f ! 

15 2 100 (220 9一
202 26 F-4 9 x℃ I ,, ●谷 No 3250 18 2 11.5 (130) 
如 26 F-• 9 ,iC 遭浅谷 2J.8 15.5 
204 26 F-4 9 ,;c 1浅谷 39.3 ~-205 2S F-3 9 x℃ 積浅谷 No.1450 t 21.0 1ヽ2

＂＂ 
206 26 F-5 9層 ,;c 遭11浅谷 壼 2 5Y8/2灰白色 精モサシャ會ー賓 良好 (23.8) (7,l) 在地
207 26 F-4 9111 ,;c 

豆塁皿谷谷
No.3253,:1111 .. 10YR5/31:: ぷい a心 20.ヽl {5 9) 

208 26 F-6 9層 員;c No.8143 書 UY8/J浸賣色 .. a心 25.01 (,i.o) 

209 26 F-6 9層 9℃ 壇桟浅谷 No.8137 壼 内外 IIOOYRYR48//22灰~S貫/2褐1:色ぶい賃檜色 粗 良好 33.2 14.0 (36.6) 

210 26 F-3 9層 ,;c 壇損浅谷 No.2350他 憂 外内 22.SSYY4/4オリー'2灰プ岱貴色色 精 良I} JJ.6 5.5 C39.3) I.I 円筐箪置滋
'211 126 E-5 9 .. c 濱tiNo4047 -2 SY7/ 1R .. ., 29 6 6.01 IJC.O) 門癒I!●注・ ,__ 
212 i?6 F-4 9111 ,;c 壇It浅谷 No.2426恢 署 IOYR4 m 霞,., 43.8 158 （ヽ55) ・ヽ-
13 26 F-6 9111 真;c .. ,. 浅谷 事 10YR11 18 .. ●9 

"'""+"'た紬1'126 G-6 9 ,iC 叩浅谷 .. IOVR m 
＇ 215 26 E-2 9層 ,;c 遭積浅谷

No.23 1 4.2312, 
壼 2-SVS/3貴褐色 ＂鴨雹？會會膏II良好 内面ナデ識入'"' ,. 26 • - • 9 ,;c 

"夏〇 No.3486伽 Y5/3 oヽ"o (205) ？ ?17 ?6 GF-6 9 ,;c •-~ 谷 No,8217 I tNR 7/ 4 ~ 6/ヽにぷい一一〇 - 1126 31 1381 216 26 F-4 9 ,;c I',  2.SY6/3~7/3・ ,_ 
15il UJ l19 26 F-6 9 ,;c t 浅谷 2 SY7/4~6/3にふい 17.S 11.4 ._., 

220 26 F-56 9 置;c t 、 No.2897 IOYR6/'fこ入い 17 31 11 47 (6.8) 221 2 F-、 ， ,;c 
' i隻谷 2.SY8/1 一 18.2 1351 IU ？ 2 ,, っ• F-4 ,;c ・,.:No 

＇ 
； 

22.B 171 9 46―亀.t.... 1<47 9亀．

xiC層出土土粒 (188~222)

＼） 
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軍37図 xiC眉出土土器 (7......10Gr取り上げ層 9眉)'2 ($=114) 
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第38図 xiC層出土土器 (7~10Gr取り上げ層： 9層）13 (278~282 : S=1/4, 283・284 : S=1/3) 
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第39図 xiC層出土土器 (2~6Gr取り上げ層： 9層上面）14 (285• 286: S=1/3, 287~292: S=1/4) 
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10cm 

第40図 xiC層出土土器 (2~6Gr取り上げ層： 9層上面）15 (S:1/4) 
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10cm 

第41図 xiC層出土土器 (2~10Gr取り上げ層： 9層上面）16 (302~309: 8=1/4, 310~312: 8=1/3) 
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゜
10cm 

第42図 xiC層出土土器 (7~10Gr取り上げ層 ：9層上面）17 (S=1/4) 

I I xiC層出土土器 (2~ 6Gr) (223~266) 

心 区 <.H '. ,. 冒,.,,
＇ 

n最 <M 

223 6 f-5 ． 真< 遁谷 No。2898 1,2 12 2 

22• 26 F-e ． ,;c り漫谷 (2ヽ9 IU tt ... 

ii, 26 F-3 ． ,;c 遭!I浅谷 (21.3 15.5 (62 

226 6 F-6 ． ,;c ＂鳩浅笞 No8155 19.0 ,sol 

227 6 F-6 ． ,;c ,,,. 浅谷 18ヽ •• ？ 

228 28 F-2 ． ,,c 遭11浅谷 151 （ヽ，5 つ

'29 26 F-、． ,,c ltU漬谷 鳩,1

230 l26IE-3 ． ,,c ""'浅谷
， 240 [220] 5.6 ,-

231 26 F-3 ， ,iC 遭II浅谷 No2707枷 2761 285 I 8.3 273 

232 28 F G-6 9 ,;c ,, .. 浅谷 21 ol 18 31 17,8 11.7 ぇ,.. 

233 26 F-、 ， ,;c 1111浅笞 No 2802陀 23.0 222 68 19.3 [290 1!1.34 11 円極●置ぼ

234 26 F-5 9層 心 壇11汲笞 No.3767他 璽 良＂ 22.S 19.7 18.3 {22.3) ［ヽ.85] 在地

235 128 -3 ， ,;c 遭糟浅谷 23 2-25(1 113 1s~1a 22、 292 705 08 円翫詈霞ほ n 

236 26 F-4 ， ,;c ,, 積浅谷 I 225 11.3 18.5) 

註237 215 E• ． 夏;c 積浅谷 218 201 61 18"3 300 SS6 

'ほ
238 26 F-4,S 9 .. c 鳩漬谷 No3037 190-202 17.3 53 nJ 23,1 70 

239 26 F-4 ， ;ヽc 慢積浅む No.2576他 11$-191 17.9 S.8 160 214 3」3 右細

2,0 26•- 3 ， ,;c i, 鳩洟裕 261 23.4 222 31 fl 8面1 1.iT 

1241 26 F-5 ， .. c 壇II浅谷 No3709池 ’ 
21 0-2, ~ 9.1 51―11 175 26.7 4, 16 08 ぇ,.. 

2,2 26 F-4 ， 翼心 遭鳩浅苔 No.259• IOYR5/2 ・- , .. 51 16• 1、05 09 円飯露置法

243 26 _, ， ,,c i,11浅谷 No21!>5 IOYRS/3にぶい ． 18' •. , 105 17 5 J.62 08 円鰤編•公
2ヽ926 f-3 ， ,;c 遭II浅谷 No2669tl!! IOYR8/4t.a• 這 0 ． IS0-1S.5 15 5 6 7 132 no  12.1ヽ

9層 No.305011!! 甕 内..IOYR3/1鳳'こぷ渇い色貴糟色 !IJt [22.0] (5.8] (26.4) [113} Pl、II置辻 在地245 26~- 5 翼に 壇り浅8 10YR6/ヽ 糧 196 

2<6 26•- • ... ,iC I●I●9 No.B234f'O 

゜
10YR8/3 , .. 

''" 71 ,.. (29.7 1103 門衝露置i! ・-
2'7 ● F-4 ... ,.c 漬谷

＇` 
$V8/ .. 05 183 es IS8 262] 427 I I ＇ヽm ,. 

2ヽ82& F 5 9層 ,.C 遭騒浅谷 No3J37倍 費 lOVRl/1~7/2灰e色 ＂ 
「21.8 160 6.8 23.0 318 0.5 ・-

i .. 26 F 6 9層 ,.c I'll浅谷 No.B153袖 ． 
2I11.O00SYVYYRRR7/lS8/3/1/33浅1浅渇こ責ぷ灰貴砂い色惰賃色樗色

Ill 良 38ヽ 4ヽ 6 32-3 (330) 在地

250 26 F-、 9層 ● ,c 壇1,1浅谷 ． 冒欝一 179 147 l'2] 111• 5] 2171 

'251 26 G-5 9層 .. c 遭tヽ浅苔 No.3482 甕 冒詈＇`冨； 27.0 258 2'21 (126) 
. .., 

252 2G E・2 9層 菖;c 遭＂浅苔 No 1973!1!! .. 193 197 171 而251<181 克填法 '"' 
2'3 26 F-S 9層 ,,c 遭“浅谷 No JOOS倍

芯1I,.,0OYY隅RR80/~12/I~3出-1渇こ,11ぷ灰灰い色●賃渇檜色色
.. 良好 u,-zu 23.S 8,、23.1 321 890 08 f'lli●置注 在地

25ヽ 2& F-3 9層 ,;c IJII浅苔 No2820ttl! Ill 良好 22.6 20.0 82 190 286 S881 1.0 円冨鐵胃公

255 26 E-2 9層 ,;c If鳩漫笞 No 2506 9冒菖 ＇ロ・ふ 310 (SS) 邊9

2S6 2$ 0-6 9層 ,,C 遭騒汲谷 No8228 
＂ 

ll好 ナァ在地

，＼ 1257 26 E-6 9層 ,;c ., .. , ●笞 9冒言 巨量・ 内轟ナテ u-
1258 2S G• ●層 賃iC ,, 鳩浅谷 IOVR5/31こぷい一2菫〇 In 良好 内 デ在邊

'259 26~- • 9雇 .. c 遭＂：鵞谷 10YR4/ 2• Ill ーエ ナテ在絶ウ

'260 215 F"-5 9層 ,;c 1111浅谷 IOVRl/31こぺい賃檜色 Im 良好 内ilii T ffjjO 

1261 28 G~S 9!11 山C , ... 浅谷 璽 10YR7 貴楼色 籍 良好

1262 26 F-6 9層 .. c 遭＂浅谷 NoB、80 11? 10VR6 色 11!密 艮好 25訓271) 53 25• (27.3) 7551 0.9 , .. , " 
283 26 F-5 9層 ,;c 遭＂浅谷 No3972tl!! 虹 ？ IOYRl 9鉛 In U3-2JS 21),7 71 10.1 Zo.l 3 29 15 

-・・ 法
在地？

'26ヽ 26 F-6 9層 ,;c lfll潅裕 鉢 10YR8/4浅賃橙色 IU ロ・孟 24.71 1,0 21.2 49ヽ 1.0 法

26S 26 F-、 9層 夏;c 遭り浅谷 No2鼻26

“ 
7 SY随 Iヽ~IOYRB/3浅貴檜1＂密 良好 19.3 155 2 18 13 Pl誓●●追つ ？ 

i•• 10 G-6 9層 菖K 遭鳩i鵞谷
_, 鼻~．， 10YR8/l灰白色 9冒``露9 ,a心 IIん 育:ti法., な曲

xiC層出土土器 (7~ 10Gr) (267~284) 

No I!>< CR 訂 げJI .. ； m けこ 0抒 l最大置抒 ''"" 慶の鵞 ＇，． 

16 26 8 ， "c ,,. 谷 No 88"21 '1SYR8/1ー113: 80-U ,.. " 162 1.63 1 0 
1268 26 F-7 ， ,;c 1!11浅谷 No 8802 2 5Y8/2 13.e 60 71 170) 09Jl 12 "' 209 26 F 8 ， 11C llt 

鵬『＇
40] (65 

1270 15 F"-9 ， .. c NoEOJ ~ 19.81 52 

271 26 F G-7 9 ,,c No B73' 38 61 
272 26 (l-7F-8 9 員iC 苔 ISS 5ヽ
1273 12'0-7 ， 夏℃ 谷 No8730 やや不良 n• l、S

”‘ 
215 F-78 9 .,c 谷 ， 2271 IZ 7 12 7) 

275 11 G-7 ， .,c 谷 No8751 

2 72II .OO5Y55YYYYRRR8/8ll•7//II、1•●~演~褐1こ8/贄>ぶ灰IO?色浅い色灰貴贄9帽檜色負9 

2071 ll3S8] OS IH 49S 19.7ヽ 0.7 円極髯置公

276 2li F-7 ， 翼心 谷 No8"1 ,~ 12.0 112 60 82 13.Sl 0.841 1,3] 円箪憾貫公，，袖

111 26 F-9 ， 置,c 谷 NoEOIS ， 17.4 145] (JI) ［屯

278 26•- 8 ， ,;c iS No327U4J.S腔 ~ 326 "0  2901 15.7) "'"' 279 26 F-6 ， ,,c 芥 No8Sヽ5 J 230 206 es 19' 25.5 5.25 I● *~ 
12印 ?6 F-8 ， ,.c 笞 No8897 IOYR4/2 ,,. 350 328 31,0 279) 17 79 
281 26 G-9 ． 買< ll NoEOOS 2,5Y7/2灰貫色 212 20.1 189 (190 ，ヽ13 な＊

282 126 f-9 ， ,,C ．芥 NoE023 IOYR$/3にぷい 260 94 .,,,. 
283 26 C・9 9層 ,.c 遭檜浅笞 覆 外o,2I.O5YYR闊l//31&檀こぷ色lヽ●捻〇 鴨霰含1!冨;>色 良H 搬入
128ヽ 26 F-8 l筐“ tfll, 隻行 暑 10YR5/2 ロ・z ,~-
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xi層出土土翡 (285~314)

No ぼ CR 11.l;ff屠 名 IYー， ●● ヽ● .... ,, ~~ a,: ~ 六
の渾さ --の

285 26 F-6 9/ii.l: 面 " tf鳩濱8 過； IOYAB/2 鴫 ~. ...... デ a邊

288 2S F-3 ,111.1: 祗l 息9 '・'"'溝谷
.. IOYR'J/ZIこぶい貫 曙密 l>Jl ff~ 

287 2& ,_, 9層..l:iii " 壇鳩浅8 轟 IOVRt/3-W?I:: ぶい貫檜色 噌 ＾＇ "2 "' !l?ll ~~ 

288 ,. F-5 9層 上iii “ 
遭禎濃笞 No.3303.3鼻10 費 外..I,O. YAe四 /"31●こぷ渇い色賃＂ 色 糧密 llt! [211) (18.0] (I J,7) II嶋

（ 

289 28 0・6 ●肩 上 ,, 遭9●浅6 ． 2 5Y1/2~6/t Rt墓 伶 = ， "' 疇1 · ~ 

2印 26•-• 9層 上11i 裏9 ttll浅苔... ,, ... ... .. 2.5Yll/1灰〇色． - ， •• ,ea ヽヽ ー11 '" 8 17 I 1 ヽ~

291 26 F-5 9膚iili 翼9 ,, 鳩遁笞 No3721.3980飽 轡 IOYR8/3 ， 133 '" 
J7~IO II● ,., 15 33'1 Pl4i冑璽北 - ? 

292 28 E-• 9層上禰 ,; 壇鳩浅芥 No 2213 .. IOYI渾1,-、12灰貫膚e
＂ 

,o, "' " 
133 n,  :J II I 2 Pl箪重●埠

'" !6 F-• 9層上ii ,; 遭積浅谷 No ◄lヽ6 壼 25Y● ""'曇色 糧密 '1 ,,. 190 130 (15 7) 在絶

29亀 28F-5 OIJI上董l ,; 遭槽浅び No 2996 J• IOYR7/Jにぶい胃糟色 l順
＇ 

185 131 10I 12? 200] 178 1'1 円箪••丑 在亀

295 26 r.E-6 9111上Ill ●9 噌II浅笞 璽 10面 /31こぶい●渇色 麗密 ， ,,o 1• I 11 ＂地

2!lfi 28 •-• ●層上童l 翼； 遭fl汲石 i● l5Y8/I灰白色
,,. 

'"' 
,., ,.' 60 17S 144 IヽI I I 門奮竃•1-1 ~ 絶

291 26 F・6 9111上董i ●9 !JI鮎●笞 No810ヽ l● l5Y511鴫＂量伶 II ＂ ". 221 , .. 333 693 03 円極●●9長 -~ 
298 26 F-J '"'上畜i ＂ 

遭II浅苔 心 ．＂ヽ 0他 璽 IOYR1/31こぷい貴糟色 II氾 '" 113 ,u 183 ,1s: LJI] 円lilill<!
,,. 

299 26 F-34 9111..1:ili 菖； 噌II!鵞谷 ,. '5Y8/3演 貴色
,,. 

良tf 250) 2241 208 (115) 地

JOO 26 F-、 9111..t: 面
＂ 

•II• !Ill No,1911 甕 IOYR8/3浅 色 II 心 2601 '" 
(19 S) "ヽ

”’ 
26 F-4 911.l:.ii 翼9 '"●浅谷 NG2197 IOYRG/28:' , ..  冨

＂ 
25&] ". ne  (18 I 

302 26 F-6 9111上Ii 鼻9 Ill● c¥11 Ne 8104 IOYR1/31: ぶい貴 II密 I 10 12 I 5 2 "' ,s, 093 20 円働虜●,. ＇云 し

303 26 E-3 91!1..t:ii ●9 lilll浅谷 心"""伯 IOYR8/Jさ
, .. 

＇ 
us-112 ... u-u 205 ,., Im~ 心ー!t 量r

氾 26 F-S 9層上ii
＇` 

1111浅谷 No3725 IOYR1/Jr: ぷい貫 ＇ 
15&ー180'~, " 133 

18& I 79 2.1 "幽
305 26 F-4 9膚上直i ,; 噌1●浅笞 IOYR5/2・ ,~= ， 193 ,s, 

"' Cl'18) 

磁 16 F-2 9層上直i
＂ 

遭II濯谷

“ 
'15Y6/3にぷい貴 Ill ， 3301 25.0) ()9) «~ 

”’ 
26 F-3 9111上ii 翼9 "'●9隻笞 No'Zヽ8~ 1• !SYJ/3浅賞色

, .. ， "ヽ 65 ”’ 
242 511 I 8 法 IIlfl 

,oe 
l6 F—• 

911上面 翼9 遭9●浅谷 Ho856G 
＂ 

IOYR● 13:l II密 良” 11.3 113 (11 4} 

"' 
C 達

四 26 F-9 ●層上面 ●9 "●谷 No 8Sl3..8Stt.eett ． IOYIヽ5/1. やや不良 ,.. ,,. 10., 

310 ?15 F-8 ●層上面 " ""濱苔 1 SYRl/6檜 色 ｀ ＇そ
石屹

311 215 E・7 9層 上面 員9 遭鳩：長谷 壽 2.5YS/ヽ 淡責色 II RI/ ..... ,, 紅珀

312 76 F~8 ●層上面

” 
遭檜9皇6 ． IOYRl/3浅 貴II色 ， 内...,.. a. 雙

313 26 G-1 9/11上由 ” 
膚鳩漫笞 No0607 璽 IOYS¥S/嶋Iこぷい●＇穐色 II 

＂ 
25.6 21、 ,., 195) 

31' ,s :t: ペ凡トリ,8 し高

” ’’” ’’ 
10YR6/28'賣 色 , .. ,. 9● DI 2, 61 19S 19.、

“渭出土土討 (315~362)

"""' GR .... , i .... 名 H IHげ
＇ 

9● .. ・>;II~ ~~ ・の
315 16 F-6 8層鷺門色：ヽエ xA 遭,,浅谷 .. IOYR8/2 1戸 靡 9●』 内轟鸞奪<tQ珊

316 26 E-0-6 ●層鴛褐色•U ,A 噌II浅笞 .. IOYJtU2-Ulにぶい賃糟色 .. 
＂＂ 

IJi'蛇

317 26 r-3ヽ ●層●褐色,.土 ,A IYII浅笞 No 124$ 曼 >SYS/>灰e色
帽 暑嶋●It 

良ll [9.1) tO.ll 讚入
鼻""書．．

31! 2& F-• ．層置渇色鳩工 、^ 遭積浅6 No,3191 奪 IOYR8バ 浅 賃檜色 糟密 I悶II "' II 5 （● I) ·-~ 
319 16 E・2 8-2.9層 ,A 遭鳩浅谷 憂 内~2SIOYYR6/</1!2灰昂貴111色や 糟出 良IJ [ISS) （ヽ1) a屹

320 26 r-6 8讚●鳩~11.:t. 翼^ 噌鳩渇苔 No 00915 IOYR61'~ヽ "灰賃褐色 l!ltそ H~JS 241 5,7 '30 5"  (10) 円、髯●這 在冷

321 '16 F-~ 9層量渇色櫨土 J n鳩漬笞 No 2t2lf:! 1 $Y1/3浅 貴色 ""' RII ISO 

”’ 
9.1 '" 492 ” 論

322 16£-3 a層量渇色湯土~ n鳩：鳥苔 No 2223 IOYRB/2氏 白色 .. 口 ll 11.J 17 5 ,,_、1 143 311 円翫重•払 在地

3,3 '115 f-3 9層鳳渇色嶋土 •A 遭鳩浅6 No27箕鎗 IOVR7/3にぶい P .. 良9 135 に用櫨すす付●

32• 26 E-'3 8層鳳褐色遭土鼠＾ tfllt隻笞 No.1101飽 2 SV0/3洟 貴色 I糟密 lllJ 18.0 JIヽ 8.1 145 3)7 13,23 I 2 門llilf■ll

32S 26 E-2 ●層鳳謁色鳩:t•A 遭鳩浅谷 No,2144 

2'IIlOO0YYYYRllR8l/S/I7//3濠3員にに灰ぷぷEl色いい~貴賃褐檜色色

輝 lllf 21 a 9.5 12,5] JI.OJ 9 SI 111 II社

32● 26 F-3 8-39層 翼^ 漕9ヽ濱笞 No.2440恰 ． 良11 131 74 7 10 .... ,』 111-1 lH  111 o, 填法 在地？

3'7 26 E-2 g層鸞渇e鳩土裏＾ 遭鳩浅谷 壼 籍 Ill ,so 125 431 ,osl 1!0 11ヽ 0.1 円、重●北

318 2e •-• &"鸞鴻色鳩±.0(/l. 遭鳩SIii l● m- 良II 200 (52) 絶

329 26 E-3 ●曙鳳褐色遍土 ,A 遭11浅笞 璽 IOVRfi/31こ，..ぃ●)1-f:O II 良II 113 1'91 ('4) ・饒、

3)0 26 F・3 8-2.9層 員A 遭II浅谷 璽 IOVR0/2灰 貴渇 色 IIそッ密ト●シ書ャー RtJ 153 (13 l) [12 0) 111) 在地？

331'16 F-、 ●層●渇色嶋土 J "'員洟苔 No18的 璽 IOYR8/I Jl.8色 糟密 Ill! 145] 102 93) 

332 18 F-5,6 8・?9111 ,A 遭鳩浅谷 N1;1.J•Ut:, • 2 SY1/3浅貴色 糟 ， ,sa 1'31 ,111.31 154 I 00 円重璽•浪 -~ 
JJJ 26 E-2 ●層累渇色11.t 夏^ 遭鳩浅谷 ． IO'VR1/3にぷい貴TI色 糟 ， 223 ,o●l 20.8 It!) 38ヽ “邊
33ヽ ,6e-, B-1,g層 ,A ”鳩濱谷 No.1719飽 璽 2 SV8/I ~8/2Rc〇色 縄 !lll ,., ,,, 

"0 (23 2) ,,. , ~ 

335 26 F-8 9層•111~•、土 A 遭It,皇谷 IOYR8バ~8/6貴憤色 II雹 9.1! 265 (24 2) 111 (US) 809 0地

336 26 F-5 9層量渇色填土瓜＾ 遭1●浅笞 ． IOYR6/3Iこぶい貴1l色 ” Ill! 2,0 750] 206! (2<).!I a• 

331 28 F-4 ＇層鸞渇色II土 .cA 遭II浅6 ＂゚ Z51Z他 ヽ 10VR8/4浅貴 檜色 ＂密 RI I& Iー11ヽ ,., (... , ,r,., 

3埠 16r-3 8層置氾~I●土 cA !fll,~ 谷 ． 10YRi/3にぷい員褐色 精密 ~II 118 149 IJOI /1.地
339 28 F-、 8層鸞褐色鳩土｀＾ 漕11漬谷 No1941ft!I 璽 10VR8/I A.; 白 色 1精 良II ,,. 21.9 19) (11 OI ,n奮

l J 
340 26 e-, ●層●隠色1●土｀＾ 壇11浅笞 No.lZ12tt¥ 璽 内"'IIOOYRYR●●nIヽ灰Iこ貴ぶ色い賞 檀色 Ill密 Rll 21.!-2'. IBl U 180 ,a '" I 0 充鳩注 II地

:141'6 E・2 ●層●渇 遍土 翼^ 渭II洟笞 ~o呵111い抱 15Y8/3にぶい貴色 ＂ Ali 203 "' 11501 112 '" 310 I 0 門誓 ；£ 9讐~贔

3ヽ22S E-2 8膚鳳渇 鴫土 ,A 渭＂浅谷 ． 

瓢
tl 11,1 1● 71 63 22.l 110 0.1 円誓 ：長

3ヽ321!1 •·• 9●重鴻 嶋エ.,. 遭11:i谷 Mo I鼻Jヽ畑

一
糟日 ＇ 

,oe ,., l「5●1 , • . 11 , .. 3印 15 充填II, •地
3ヽヽ 28 •-~ ●層鳳渇 嶋土 ,A '"ヽ浅谷 璽 .. 

＂ ＂ ゜
2201 II Z) 2エ

3ヽ51fi F-S 9層置渇 鳩土艮 ,,,, 浅苔 No 3077 .. II.If '" 17.• (80) '"' 3ヽ626 E・8 ,11畢鳩色鴫土山 遭積浅谷 ... , ヽ蠅 壽 糟密 11.ll 218 '"'" "・" a地

341 26 F・7 9層●渇色嶋:I:...... 遭鳩浅谷 No85S2 壼 外 IOYRl/4-t/ヽ にぷい貫檜色
糟 flll [16.S) (210) IU) ≪地

3<! 21 F・l 9層鳳渇色輪土 a.A 漕鳩浅芥 壼 '5Y8/2灰白色
＂ 

Ml  138) 168 fiO ● 01 '" 2 S4 1 0 ii. 在蛇

3ヽ9zg F-9 9膚量渇色嶋土 .A 噌鳩浅苔 憂 IOYRl/21こぶい貴惰色 111密 ＂ 
200 13.01 (78) ltf地

lSO 18 E-& 9層鳳渇色..:t. ,A 遭鳩浅谷 I OYh:4/2 ~ 6/2灰 II 300 1111 (&0) 

351 26 F.G--8 9層鳳鳩色増± "' 渭鳩濱谷 :t SY8/3 色 ＂！ Ill! ISS (80) '"贔

35,:'115 F-9 8糧皇渇色場土買＾ 遭鳩浅苔 IOYAl/2灰白色 耀 rlH 内轟ナデ在地噌

J!53 26 E-7 ●層置褐色纏土〇し ＇鳩浅谷 UY112灰賃 色 ＂密 ~II 在地

35ヽ 26F-1 ＇讚● 渇色嶋土 累^ llllfJI! 10YA$/2 褐色 帽密 I良" 内illナデ

lSS'16 ,-, '"鳳褐色lt:t;A "'鼻浅笞 曹 IOVR8/! 灰B" 糟 良JI ≪冷

J:56 26 f-8 9層凰渇色綸土 ,A 遭鳩：曼笞 No 8615 e '15Y7/'1 1111 鳳 •ヽ ■A 

JS1 26 fG・S 9隈置褐色鳩土翼A ＂鳩！真け 壺 OOYR11/2灰白色 糟 口 m 内羹ナデ在地

3S8 26 寡ペII,~IS ,11翼渇色湯工重＾ ＇鳩rt谷 ． 2 SY7/3浅貴色 II密 ~II n,  21, e J , .. 259 551 I 0 

359 26 r-1 9膚鸞鳩色増土 •A 0,11:1笞 "'9 834贔C~I• . OOVR渇/3濱貧It色 縄 QI! "・' 26 I 6 I >JO JtiO I 132 0 7 lITill ほ地

9的 28本 へ9り・IA 9層鸞渇色；t:i: 瓜 噌鳩：隻苔 璽 2 SYB/'llx.O色
＂ RH  '" 

21 I 61 181 '" 612 08 充頃公 /[地

361 26 E・9 811重渇色鳩.:taA ;!II浅6 ll IOYR6/3にぶい賃檜色 II密 Ill! 232 ISO] "If! 
36> '6 G・9 B層置褐色珊オ~ ,.,.. 遭,.浅芥

｀ 
IOYAl/ヽ にぶい貴帽 色 密 ロ・』 '3,0 ,,,1 WDl (1'11) “• っ
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0 10cm 

第43図 xA層出土土器 (2~6Gr取り上げ層 ：8層黒褐色埴土）1 (315・316: 5=1/3, 317~323: 5=1/4) 

-81 -



f 

( ) 
327 

u九
329 

。 t蜘

33<l 

1¥44図 XA圃出土土器 (2......6Gr取り上げ眉・ 8眉鳳褐色埴土)2 (S=1I4) 
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第45図 xA層出土土器 (2~6Gr取り上げ層： 8層黒褐色埴土）3 (S=1/4) 
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ご雪xA層出土土器 (2~10Gr取り上げ層： 8層黒褐色埴土）4 
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第46図 343~351 : s
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第48図 ix1A層出土土器 (2~7Gr取り上げ層 ：8層黒褐色砂～埴壌土層）1 (363: S=1/3, 364~374: S=1/4] 

0 10cm 
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377 

（
 

379 

380 

．ヽ＼

゜
10cm 

第49図 ix1A層出土土器 (2~7Gr取り上げ層： 8層黒褐色砂～埴壌土層）2 (5=1/4) 

ixlA層出土土器 (363~382)

＂^  
,.. "・ 冒.., 

•一曇 '"- 胃..噌 ,T , .. ... 
6 26 

_, _, 
,.IA No.1400 ,v 内画ナデ

364 26 a:; ベJI,►,0 ,s-2 i菖1A 10YR8/4・ .. (10.3) «令冒~

365 26 E-2 8-1 ixlA IOYR4/3にぶい 7,、 ""' Ml 
366 6 -• 5 I i11.IA 

讐需品廿遠宮や’P

68 46 (11.?) 
361 6 -3 

_, 
i貫IA ;, No 15761578 266 J4 90 c,,,i 2拿

m 6 -•F-4 81!1 i算IA ； No.2ヽ95 ー ・ 16.0 14.0 11.8 (136) ？ 
369 26 F-3 S 1 S 2層 1,1A 浅 ,s.a 143 138 73 
JOI? 凧 -・ _,,,. 

,,1A 9員浅 No.1850他 17.7 152 53 12.2 19,9 I 98 '* 
371 26 F-6 8-1雇 1,1A I浅谷

,., 11 17 7] れ 3) 5.791 
372 26 E-3 8-1 8-2層 i111 A. ・f:t. No.221~ 佃 18, ヽー19,、16,1 .• 14.4] 25.0J 2,81] 1.7 ~--· 一:1,. F-• 8-1111 i翼IA 9這公 !.SYS/I 15.1 14.3 13.1 13.5 Iヽ4 ？ 
74 26 E-3 8-1111 i11c)A 

'●● 
1DVRe/31こぷい 17,0 17.6 14.7 15.2) ’’ 7 26 F-5 8-1 8-2層 i萬IA

NNoo .3037 4 176 他伯

2--5'<8/I ~8/Z 20.51 19.7 •. ,-u 153 27.9 4.86 0.8 円軍瓢• ？ 
7 ,. _, 

8-1 i:ii:IA ．込 10YR8/2 • 16.0 20.5 1.621 這入 ” 碍 5,7右蜻
377 26 F-5 8-1 ixlA IOYR● 12~11ヽ浅賃色 14,0 (10,1) 
378 26 F-6 8-1 i箕IA IOYR7/ヽにぷい tll色 20.3 

22. ゚
170 (180) 

1379 26 F• 8-1 i,1A IOVR8/ぼ口 1 0 21,0 188 8,3) 
函 26 F-6 8-1 i,:1A 10YR8/2灰日 内面9ヽ ケ薦入.. , 26 亭ペ,t,.t-lO 15-2 I i,1A 10YR8/ 28'E> 254 10"J 164 6'.  ,... • .. , .. 『"-・
362 26 遍：ベルt,.tO 15- i11IA 浅谷 lOY が ... 13ヽ01 1137ヽ n≫ ・-., 

• ンヤ モット,..,. 
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第50図 viii1S層出土土器 (7~100r取り上げ層 ：8古層） (8=1/4) 

~ 

。
10cm 

（） 

｀ 
~ 

＼） 

386 391 

/’
394 

r/
 吾

写t.[
-

――-C 
亭
“
=`
_

鬱
咤

392 

゜
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゜
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第51図 viii~ix1A層出土土器 (2~6Gr取り上げ層： 7層黒褐色砂壌土） 1 (386~393 : 5=1/4, 394 : 5=1/3] 
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第52図 viii~ix1A層出土土器 (2~6Gr取り上げ層 ：7層黒褐色砂壌土）2 (5=1/4) 

、.,̀
`

viii1S層出土土器 (383~385)

9の口さl厄＂の

viil~ix1A層出土土詐 (386~399)

No rll G, 11.tlflll名 れー11名 漬 II名 .. ""' .... ＾釘

―`江
11大II.怪 H重 ... 島の霞さ 償割の11:t .. ,.. 

J86 6 F-4 7- v111~1• IA ： No 1027 2 5Y7/2~8/2FJi白伶 3.6 177 1 108 (J0,1) 
387 26 F-4 7-2肩 ..,,,,~, 凪IA 遭楕浅谷 No 1906 2 5Y7/2灰貴色 23ヽ 13 7 9.7) 
388 26 E-5 7-2贋 1111i~,11.IA ,, 情浅谷 Nol486 10VR8/I灰白色 18.1 13.8 (6 I) lflil> 
389 26 F-4 7-2屑 v111~1xlA 遭!A;隻谷 No 1008 10YR8/2灰白色 16.11 14 01 (68) ff怜9

390 26東カペ 7-2層 "'"•-•• IA 壇積浅谷 壺 内 10YRB/2＂灰真!'F白色l> 絹密良好 7.、 ，ヽ7 (7 4) 在地外 10YR4/
391 26 F-、 7-2111 "•1-1M IA '"A浅谷 No 1067 2 5Y7/J浅責 -= • 15 0 9ヽ (151) 
392 26 E-、 7-2層 ., .. ,~1alA 遭積浅谷 No 1099他 10YR6/2灰貴・・-鯛 21、 19 1 13 0 Cl90) 
393 26 E-、 7-2房 Y•1~11tlA ＂情浅谷 2 SYS/ヽ 淡賃 -- 15,0 12 JI {1?5) ~ 
394 26 E-4 7-2層 v.ii~1alA "'鮎隻谷

2 5Y8/4淡貴 五1色饂綱密395 26 F-3 ？ー11-2層 v•1~111IA 壇墳浅谷 No.1229 IOVRl/21こぶい贄l 232 24 2 6 I 19 0 300 7 59 0.8 '"Ill法 ？396 26 E-5 7-2層 viiii—·• •A. 遭檜浅谷 No.1408 IOYRS/31こふい贄I 31.61 2ヽ 61 (8 8) . ~ 
397 26~E-3 J-2肩 Yllll-lllA ,, 情浅谷

IOYR6/2灰賃渇色盪 16.3 6,3 lヽ 7 1,23 II 円極露置払？
398 26 F-3 l-2111 .,.,~LllA 11!1沿谷 No.10ヽ3 2 5Y8/J淡貫色 23.6 23 7 205 310] 8 19] ？ 
399 26 -、 ,_ ... 

Vl!'1~111IA 9●鳩浅谷 No 10,110ff 1013 ZSYJ/1~7/2灰贄色 232-211 211 6.8 18 1 29 6 6 21 I 3 I円 ,. ., 
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゜
10cm 

第53図 vii,viii層出土土器 (2~6Gr取り上げ層： 6,7層黒褐色砂層） (5=1/4) 

vii, viii層出土土器 (400~405)

＇ 
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伊も

410 

413 

1加

車54園、内AJI出土土器 IlIItり上げ圃 黒色土層) 18=114) 
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。
10cm 

第55図 viA層出土土器 （取り上げ層：黒色土層） 2 (S=1/4] 

viA層出土土器 (406~420)

（ 

No 区 G, 覇＇上 げ屠名 絨 層名 遺揖名 Ill上11' 鰭II "'.:t ..  に鸞i ロ怪 ・大●糧 蝙鱒鰻 鯛欝!I 庫の畢さ 鼈＂の Ill賣 --
● 06 26 F-5 贔色土 v;A 遭禎浅谷 壺 Z 5Y8/3演貴色 Ill密 良好 17,3 ,2_尋］ 14.0 欝 入

407 26 黒色土 v,A 遭II浅苔 No.868 IOVRB/1灰 臼色 糟 密 , .. zo.al '"鑓,7

408 26 夏カベ 鳳色土． v;A 慢9負汲苔 10YR8/3にぶい賃糟色 糟密 心 1115.81 (15,2) t鵞合法 脚 11!蚤33在地

•09 26 G 6 鳳色土 v;A 遭積浅谷 No.128 IOYftl/2にぶい貫糟色” .. 10.5 12-7 5.0 10 162 098 II i口 に日置法

•10 26 E-7 員し色土 viA 遭It浅谷 No120 2-5Y8/3~7/3鴻貫e 密 合 14.0 20.8 117 3] 12 I 31.S 6.82 I 6 円翫虞置法？ ,=• ・’’
411 26 F-6 累色土 v込 壇積浅谷 No.129 10YR5/3にぶい贄褐色 -- ... 16.6 17.5 u—‘゜ 13.9 29.1 3.78 l充填法

,,.--..-

412 26 E-6 黒色土 viii 壇禎浅谷 No615 IOYR6/2灰賣渇色璽 良好 12-8 11.S {15.0) I.SI 在地

413 26 Fー10 鳳色土 心 壇積浅谷 No.at.90 10YRl/31こぶい貫糟e a心 20.21 17 9] (11.0) 云_,,

414 26 F-6 鳳色土 心 壇檎浅谷 No.130 !0YR7/ヽにぶい賃檜色 .... II S-IU 17 8 ,ヽ... ~o 24 5 329 充填法 六．“？

Na.lOIS他
41S 26 F-8 鳳色土 YiA 壇檜浅谷 110,11、鉢 IOYRlnlこぷい貫檜e轄密 良好 J0.2 27,6 8.S 264 23 2 6.64 充填法 注 口あり在地

111,118 

416 26 F-8 累色土 viA 遭積浅谷
No.lie 

鉢 IOYR7/31こぶい賃檀色 霧密 ・ 良好 19.0 196 5.8 16.4 13.$ 2.•• 0,7 充填法 1内帽iii元の薗諷入整のみ反転
1Gt.l23 

417 26 F-S 贔色土 ,;A 遭積浅苔 No.680 畳 10YR7/ヽIこぶい●糟色 精密 良9子 81~83 12.8 5:t-5_、 10 I 07ヽ 1.0 充填法？
内外面のC縁鱈付近に
遍裏？の付着賓り

1ヽ8 26 F-5 鳥色土 ,;A 壇U浅谷 No330 鉢 ？ IOYRl/3にぷい賃檜色 Ill密 良9子 96 (9•) () 2) 1.1 こ冨●●法 ＇云 0幽

419 26 E-7 ー＾土 ぃA 慢II浅苔 No.67ヽ ,--2 5Y6/2灰貴色 密
1~., 45 11.2 (9,7) 1.1 充填法

看2026 Gー15 軍
＂^  

壇Iヽ浅谷 No.316 I富坪 10YR7/1灰臼色 精密 やや不皇 16.41 (11.0) 1.2 l亨．填法 在 地

• 金雲母含膏

f
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第56図 viii1C層出土土器 （取り上げ層：灰色埴土皿2層） (S=1/4) 
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第57図 vii2C層出土土器 （取り上げ層：灰色埴土皿層） (S=1/4) 

viii1C層出土土雑 (421~429)
~. '" r.、 ＂ 

, .. _ . 三 ｀ ,.,--., -・ □9墨 霞の＇ I 
•21 26 G-14 14 ,~ ン59暦 v;il ~· .. 2.SVS/2灰白色 , .... 26.4 6,7 6.2 33.7) 1.25 1,0 つ

'""" 422 28 G-14 14ライン59層 '""'c 壇禎浅谷 壼

曇
糧シ•密-モット置入 ll好 16.2 18.3 6.9 12.0 22.0 3.28 13 充填法 懺入？

423 26 G-14 .. ~ イン59111 .;;;1c 遷9員浅谷 ”配 a.t: 13,S 2J8 6,4 10.7 31.2 6 79 1.2 FTL量"''? 外面r:IJ分的に付■11!111り
424 26 G-14 145'1ン59肩 ・vii,IC 遭積浅谷 "" 6.7 12.5 、,1-.SI 42 18 6 0.76 1,0 "''・"' 

,._ 
42S 26 F-10,11 11つイン10--1層 .,;;;,c 遭積浅谷 良 l- 236 21.0 174 29.0i 6,S4 

Z一426 26 G-15 • ・-.:1:m2111 >JiiilC • 谷 fit,; 17.2 1•.7 13,3 (18.8) 2.44 
9一2ヽ726 F-13 13ラインIS-Iほ露 "'"IC 遭禎濱谷 f,1~1115 12.6 47 16 5 0.94 20 零,... 拿

428 25 C-1' ＇火色疇田 211viii IC 遭積浅谷 7.5YR7/41こぷい檜色 ... エ1 10.J • .5 62 (12.l〉
,゚59 OJ ［法 石糟？

429 126 CHS 印 田2層 ,,;;;,c 11111濱谷 111 2 5Y8/3・ aa, 90 56 20 1蘊,.. Hll'lt' 

vii2C層出土土雑 (430~436)

..... 
沼
両蓼
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第58図 viC層出土土器 （取り上げ層：灰色埴土Il層） 1 (S=1/4) 
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゜
10cm 

第59図 viC層出土土器 （取り上げ層：灰色埴土n層）2 (S=1/4) 
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1一 "—, 463 

゜
10cm 

第60図 vC層出土土器 （取り上げ層：灰色埴土 I層） (S=1/4) 

viC層出土土器 (437~460)

i 

No 区 G, む上げ隈名 績 II名 溝情名 散上げ． な.. .. , 璽 后エ 慎ば 口H ●大BLL 『 ＇裏 鶴●lf 鯛•1t S嘉 ＂嘗 亀のロさ 償 IllのIt.II 儡鳴’

431 26 F-8 灰色鳩土D層 ,,.c 遭積：隻谷 壼 2.5¥8/2灰白色 =- 艮好 370 (56) 内董iナT

438 26 F-11 灰 色鳩土n層 ,;c 遭9●浅谷 NoCl42壼 10YR8/4浅貴II色 密 良9子 15.4 (120) 在地？

439 26 G-8 灰色埴土n層 ,,;c 遭積浅谷 NoCl90壼 IOYRS/31こぷい賃糟色 謂密 良I! 9.7 (141) 在地

440 26 E-7 灰色鳩土Il層 v,C 1111浅谷 No. ヽ272 壼 10VR8/4浅貴檜色 密 良” IJ.2 9.0 0.8) 在地.. , 26 E-7 灰色埴土n層 v,C 噌積湛谷 No.4464 奪 10YR8/3浅貴II色 Ill密 Slll 10.0 9.• (IS 3) R地？

442 26 0-11 灰色嶋土DIIぼ viC 遭II浅谷 No.A223雙 l 5Y8/l灰e色 精密 Qt! 11.2 ,2 38 (116) 056 1.5 在地

443 2& o-e 灰色埴土E層 v,C 遭情浅谷No.9716 壼 7.5YA8/●浅貴檜色 .. 瀾今緯.. ・『11ff 良If95 16.8 6.2 10.7 I 36 o.~ 円極●●注 戴入

"' 26 F-9 灰色鳩土Ul!I .;c 壇11浅谷 No.8418 璽 IOYR8/1~8/2灰白色 111密 良H 24,3 196 17 7 (2S.J) S.32 F地

445 26 F-14 灰色U土 n層 .. c 遭!I浅谷 No0540 璽 7 SY6/3にぶい渇色 密 !lit 1ヽ!-IU14,7 S.6 13.9 202 2 13 01 円糧國●法 在地

446 26 F-8 ,'8(l!i. 中鼻層l轟士：n Ill .;c 遭積浅谷 No 705 璽 2 SYB/2灰白色 111密 ~I子 19,1 176 (4 3] 15,6 25.2 3.58 14 兒頃法

4●1 26 D-1 ,,e,,.中.,層,.+,Ill .;c 遭憤浅谷 璽 IOYRヽ/2灰貨渇色 密 a好 17,J [17.1] 13,4 (16.5) 懺入

密
448 26 FーII 灰色埴土 nII .;c 壇憤浅谷 No,8~80 璽 IOYR8/3浅貧憧色 會-言-〇 良If[22 5] (ll.O] (9 5) 懺入

449 16 f-8 
8中隕

.. c 遭積浅谷 Ho }Z,}給 甕 IOYAB/3浅貴檜色 密 QIJ・16 7 16.2 s .• IZ9 21 0 252 0.7 克填公 a地？,o;,.111-0111) 

450 26 F-9 灰色鳩土 n隈 ~c 遭＂浅谷 No.8385 甕 IOYR8/• 浅貨情色 稽密 rtll 160 152 140 (230) 2 30 在地

•SI 26 G-10 灰色順土 0隕 viC 遭積浅谷 NoElll 璽 IOYRe/31: ぶい員檜色 花 !I.II 180 209 57 l'2 191 5 33 08 充填ik 在地？
452 26 F-11 灰色U土 E層 .. c 遭If浅谷 NoC490甕 IOY閲 /31:ぶい賃槽色 密 Gil 18.0 194 ~· ISJ 26 3 4 28 0.4 克填泊 Ill入？

453 26 F-7 8CIJi中toIll"ll±D層）~c 1置積浅笞 No.8192 璽 7 SVB/ヽ浅貴檀色 籍密’ 9.H 14 , ... , ヽ3136 亀 •-ヽ ● 12, 12 9 1.39 12 充填!}

454 26 r-9 灰色埴土［層 v,C 遭憤浅谷 No,8378 璽 内外 2IO.IYYl!e2/I/4●1こ色ぶ土い賃渇色 密 9.11 12 2 105 4,2 10.s 125 0,48 1 3 円伍属•注l"伍iii拿'ぷ広患レ雙図h的hなみ黒

455 26 F-11 灰色11:ta層庄 ..c IJ憤浅谷 No 9538 夏 10YF渇Iヽ1こぶい貴檜色 密 9.H 100 10,6 39 89 "6 0 51 I I n伍慮1l注

456 26G-11 灰色埴土 n層 .. c 遭鳩浅谷 No,Ctl1. 
台tt!i! 5Y8/! 灰91! 密 QI子 17 8 162 (102) 充鳩法 在馳？Cl28鯰

451 26 F-14 アゼ内911!1:ll ~c 遭II汲6 台付壼 2.5Y8/2灰白色 精密 QIJ 128 (10.l) 10 免頃法 在地

458 2ti F-12 8-1膚床蘊 .. c II橿fl谷 高1f 2 SYB/2灰白色 籍密 QIJ 130 (17.0) 鳩入法 I鵬坪鯖Uのlfみ5.6反7I.. 捨慣元

459 26 F-13 貝!VII .,;1c 遭積浅谷 壺 25Y7/●浅賞色 密 GH (108) S4 )I II 充填：£
460 26 F-12 11-7 17-7111 .. ,c 環鳩浅谷 高If 2 SYJ/2灰貧色、 I!! 良ll 10.3 601 871 I 3 

.,,, ● ,. 
I鰤11113 3 

vC層出土土器 (461~465)
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第61図 xS層出土土器（取り上げ層： 8-2下， 47層） 1 (468: S=1/3, その他8=1/4)
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第62図 xS層出土土器 （取り上げ層： 8-2下， 47層）2 (S=1/4) 

xS層出土土器 (466~479)

No 区 c, b..tlfll名 訊一層名 遺鳩名 lll1上げ -u .... 比→ 9曇 E 口怪 最大霞fl•~H 願親怪 11J鯖8.... 容蝙 ●の諷さ

融
儡壇r

466 26 C-11 47/tl ,s 埋i員浅谷 No.0362 書 IOYR8/2灰白色 粍 良好 15.2 17 2 6.7 11.2 25.3 309 1.6 在地
467 2s c-10 8-2層 ,s 遭9月浅谷 NoDJ97 害 10YR8/2灰白色 粍密 良好 24.41 (14 3) 在地
468 26 F-12 8-2層 ,s 埋I負浅谷 壼 SYS/I灰白色 柁密 a好 在地
469 26 D-11 47層 翼S 埋！員浅谷 No.A7SS 遷 IOYRS/1渇灰色 粍 良好 [27,5) (8.0) 在地
470 25 C-11 47層 .s 遭9員浅谷 NoDJ88 壼 10YR7/2にぶい黄檜色 粍密 良好 235 (9 3) 欝入
471 26肩郎トレンチ 47)!! ,s 壇積浅谷 鉢 IOYR8/2灰白色 粍． 良好 15.9 6.5 10.8 0.65 1.1 充填法？ 在地
472 2s c-11 47層 員S 埋積浅谷 No.0468 鉢 2.5Y8/1灰白色 粕密 良好 21 21 戴入？
473 26 C-12 8-2.47層 xS 埋積浅谷 壼 2.5Y7/3浅貴色 終密 ・良好 15.9 16 I (14.0] (IJ 7) 巖入
474 2s c-11 47層 .s 壇9員浅谷 NoDJ89 壼 IOYRJ/1黒褐色 Ill密 やや不員 123] 13 7] 11 8] (12 4) 1 39 在地
475 2s c-10 47層 .s 壇9負浅谷 鉢 IOYR8/3浅黄檜色 粍 良好 17.0 (7 I) 在地？
476 26 D-11 47層 xS 壇積浅谷 鉢 2.5Y8/2灰白色 欝 良好 24,0 27 6J (9.2) 在地
7ヽ72s c-11 47層 xS 壇積浅谷 鉢 2.5Y7/2~1/3灰貴色 粍密 良好 28.0 307] (86) 在地

478 26 B-10 47層 ,s 壇積浅谷 鉢 10YR6/2灰賃褐色 粍 やや不良 22.5 [2ヽ9] (12 0) 在地
479 26 C-11 47剛 xS 瑾積浅谷 No.D494 書 10YR7/31こぷい警讀fl>Ill .... 31.0 (120J ,. .. 

-~ . ~. ・▲彎 ヽ-~ ..』..........
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第63図 xS層出土土器 （取り上げ層： 95年度 下層）1 (S:1/4) 
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x5園出土土器 (取り上げ眉 95~手直車64図
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第65図 xS層出土土器（取り上げ層： 95年度 下層）3 (S=1/3) 

、,`‘

No 6( c、 厄上げ層名 絨一層名 , ....、'訂上げ＇ ‘’~冒- -・ ●●に

口＂ 最大履得 量駐得 ●●侵 -倉 害量 ""'"'さ 露饒の糧D --480 26 C-6 最下層 xS~JNi 壇檜浅谷 書 2.5Y8/3淡賃色 直 艮好 IUーlt.120.8 ,.,-,、110,3 24.0 4 18 I.S 円飯11f●法 在地
48↑ 28 D-1 最下層 •S~xvi 理積浅谷 事 2.5Y6/2~6/3灰貴色 精密 良好 55~57 12.9 55 5.1 20.5 0.97 1,2 円櫨盪置法？在地
~82 26 0-10 地山置上 xS~xvi 遭積浅谷 壼 2.5Y8/3淡賃色 精密 良好 18.0l ffto.2 (8.7) 在地
483 26 〇-5 地山直上 xS~:rvi 遭帽浅苔 壼

2222 IO...S5SSVVVVYR88864////2 ハ311灰灰淡~渇5貴白e/灰2色色色色灰貴色

租密 良好 13 71 9.0 (14 S) 
48ヽ 26 C-4 下層 1t$~1cvi 遭9員浅谷 壼 精 ＂好 21.• J 16 I (14.4) 在地
485 26 c-s 下11 翼s-鼠i 遭績浅谷 事 精 ll好 22.7 75 
486 26 本ペルト1地山m:.t翼s~翼VI壇！員洟谷 鉢 精密 良” 9.3 亀，1-ヽヽ 8.8 (9 5) 1.2 円翫舅置法 在地
487 25.13 D・2 下層 翼S~:.vi壇II浅谷 鉢 粗 良好 151 6.0 12.7 0.72 1.5 円翫嗣置法 13地区0+ 1211とIt合在地
引8826 C-6 下"' :icS~:icvi 壇II浅谷 鉢 2.5Y8/3淡貴色 精密 a好 203 18.01 l「14311.52 331 円翫舅●滋
489 26 c-6 最，，層 翼S~xvi遭籟浅谷 鉢 IOYR8/3浅賃桟色 Ill密 a好 9、031 9.03 4.3 8.6 0.26 円簸麗置滋 在地、9026 G•、 最下層 xs-,,,; 壇II浅谷 浅ヽ 10YR6/2灰貴褐色 精密 良好 20ヽl (7,3) 在地
491 26 0-4 最下層 xS~icvi 遵積浅谷 浅97.SYR7/31こぷい檜色 精密 良好 m2  4.l 6.7 0.7ヽ 09 Pl飯璽置浪 在地
492 26 B-7 最下層 xS~xvi 遭積浅谷 浅9 10YR8/1 ~8/3灰白色 精 良好 90] 00 .ヽ3 0.18 o.s 在地
493 26 D-2 最下層 xS~,cvi 壇禎浅谷 鉢 10YR8/1 ~7/2灰白色 粗 良好 18.61 19.41 18.0 ・--494 26 E-9 地山直上 xS~xvi 慢積浅谷 鉢 2 5Y8/3濱貴色 II!. 良好 14.0] (•. ヽl 在地？
495 26 0-2 最下層 xS~xvi 遭積浅谷 鉢 10YR8/3浅貧檜色 精密 良好 21-0 19.1 6.21 在地
496 26 E-2 下層 1i:S~1i:vi 壇檜浅谷 鉢 10YR8/2灰白色 精 良好 26. ヽ1 (10.S) 在地
9ヽ726 o-、最下Iii wS~1Cvi 慢績浅谷 甕 IOYRS/31こぶい貴褐色 精密 B好 IS.OJ (IS.BJ (90) 在地？

498 26 E-9 地山置上 1i:S~1i:vi lfljl浅谷 甕 l(f'(AJ/ヽ~l/gf:;;.い貫檜色 精密 R好 在地
gヽg26 0-3 下JII icS~icvi 遭11浅谷 璽 10YR7/3にぶい貴櫓色 精 良好 讚入？

釦 26 E-8 地山直上 11;S~xvi 遭II浅谷 費 lOVRB/2灰白色 精密 良好 在地？
501 26 E-9 地山直上 xS~xvi 遭檜1.l谷 甕 5YR6/8檜色 粗 良好 在地？
502 26 0-S 下層 KS~… 遭9員浅谷 甕 IOYRB/2灰白色 籍密 Ill子
50J 26 F-9 地山直上 xS~xvi 遭9負浅谷 壼 2.5Y8/ヽ淡贄色 霰 良ll 在地？

504 26 C-6 最下層 xS~J.'Vi 壇植浅谷 壼
内 IOYR7/•Iこぷい賃檜色

稽 良好 在地？外 7.SYR7/6檜色
505 26 D-9 地山111.J:xS~xvi 遭損浅谷 壼 2.5Y7/I灰白色 ffl密 a好 9.8 (4.7) 10 在地？
幽 26 E-8 ...、 xS~xvi 壇II浅谷 事 SYR7/6捨色 霞 !iii ,2 (2.ol l 6 石直？

xS層出土土器 (480~506)

-102 -



(
 

（
 

~ 510 
10cm 

第66図 vC~ix層出土土器 （取り上げ層 ：95年度 中層）1 (S=1/4) 
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第67図 vC~ix層出土土器 （取り上げ層 ：95年度 中層） 2 (S=1/4) 
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第68図 vC~ix層出土土器 （取り上げ層： 95年度 中層）3 (S=1/4] 
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第69図 vC~ix層出土土器 （取り上げ層： 95年度 中層）4 (S=1/4) 
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第70図 vC~ix層出土土器 （取り上げ層： 95年度 中層）5 (S=1/4) 
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第72図 vC~ix層出土土器 （取り上げ層： 95年度 中層）7 (8=1/4) 
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第73図 vC~ix層出土土器（取り上げ層： 95年度 中層）8 (8=1/4] 
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第74図 vC~ix層出土土器（取り上げ層： 95年度 中層）9 (580・581 : S:1/4, 582~587 : S:1/3) 
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第76図 vC~ix層出土土器 （取り上げ層 ：95年度 中層）11 (S=1/4) 
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第77図 vC~ix層出土土器（取り上げ層 ：95年度 中層）12 (S=1/4) 
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xC~ix層出土土器 (507~592)

（
 

（ 

No I> G, 〇上11層名 “一層名 ・ 一., ell 曇大鼈侵 ．． 霞...
,_、,.. 遷 h叩

呻507 26 E--< vC~i箕 遭糧漫谷 IOVR8/嶋； 冨 2 14.8 28.3 S.Sl 9.7 3ヽ.0 12.39 I 5 n 

四 26E-2 中層 vC~i• 壇,.浅谷 IOVR8/3浅貫檀色 粗 2601 13.31 (11.7) 

509 26 E-3 中層 vC~i翼 壇積浅谷 IOYR8/2灰白色 粗密 1131 1£2251 98 (2(.2) 在地

SIO 26 F・5 8古.M Iii vC~,11 llflil谷

22IIIOO.O.SSVYVYYRSR6RSB7/2/4//4/24灰浅浅「灰こ貫白ぷ貫白色色い帽色貫色糟e
,.,. 112 (22.6) =-

511 26 E-2 中層 vC-i翼 1111浅谷 .... 38.8 8.7 （ヽ1.5) 不明 在地

517 26 E--4 中層 vC~i1 壇憤浅谷 ＇ 粗n ， Z4.5 ,:z-u (Jtl) 円飯 法 ？在地

513 26 IE.F-2 中層 vC~i賃 壇槽浅谷 壺 精密 L● 10.2 (34.2) 在地

514 16 E—ヽ 中層 vc~ .. 遭積浅苔 ” 9月密 良好 [2601 5.9 lLOI (27.0) 2.3 1-.. 填法 在珀

515 26 E-2 中層 vC~i箕 遭9ヽ浅谷
＂ 

IOYR7/21こぶい一... Ill密 a
＂ 

33.1 8.、 (3ヽ.1) 0.8 充墳法 蔚入？

516 26 E-1 q,111 vc~ .. 遭llil苔 専 2 SY7/2~6/2灰貴色 密 R

” 
10.4 184 5.6 75 21.5 283 0.9 ,右..法 IIIO入

Sil 26 E-2 中層 vC~•• 遭II浅苔 壼
内 2.5V8/3演賃色

棺密 良H [18,8) 2•.a 12,9 (23.4) (ll88) 在地？
外 2.5Y4/Iー3/1賃8:~

518 26 E-、中層 vC~,ir 遭 , .. IOYR5/2 粗密 1121> [1671 ,tel (111) 在地

519 26 E-3 中層 vC~ir 遭積浅谷 壼 内外 1I0OYYRR7/J/121こ黒ぶ褐い色賃糟色 精密 良好 16.2 [215] 11.7 (24,5) 在地

520 26 E-3 中11 vC~ix 壇II浅谷 壼 内 10YR3/Iに黒ぷ褐い色賃檀色 粗 良” 13.2 22.9 6.2 10.2 33.2 5、95 1,2 充填去 在地
外 10YR7/鴫

521 26 E-3 ヰ層 心-;ヽ 壇9員浅谷 IOVRa/3濱責＂＂邑 , .. 釦 1 直•ェ 11.6 23.6 53 11.5 3ヽ.3 7, 1、2.1 Iv遭な

522 26 E-5 中層 vC~i• 壇＂浅谷 tOYRa/看浅貴帽色 密 良好 i』•―ls..5 25.7 11.、 (30.7) 在地

523 26 E-9 (8古層） vC~i買 壇!I浅谷 2.5V8/I灰白色 I袢 , .. に S.8 ，、 、ヽ8 .ヽ0 22.2 0、39 O.• 円極銅●法

52ヽ 26E-3 中層 vC~i• 壇積,1谷

疇
密 艮If~2 10.0 4 2 6.0 12-8 0.39 1.4 円飯鼠置!~? 在絶

525 26 0-2 ？層 vC~i• 壇9●浅谷 '"' , .. 奮工 16.0) 9.0 ,.o 5.4 12.• 0.28 1 2 --: 去 在地

526 26 D-6 中層 vC~ix 壇9●浅谷 密 良If 6.2 12.G 5 5 5.0 16.1 086 0.8 法 呑

521 26 E• 5 '"'"' vC~i翼 遭II浅谷 密 ll好 10.8 12.4 4.7 7、 17.9 1,03 115 亨填法

518 16 E-2 中層 vC~i11 壇11:1谷 稽密 良好 11,61 901 (9.7) 在It!!

529 26 E-1 中層 vC~i• 遭積浅谷 密 " 富亀 18.8 (•..) =-
”゚ 26E-2.3 中層 vC~ i• 川璽II浅谷 1.5¥8/1 ~8/2灰白色 粗密 良好 1.5 ,_9 (1G.Jl 在地

~31 26 E-2 中雇 vC~•• 壇IJ:l笞 壼 1内"IOVR4/I3III浅灰責色樗色． 轄良t1 15.8 [5.5] (115) 08 円llill置滋？ 在地？
IOYR8/ 

S32 26 D-7 中肩 vC~, ● 屯9員浅谷 "" 2.5Y8/2~1/2灰貫色 密 ,.. • a.a 18,2 5.0 (16.6) 1.69 

533 26 ~-3.4 中層 11C~ i• IYII浅谷 II 2.SYB/4洟貴色 頂密 艮好 (27.51 [25.51 22.•l (16.5) -・ ・・

53< 26 E-3.、中層 vC~i, 遭1贔浅谷 費 2.5Y8/II> 9色 1祖 密 良H 18.5 2● ● [S.01 23.6 376 12.65 1 0 円極誕置法 在地

535 26 E-3 中層 vC~iir 遭llli長谷 II. lrlYRt/3~ 113にぷい賃噌e 糟密 良好 33.01 296} 6.7 25.8 (35.l) 13.9-41 1.1 充填法 社母
536 16 E-< 0層 vC~i箕 遭9負浅谷 聾 10YR8/1灰白色 精密 良好 31.0) 28.6] 24.6 (20.5) 在冷

537 26 E-2 中層 心 ~i冨 浅谷 .. 2.5Y5/3賣渇色 屑密 9立 ?U~UO 22.0 6"31 18.2 30.8 6,871 ,., 
円飯 法在地

538 26 F-・中層 心一i置 遭積浅谷 出 1130甕 1(1'(Rl/3~ヽ/31こぶい胃檀e , .. 16.2 18.8 137 (U.• ) 

539 26 E-2 中層 心 ~i買 遭積浅谷 10YR7/31こぶい賣糧色 .. 良好 17.81 15.71 6.71 llt5.0l 21.6 2.67 0.7 円極算置這？

S40 26 E-2 中層 ペ ~i置 遭積浅谷 7 5YR7/6糟色 匹ー 16、8 13、9 13.5 (16.5) 185] 在地

5疇I26 E-3 中層 vC~111 壇帽浅谷 10YR8/2灰白色 Ill密 良好 ?U-HI 25.7 23.、 123.0) 

5ヽ？ 26 E-<,5 中層 心一"遭9ヽ浅笞 2.SVJ/2~8/2灰贄色 密 良9そ 13,3 22.8 19.4 (13.0) 在地

5ヽ326 E-2 中 層 心~i• 遭!lil谷 IOYRtl/2・ 色 II!雹 良9子 16.• 24,2 6.01 21.3 3&.I 10.24 12 
PlPl充桓墳翫属髯法霞置法法

在地

5ヽ• 26 E-3 <PII ve-;, 壇鳩浅苔 甕 2.5V8/4 ~7/ヽ 浅賃色 精密 •ロ 31.2 27.9 10 25.7 45.6 15.26 1.6 在地

5ヽs26 E• 中11 心-;蔦 壇積浅谷 Ill. IOVR6/ヽ1こぶい奮..... 精密 良好 tU-21.1 22.5 6.1 20.2 28.7 6.90 0.8 

5ヽ626 E-3 中層 ve-.. 壇9員浅谷 ． IOYR6/31こぶい賃帽色 精密 .... 11.3 19.6 8.8 18.3 27.3 4.98 0.8 充填法 在地

5'7 26 E • 中層 vC~i翼 壇!I浅谷 甕 IOYA1/l―` んにぷい●糟e Ill密 ll好 21.0 16,5 13.8 (16.1) 在地

s,e 26 E-3 中層 vC~i翼 壇9負浅谷 甕 IOVR8/2灰白色 粗 liH・ 134,0] [26.1] (7.8 在地

549 26 E-2 中11 vC~i• ＂＇‘ ！璽谷
.. IOYR8/3浅貴檀色 密 良好 2051 10. 〇 S6~61 18.3 30.4 5.52 1.0 充墳丑？ 在地

550 26 E-5 中II 心一i.遭9負浅谷 費 10YR5/3にぷい贄渇色 ll!密 R 2,.、 22., ,., 17.、 36.J 9.2ヽ I.、っ墳法

551 26 E-5 中層 vC~, 翼 遭9責｛隻谷 .. 2.5Y6/31こぶい貫e 密 n 15.5 17.9 [5.51 17.8 250 338 16 ロ--•~j去

552 26 E-3 中11 vC~i翼 瑾II浅谷 棗 IOYRCi/J ~'1Jlこぷい●ヽ e 粗 R 1,.0-2ヽ921.3 11,1 29oi 6801 在地

553 16 E-1 中層 vC~i11 遭1員浅6 夏 IOVRB/2灰白色 棺密 llt 20.1 17.J 18.• 11 3 3.711 在地

ss, 26 G-J.,., 1-1 8-2層 vc-,. 遭1員浅笞 心.Htfl!!fl 10YRBn灰白色
柑 IF.Ii' 18.• 17,9 69-7ヽ 16,、

＂＇ 
356 1.2 ほ項注 在地

sss 26 E 5 中層 vC~i• 壇,.浅谷 甕 lOYAS/31こぷい貴褐色 密'.., 18.1 17.2 5.31 151 [1ヽ31[3. ヽ11 円伍翫置法 蒻

556 26 E-2 中層 1,1C~iK 遭Iii皇谷

゜
1.SY6/31こぶい-m土 精密

＂＂ 
122.6} 21.5 6.1 ,a.fl 29.2 6.18 1.2 充填法

557 16 E-、1中層 心一i置 遭9員浅谷 覆 IOYRS/31こぶい貫褐色 精密 良好 10.0 11.9 5.6 18.1 322 7.73 1.0 充填法？

558 26 E-、中層 心 ~i:it壇9員浅谷 甕 7.5V8/1 ~8/21J: 白色 密 良好 11ヽーIU 17.8 15,0 (14.8) 在地つ

559 26 E-3 中層 心 ~ix遭＂浅笞 疇 IOYR6/Jにぷい貫檜色 密 ，；； 19.01 .. , 23.0] 1[3611 1.4 1充填法 腱入？

560 26 E-3 中層 心 ~ix遭11浅谷 甕 2.5'f7/• 灰白色． 霞霞9 • ユヽ X)_l-21.2 20.2 6.5] 18.3 2ヽ6 [4 731 タクキ露あり在地つ

561 26 E-2 <!>JI 心 ~ix遭9員浅谷 疇 10YR6/31こぶい貴檀色 密 良好 11&9) 15,7 <.7 19.3 2.07 1守填法 "'貫？

562 26 E-2 中層 心 ~l冨 111111濱谷 .. 1 0YR6/◄Iこぷい賃 '"' 
.. ., 10.0 II 2 5.3 137 0.8S 円極駅•法 在地

563 26 〇-• 中層 ぺ~ix遭積浅谷 甕 10YR5/3Iこぷい貫褐色 密 虐口 12.2 9.8 3.9 9.8 126 0"54 0.8 円冨翼置滋？

56ヽ 160-2 中層 心一iェ遭積浅谷 1聾 IOYRB/<浅貴檜色 密 良好 12.3 II 9 42-4、10.3 133 O.G< 1., 1右填法 在地？

565 26 D-5 【ロー YC~ix 遭積浅谷

“ 
10YR7/11こぶい■--繹膚

＂ 
11.5 6.0 9.0 0.49 1.1 9金

566 26 D--、中層 vC~iii: 遭＂浅谷 “ 
2 SYS/I灰白色 精密 Jlll 11.J 17.3 6.6 165 2.17 1.3 充填法 在地

567 26 E-3 中層 心一ix遭!.li鵞谷

“ 
IOYRI/ヽー7/A浅費帽色 ＂密 JIN 15.8 17 8 7.6 142 1.79 1.3 円 法在珀

568 13 0-3 中層 vC~1:it 遭11浅谷

“ 
IOYRl/7ー1/JIこぶい●檜色 精密 9.'1 24 31 67-69 13.2 2.68 充填法 在地

569 26 c-s 中層 心ーIX遭U湿谷

“ 
IOYA8/I灰白色 密 9.H BI 81 32-31 6.2 0.1ヽ 0.7 円極駆置法

かさしぶ？の付鴫が•
分的に覺られる在地

570 26 F-10 灰色鳩土Ill心 ~1x遭IA浅谷 台付U 2 SVS/2~6/2鴫灰贄色 密良” 6ヽ~S9(96) 17 充墳法 LLLLT径ヽ.9在地

571 26 E-< 中層 心一i't遭＂浅谷 “ 
2 5Y8/4淡賃色 118 IB 

” 
l8$-2U 288 112 18.2 5.15 25 ,u, ・法 在地

572 26 E-3 〇層 11C~,x 頃U浅谷 嘉坪 IOYR0/1~8/3浅貴檜色 精密 a,1 336} (9,5) 在地

S73 26 D-鴫 中層 心 ~ix遭＂；鵞谷
K'f(坪）IOYR5/2" 

密.I鸞・-・ a好 [13.0] (13,7) 1.0 充填法 闘往径ヽ.2
高坪（●）10VR7/31こふ;1.,、--1D

SJヽ 26C-6 の層 vCーi:.:頃禎浅谷 高 牙 1内外 22..55¥¥28//31演黒貴色土色 密良好 12.0 (10.3) 2.0 充填!!:? Ill往径 e.• 在地？

SlS 26 D-5 中層 心 ~ix遭9ヽ濱谷 ・--2.sv,12闘H●色． l 匹·鬱• ID Ol (8.9) ~ ; 去 1111111径 5.0在漣

SJS 26 E-2 中層 vC~ix 喧慎濱谷 裏牙 2.5Y8/1灰白色 稽 艮好 19.0 16.7 5.4 e.• Iヽ5 0,90 1.5 入法？ 在地

511 16 D-S 中層 心 ~ix遭"'浅谷 裏坪 2,5'(7/1灰白色 稽密良好 117 (9.4) 0.8 入滋 細ltt曼4.35在亀

518 26 E-5 中層 ペーi,c遭U浅谷 高 坪 2.5VJ/I嵐渇e土 118霞ゃや不ll 10.0 (10.3) 3.75 入法 1111柱怪ヽ．？在地

S79 16 E-1 中層 心 ~i:11;壇＂濱笞 坪 7.5YRI/ヽにぶい疇色 密 R好 8,0 (6.5) 2~2 入法 1111柱程 3.4在地？

580 13 0--4 中層 心 ~iic遭9ヽ浅谷 IOYR7/21こぶい―... 精密 良好 S.IJーus37,0 (155) 在地

S81 16 E-1 "ロー vC~ix 遭積浅谷 2.~V7/2灰賣色 密 "., 25.51 25.! 23、9 (22 l) Ill入つ

S82 26 E-3 中層 vC~ix 遭U浅谷 IOYR7/◄1こぶい賃檜色 密 登好 膏穴あり在遍？

S83 26 E-2 中層 心 -ix遭積浅谷 2.5Y8/1 IE白色 精密 .... 内面ナデ 撼人つ

se• 26 E-2 中層 心一ix遭1負浅谷 IOYR8/2灰白色 絹密 良好 在地

585 26 E-5 中層 心～＂ 渭U浅谷 IOVRS/ヽ浅 , .. 密 良好 l内面ナデ

S86 26 F-2 中層 vC~1x 遭9ヽ：長谷 II, IOYR8/I灰白色 精 良好 在地

587 26 E-5 8-1肩つ ""C~i1: 遭llil谷 Ill 2 58/2灰白色 Im鐸,1.. 
＂ 

内面ナデ在冷つ

5邸 26•-• 中層 vC~n I.Ill浅谷 壼 内外i,2.SvYw6/3-1こ,11ふい賃氏貧色色 籍密良" (52.2] {IU) 在地

589 26 e~ 中Ill vC~i• 壇9●浅谷 壼 JS,Rl/2~7/3鴫鳩灰色 粗密 a好 18,0 43,8 97 II.、 57,3 33.11 1.9 円板尾置法

590 26 中11 vC~1ic 1111浅苔
＂ 

2.SYB/3~6/2浅貫色 粗密 n

” 
[22.6] •9.0 11.8 18.8 62.0 9MI l.、"'!JI法 n目籟あり在地

591 26 E-2 中層 vC~i• 壇9負浅苔 ll 2.5Y8/2灰e色 ..... aヽ JJ.91 39ヽl 27.7 1152.11 [36.17) 在地

592 26 E 2 "ロー vC~i算 I遭積浅谷 .. 2.SY6/7にぶい竃.. .. au 37,SI 3981 11.2-11,s 34,2 8ヽ.3 35.89 1.5 lmK""• •~ ,.  や

• 訴色9虹含嘴
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第78図 iv層出土土器 （取り上げ層： 5層黒褐色埴土層） 1 (S=1/4) 
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10cm 

第79図 iv層出土土器（取り上げ層： 5層黒褐色埴土層） 2 (S=1/4) 

iv層出土土器 (593~610)

No ロ nD  ... 即上げ .. , 置 1• の ヽ 、--

593 26 G-14 rv 浅谷 No,52 専 2.5Y7/2• 菖 N-ff 134 17.0 4 I 9.5 29.2 J.Oll 11 ---ヰ直て

'594 26 G-14 lv '; . No.A567 専 10YR8/1灰白色 臼

良＂＂゚ IG 1 4,8 25.5 2.77 1 I さ t●, .. つ 9● *•J 

595 26 G-14 iv 壇積浅谷 .. IOYRB/l~l/2灰臼 色鰤 良魯:J 15.0 II Jl 12.7) 云螂

596 26 G-14 ;.., 壇禎汲谷 No.A576 壼 藝：纏：
良好 10.5 11.9 4.5 8.8 12.4 1.03 0.5 慎虞盪の”孔あり在地？

597 26 F-14 ,、 壇9員浅谷 No.80 15.0 16 9 4.1 13.2 20,25 2.82 0.35 充填法 1111鴨のみ反転11元 慎咸憧の穿孔あり在地

598 26 Gー14 "' 遭9員浅谷 No287.1.88他 I 14、8 16,8 48 12 8 20.5 2.67 0-9 円飯11i1置法9 煉 践復の寡孔あり在地

599 26 G-14 iv I遭し積浅谷 No.SO他 14.7) 15.81 40 1118.51 2-21 O.l 円飯 注？

600 26 G-14 iv 壇積浅谷 No.75 14.0 I I.I 、1-S-093 17,6 189 0.5 :D ! 去？図化復工填成絨の冥孔あり

601 26 G-14 iv 遭積浅谷 No288 lOYRB/27灰白色 14 2 IS.I 4.0 12-8 (18,7 2.08 1.1 円翫馘冒法9

602 26 G-14 iv 壇9員浅谷 IOYRIS/、にぷい賃檜色 14 2 150 4.0 12ヽ 1[18.0l 2031 0.5 な法

603 26 G-14 iv 頃積浅谷 No.78 IOYRS/2灰貫渇色 15.2 18.2 4.7 133 23.35 3.64 1 3 n 
法‘’

604 26 Gー14 ;v 壇檜浅谷 IOYR6/3にぷい貫糧e. ~ 1$鼻71 20.11 4.2 14.41 1[26,71 ・FS,411＇冒。 寄i法つ

605 26 G-14 iv 壇積浅谷 No.77 2 5Y6/2' 16.31 21 J 5.0 13,3) 25.8 5.25 0,4 -'-' 

606 26 G 14 "' 壇禎浅谷 No.93 10YR6/3r: ぷヽ 賃檀色 17『2 22.ll 13.6 1124 71 [5,371 

607 28 FG-1ヽ N 壇験浅谷 No.A572 2.5Y8/2灰 32. ヽl (24.7) 2.02 充填法

608 26 G-14 iv 壇積浅谷 No.51 は； 10YR7/2にぶい貫檀色 30.3 (22-2 1.94 "' ？ 

609 26 G-14 iv 遭積浅谷 No.75 IOYRJ/21こぶい賃檜色 24 7 5.2 11.5 2.81 0.6 充填法

610 26 D-10 iv 谷 IOYRB/2 "' 12 8.45 11.J 30 8.0 15.0 。島72 1.2 円極騒置注？
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第80図 12・13地区出土土器 1 (S=1/4) 
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第81図 12・13地区出土土器2 (S=1/4) 
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第82図 13地区出土土器 (S:1/4) 

（
 

633 

632 

10cm 

第83図 27地区出土土器 (S:1/4)
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12, 13地区出土土器 (611~628)

No r,z G, ＂上げ 層名 峡一屠名 , .... ク 酌,_i-_げ -~ ·-~, □怪 鼻7-l'<!f 患I曼 ●瓢畏 鵬●停 .... 霞の犀さ の,,『I

611 12 28.1-61 7 第2層1st .;;2 壇II浅谷 量 IOYRS/2灰賃渇色 粗密 紐如-23.026.5 13、3 [40.0] (10.87) 在地

612 1 2 29 ..3--1 1.5 買2111st ,;;2 壇檎浅谷 壼 1畑 6/2-6/J灰賃鳩色 精密 良ttllJ.5 22 2 6.3 11,2 350 MS  1.2 充填滋つ .. 吃

613 12 26.7-63.7 第1層2nd,;c 遭檜浅谷 壼 IOYR7/2にぷい賃檜色 糟密 良好 9,3 15.J 5.8 80 21 S 2.0< 1.1 売填滋つ

&1• 12 28.3-63.0 I軍 I層1富t 心 壇It浅谷

’ IOYR7/3にぷい一一口

翡.... 
IU一IS.O129 .ヽs~ヽ.111.7 n.e I 39 1.0 充填法 ゼ .. 

615 13 0-1 下111(1111)ix2~x 壇積浅谷 25YVl~6/3R灰色． 16.0-11.3 30.0 a.0-1., 14,1 34.1 11.15 ¥ 5 円緬鱚量埠つ 在廻
616 13 C-2 下層(2層I;, 壇槽湿谷 IOYR8/3浅貴檜色 10.7 16.5 S.4 74 23.2 212 11 売填滋？ lた鍼

617 13 C-5 下層 i:.tl~.: 壇禎浅谷 10YR8/2灰白色 Ill I 1&.o 20.2 1.3~1.7 10.3 25.7 395 在地
618 13 c-• 下隕 ixl~ic 遭II浅谷 2 SYB/3~7/2洟貴色 轄 25,、 (1.0) ,,. ヽ讐＇

619 13 C-5 中層 v,~vi;i 慢積浅谷
1!0OYYR8R4//23浅灰貴賃樗褐色危

密 ， 1e.9•.1 0 (21.8) 111.871 1.2 売填法
620 13 C-4 下層 ixl~it 遭IA浅谷 ’ 精密 良好 91 5.、 (G.8) 

621 13 C-5 下層 ikl~鼠 遭9員浅谷 壼 tOYR5/2灰賃褐色 精 良好 (73) 6.• (12.5) 

622 13 E-2 v;i2 遭積浅谷 No.323 壼 2 5Y7/2灰貴色 Ill a好 7.2 100 .ヽs-u .ヽ1 16.9 0.53 不明

623 13 C-3 中層 ,;;-.;;; '・'積濱谷 .. 2.SYS/2瞳灰賃色 1密 .... 8.2 100 32 9.6 062 0.6 円極属●法？--62ヽ 13 0-2 下111(1層）ix2~• 壇II浅谷 壼 IOYR◄/1褐灰色 粗密 " 8.1~8.8 287 27.1」1[921」 1.5) 円極揖置法

625 13 C-1.2 .. 壇檎浅谷

＂ 
2.SYS/2灰貴色 粗密 艮好 6.3 185 6.0 1.8 25場。 3.52 o.e l充填法

626 13 B-9 ＂ 壇檎洟苔 No.lOJ飽 皇 1内外 IIOOYYRSRS//412灰こぶ白い0賃111!!精密 良好 22.3 198 5 6 18.9 28.3 4,98 0.8 充填法 在地？

627 13 D-5 中層上面 ,;;-,;;; 壇檜濱谷 璽 2.5Y7/2灰貴色 Ill密 R好 13.8 13.8 122 (10.5) 
628 13 C-6 ヰ•Ill vi~vi; 壇m隻谷 鯰 IOYRS/2~7/2灰白色 量・-.. ., 2281 9.7~U 15.1 2.82 I 2 充填法つ

27地区出土土雑 (629~633)

（
 

呻

皿遭籍浅谷

竺
119.2 祖

11• Jo s• Ju 

、＼

-121 -



634 

（
 

／
 

＼ 

望璽_,.,,'

636 

＼こ疇¥639

LL 
好をマぷ翌
矯.~忍ダ 642

窃ゞ

、,'‘

｀訊)~&M ~7 

r 、~_;j

嘩

646 。
10cm 

~n "' G, ., ＂一羅 W上げ . --

, .. 口.. ● .. ,." l霞の履9【 ;::i.. 
634 26 E-8 8-2層 ;, No.B682 10YR6 3こ，、い It+ 93 5:J) 1.0 一

635 26 F-6 9艮 菖; No.B36$ 1 OYR8/ 4 •= , .. 6.3 (5,7) 

’‘ 「

636 26 F-S 8.9胃 )1~11i No.2991 IOYRS/ 2• バコ
, .. 118.0l (20) 1.3 

637 26 E-8 8 I隕 ぃ.. • . I . し谷 No.8427 IOYR8/I 反白 好 1.8 U) 1 0 円 -
6埠 26 E-3 1a, v~. tx I .• 公

墾710.5YYRRB8//2憬灰白貫
ロ`

.. 噌 7.5-8.0 1.7 
' ,__ ？ 639 26 G-9 911 ,; I・!  谷 No"EOIO • ゃや不良 8.0 0,7 

640 26 E-4 アゼ~--◄-.I: ,; I ・9谷 元 9.2 5.2) 1.3) -
6ヽ126 F-7 91!'! ,; ., 谷 No.B740 "' 7,7 (6.4) 1.5 
6•2 26 E-5 10-211f 

菖h―xiv
• 谷 lOYRB/2灰白』 ． 9.3 (3.2) 1 5 帽_,吝

643 26 F-10 灰色埴土m層
wilC醒 谷 No,E073 , 2.5¥8/31こぶい賣巴 5.4~5.5 (4.)) 1.5 屯

64ヽ 26 0-8 8古 .;as ！谷 台 , t0YR6/28'賣 密 6.0 3.6 1.1 法
645 26 F-J 中II 心 ~ix111111工•・公 , PIUVヽ/1賃灰 外 2.SYl/2灰賃色 s.i-s.J （● 2) 2.4 ~ 安

646 26 F 12 13-1層咄;zc璽公 伝、 ~VS/Ilic .. 5.5 (2.5) u 入法 ？ 
647 26 C-3 UJー ve-wi 心S 冶 ・2.SYl/1灰白色 "'l  5.0~5.3 (2 9) 05 入法
648 26 E-13 K.'~-遍~II層 vr2C ""' 1• ・2 SY8/4・ ．ヽ、 87 5ヽ) ヽヽ ；名

漕漏 ・-

第84図底部及び脚部 (S:1/3)

底部及び脚部 (634~648)
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その他の沈線文系・条痩文系土雑 (649~748]

一，（
 

＼ヽ

~" "' G, - 1-1-flol>c 'H. 疇 公 , I公 .,, .. , .. -ロエ□外 '=口内 ,., 菖 ...... .. 
649 26 F-6 9層 ,; ， 浅谷 ｀ ・ロ A-I -1 -IOYR6/2灰 置9 内外面ミカ 存蝕
650 26 E-2 "口,_ vC~i買 遭9●浅谷 ・ロ c-n A-Il ---10YR7/1灰B~ t層+デ な憎'
651 26 F-6 8層 !llil R. 心土 冨 漕II浅谷 ・ロ C-1 8-I ---10YR6/3/こべしヽ●樗9

石”652 26 F-10 10ライン27111 ll，lt． ~iciv 壇II浅谷 ・ロ C C -IOYR7/31こぶし'•"'色貫9 内外面ミガキ ,.『■9
653 26 G-5 8-1111 v;;;2 遭II浅谷 ・ロ C-I ---~ IOYR6/2灰貫渇色 内iiiミガキロ
654 26 F-8 9111 ,i 壇II浅谷 ・ロ C ----5V6/I灰や m外面ミカキ ？ 
655 26 E,F-7 8,910屠 vm... ~J1.11 . 遭II浅谷 ・ロ C-1 

一--IOYR7/2にぶい● 貸ワ m ミガキ在m
6S6 26 C-6 最下層 ,s 遭11;.l谷 ・ロ C ----2 5Y8/2灰日色 m ナデ存Hつ
657 26 E-2 8/lll . , .. 言 遭II浅谷 ・ロ F-1 ----10YR8/2灰白色 重9 内ナァ存H
658 26 E-4 10隕 ,c,i~冨iii 壇9員浅谷 ・偽糾 -----C-I IOYR8/1~8/ヽ浅貴II色． 在
659 26 F-9 9,10/11 )I. I >Il-l 遭l●浅谷 ,a 

---鵬 一
2 5Y6/1青Fli.l'. 不 ;+:;: 

660 26 E-4 8胴 褐色砂 i, 慢9責浅谷 ・ロ c-m c-m ---IOYR6/2が一,... 外 ~~ f全,.,
661 26 S-6 9111 

" "'員湿谷 ・・ロ F-I F m? -IOYR6/2灰黄褐色 匹 外 ミガd .,., 
662 26 ＊ペルHA10111 

'" 遭II浅谷 ・ロ c-m ----IOYR7/2に、、：ぃ•

且霧
・-ミ I干

663 26 F 8 8 '.. 土 x 壇M浅谷 ・ロ C-I F-m ---IOYR6/JIこぷい責樗偽 内外日 ミガゴ '""? 664 26 F-6 8 2 9州上面 X 遭,.,長谷 ・ロ F? F-m --10YR7/lfx白色 内面ミガキ
665 26 F-9 10暦 '" ．． 遭！酎見谷 No.EOJ6・ 口 8? c-n -SYS/I仮 白や やや不良内面ナ〒艦 ？ 
666 26 G-1 9,10層 萬I. • .11. 遭9員浅谷 ・ロ F-I A-m-2 --IOYRS/2灰貢II I m高ミガキ在地つ
667 26 G-8 訊累Ill色埴土 ｀ 遭,.浅谷 ・ロ c-m Fm  --IOYRS/31こぶい ・三口 なゆ？
668 26 l'-6 9A " ＂！』浅谷

. .、宣 - ~ F-fil IOYR6/2灰貢II 望9 ， 内外面ナデ
669 26 本ペルトI10 '" ”’‘浅谷 ・ロ 8-l A-D -IOYRS/31こぶい l!f沖
670 26 E-8 8.9 箕ぶ1 渭9員浅谷 ・" --- --- IOYR6/31こふ：ぃ t會.. ,.., 

内外面ナデ在地
671 26 G-7 10 ● ．" ． 遭積浅谷 ・体 ------A-1-2 IOYR6/JIこぷい ＂！色 Z 内面ミガキ在飢
672 26 E-6 9 10霞 真.I,買.ll. 遭1員浅谷 -----A-I -2 IOYR3/I嘉氾＂ 土

｀ 
鯖飼1が内外面ナデ在地

673 26 G-7 9 10 .. Xl XII • 壇II浅谷 No.8111 -~ --- -- D IOVR4/2灰賃 !l・= 内面1 テ~
67ヽ 26 F-5 89 JC,X． I 環II浅谷 No.34SJ ., 鼻五一-B-m tOYRS/31こぷLヽ賃渇色 内面ナデ
67S 26 E-2 8 』メ 9買 遭9員浅谷 -一

B-I IOYR8/ヽ・三一”伍 1内iiiナテ
676 26 F-5 訊 黒渇色砂 9● 糟41浅谷 ・体綿 ~ 

一
B-m 10YR5/2灰貢N・ロ 好 デ

6)) 26 G-8 9H 箕； 渭II浅谷 -~ 螂--B-0 IOYRJ/1灰白色 好 内iiiナテ
678 26 F-5 8 '. ● m心

' 1!11; 長谷 No.3066 ・体郎 - ー。 IOYR8/1灰白e 11"!1111アア
679 26 E-4 アゼ内5-5.8-2層 冨 壇1員洟谷 --~· --- ---F? IOYRS/31こぷい ,』皐鸞口 1内面ナデ
680 26 G-6 9剛 貨i 頃Iii鵞谷 -~ 鱈'--- ---B-I -I 7.SYRl/41こ、てい , .. 内ii+.; 
681 26 G-6 8限 黒渇色頃土 9 壇！員浅谷 -~ 曇贔属 --- --B-1-1 IOYR7/21こぶい

｀ 682 26 F-6 8111 /,I¥渇色埴土 ， 漕積浅谷 F-I F-I A-M-1 IOYR6/31こぶい
"' 外面ミガキ在地

683 26 F-5 7-1層 Y'll,Ym '●9 遭!I浅谷 ・ロ c 8-Iー1 --IOYR6/2灰賃II ・-684 26 F-6 9限上面 買9 遭情浅谷 ・ロ 山影 A-ID-2 ~ 10YR6/31こふ：し‘ 量= ,.., 
685 26 l:ti: ペルト18-2,10/IIJ 賃~ •n 遭II浅谷 ・ロ F-I A-U --IOYR6/31こぷい ー・＊ ：紬
686 26 0-6 9!111上面

＂ 
壇,.浅谷 ・ロ F? A-ll 

一
IOYRS/JIこぶい 渇色 やや不良 ミガキ在地？

687 26 E-9 8-2,10層 x~w，u ． 遭fl浅谷 ・Q -----A-0-I 10YR6/JIこぷい ~= a好 な 紬
688 26 E-2 。 vc-; 翼 遭l●浅谷 ・体 ---- -- E 

tOYRS/3・ 賃履ヶたふ689 26 • - J 7-1 Vll~tl 遭漬浅谷 ・は帥 -- -A-m-1 IOVR6/ にふい 饂ロ ナデ
690 26 F-3 8-3 菖 遭l●浅谷 ・ロ F-I A-ll -10YR6/ ,,., .. ,. やや不 ミガキ在抽？
691 26 E-3 •= vC~i11 遭!I浅谷 ・ロ -A-m-2 --IOYR8/: '応"'~

,_ 
692 26 F-2 ,m』 vC~i• 慢II浅谷 ・ロ ，"●9 A-ll? -IOYR6/2以賣ll

疇
,.., 

693 26 E-4 7-2 VII IX 壇！員浅谷 . -----A-m-2 IOYR7/3にぶい 内面ナT tt .. 
69ヽ 26 F-2 心 ~ix 遭積浅谷 . ----A-m-2 

IOYR8RR47///J2J溝灰にぷ貴貴いH I~ 
内面ナデ 在地

695 26 G-8 8-2 9111 X買9 遭9●浅谷 . -
一

A-m IOY 内外面ミガキ在地つ
696 26 E-3 7-1 ＂ .. ＇＂ .. ＂ • 慢積浅谷 . ---A-m-J IOY tltlf玉•= 外illミガキ．内111ハケ慎ミガキ 111入？
697 26 F-8 8-2. 9麗 X lll ltl員浅谷 -----A-m-J IOYR7/2にぶい 「"'゚

,_ 
内iiiヽ ヽケ憧ミガキ在地

698 26 F-6F 4 910 li:.1,)(.0 • 1, 積浅谷

一
A-I 2 IOYR4/2灰貢" 好内面ナデ在地

699 26 F-9 8隈 IKB, ... 土， 慢II浅谷 .、.,.. ---A-ll-1 IOYR~/JIこふ：Lヽ 1樗〇 露9 好内i11ナTtt1'!
700 26 F-5 6 7111 ,,;-.. ; 遭II濱谷 .、.. 

一 --A-ll t 2 SYS/2暉仄貫 “内面ナデ在地
701 26 F-3 8 J 9層 "' 壇Iヽ濱谷 ・ロ絨 F I F-I A-1-2 5YR6/6櫂色

＂ 
齢入？

702 26 F-6 9贋 XO 遭II浅谷 ． 、宣~皿 — ~ 10VR5/3にべい量鰊0 '"' 
., "'"'すT TL... 

703 26 F-8 10層 ● " 壇積浅谷 壼 ？ ／ ／ J、SYRS/4浅貴棺色 箱遍緯骨 1ヽ含債 良H 内面ミガキ撼入

704 26 F-8 8層 鳳Ill色埴土 ｀ 壇積浅谷 壼？ ／ ／ 2.SYS/1貴 灰色
稽濤縞奮 tヽ倉膏 良好内面ハケ 搬入

705 26 F-5 10屑 ,;; 渭!J浅谷 l壼 ・a:曇. --- -- 10YR8/3 ・I董捨0 ,,., 
監 n m高十二 鰭8

706 26 G-8 9胃 翼i 慢！釦隻谷 不明 --- --＝角渥岱 10YR8/3 浅貢楼色 ,c・』 孟玉

707 26 G-7 910屑 '.ltt＇ '.lttl ,.,m長谷 奇・体帥 ―:_:;;;;; ---c-mっ 2.5Y8/1 I 、し口

＇ 
'"., 内面ナテエ..,,,

708 26 F-4 8層
' lflf浅谷 帽 ---一角遭貸 2 SV7/2 • 一｀ やや不員内面ナデ F抽？

709 26 F-6 9隋
" 壇積：長谷 不明 ~ --- IOYRl/1 Jヨ色 匹 ,,.,.,., 

710 26 F-3 7-1層 VI-I ,Vlll - 遭IR:長谷 .. □ C B-m ---7 SYRS/ti浅賣捨色 内面ナデ=-
J ti 26 CH 10層 冨" 遭l員浅谷 ・ロ 糾みのみ --IOYRS/31こぺい● 内面ナT =-
712 26 F-6 8-2 9111上面 X買9 環積浅谷 ・ロ ---IOYR8/llx白P = 内面ナ, nM> 
713 26 G-7 9/!ll ,; 遭！員浅谷 ・O 山影 ----IOYR8/2仄日色

｀ 
な'"'714 26本ペルト18-2 翼 慢浪浅谷 ・ロ A-1-2 

一--10VR8/2灰白色 匹 内面ナデ エm
715 26 F-3 8-3 ， 壇l酎夏谷 -:t ----A-0つ IOYR8/3浸貢行 ~-ミガキ齢入716 26~- s 8-1 v.,,., . 壇II浅谷 ,, ----E-I 10YR7/2にぶい .. 高-,.:;:な緬
717 26 E-2 8層 -- " 遭II浅谷 ．邸-- ---A-m IOYR7/3lこぶい ’’ - "-""+-"' 
118 26 G-7 8- 2,9"'— "' 遭積浅谷 .---E-I 10YR6/2 

彗
内外面ヽヽケ存抽

719 26 G-6 9層上 面 " 
.. ,. 浅谷 --- ~ E-I IOYR6/2 冨9

面ナデ在地720 26 E-9 8-2庖 真 讚l員濱谷 --- __.. E IOYRB/2 密 1面ナァエ囁
721 26 E-9 10ライン21-1層 筐II 遭！員浅谷 ---- .- E IOYR6/6 · ~· 冨’’ 面ナデ 在地？
722 26 F-2 7-2層 筐．'"． ti『 渭ll浅谷 -一E

SYRS/5 望9 ,as十二
723 26 F-8 8-1 8-2層 11111，． ~11: 渭II浅谷 -----F-D 7 SYR6/4Iこぶい..... ..- 面ナデ在地724 26 G-6 9隅 上面 賃i 慢鳩浅谷 -----E-ll IOYRl/21こぷい一..... 面ナデ725 26 F-S 9隅上面

＇` 
遭II浅谷 ・体 ----- IOYR6/3にぷい藝鱈伍 l惇’ 面ナデ 在地726 26 G-8 9層 ,; 渭Ill皇谷 --- IOYRS/2灰日色 ；雹9

" 面ナテ 搬入っ727 26 E-3 7-2111 V.II..I . Ill 遭II浅谷 --F-n 10VR7/ヽにぶい一..... 好 内一ー一
728 26 F-5 8層孟渇色埴士 舅 壇情浅谷 --_.- F 2 SY8/2灰白色 内-~ 在狛
729 26 E- • 中腎 心 ~i翼 環II浅谷 --- --- IOYR6/Jにぷい詈捻伍 .. 外面 デ に 一
730 26 E—ヽ 9111 " 遭！員浅谷 ------ IOYRB/1 ~6/1 ll!fl'fl> 面ナ Z 嶋つ
731 26 E-J 7-2層 X9ltl ● . , IX 遭9員浅谷 ----山影？ IOYR6/31こふ：Lヽ ー＾ 資 ＇喩ヽ→ー・ "'"" 732 26本ペルトIC 15-3層

" 遭II浅谷 -一
F-D IOYRS/3にぶい lll1色 --・ 7JJ 26 F-8 9111 

" 遭9員浅谷 No C554 ? ---—• A-I -2 IOYR7/2にぶい 心つ
734 26 0-8 8-3111 買 遭9員：JI谷 つ ----IOYR6/2仄貫H iiliナデムー735 26 0-6 B-3 9隕 "' 壇9員洟谷 → ・ロ ~ --、- IOYRS/2仄貫N 匹

面ナデ 在地？736 26 F-6 9隕
" 遭1員浅谷 ・ロ

― 
--IOYR&/31こぶい ..... 直置9

，高ミガキ在諭．737 26 F-7 8-2 菖 遭II:夷谷 ~ ~ IOYR6/31こ、ズし‘ -~ ·~- ロ・mっ
738 26 E 5 1ml vC~iw I!! 員浅谷 ・O 山影 B-m ---IOYR7/41こふ；Lヽ -m  
739 26 F-8 8-2 翼 環9員浅谷 •O A-m-2 ---IOYR7/2Iこぶい 好
740 26 E-6 8-3 菖 壇積浅谷 ... ---一

B-m IOYRヽ/2灰貢ll ロ外illミガキ Plillナデ G地741 26 E-3 '"' 心一ilf 讚!J:真谷 ・Q ------B-m IOVRS/3にぷい・--
., 

[『m—-・-=-742 26 G-6 ，＂ .!:.iii 置9 珊,.浅谷 ・ロ ----B-m 10YRJ/1灰白や 喜
.. 内面 デ743 26 l'-5 9限

" 樗II浅谷
・体邸 一-2 5YJ/l/k日色 “ ,=-ーマ什m744 26 F-3 8-3贋 翼 慢It浅谷
・は綿 一 ~ A-m-3 10YR7/2にぶい賣"'"' 好 内董j・• = 745 26 G-5 7-1隅 Vl. l,Vf-『9 壇9員：長谷 ・日!!II --- --A-m-J 10VR8/ヽ 浅賣樗色 IL 内iii ア召J雹746 26 F-5 6.71111 

"． ―'Yltt '"'浅谷 --- 10VR8/2灰白色 ~ コ 好 、・-741 26 F-6 8-1闇 "'9● " • 遭9●漬谷 ----- 10VR8/3・ 9巴 匹 ,u 
-・  冒9748 26 B 15 咋 r+ I附，”‘ 糟9員浅谷 寸祖 --- 2 5Y8/I灰白仕 • ,., <><1111量........? 
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第n章 その他の土器・土製品

凡例

I. 本在の報告は原則として埋積浅谷出上の報告であるが、遣構狂科で特ホすべき遺物等に関しては掲載する。

2. すべて松J眼観察で行い、観察の結果は層鉦で観察表にIYJ記する。

(l)観察'Ji項と記載方法

【番号】 ：遺物掲載番号を示す。

（地区、出土地点、層位］ ：調介区、グリッド、遺構名を明記し、図上で取上を行ったものに関しては、取り上げ番号を記

杖している。出土附位は統一層名を記載している。

（胎土・色調 ・焼成］ 弥生土器と同様である。

（法量】 計測イ直はcm.g. eである。また、 完存せず数値が計測できないもので、復元できる数{[iには ［ ］で、残1Hf/I!こ

対しては （ ）で記救している。

（底部の種類］ 弥生上器と同様である。

第 1節土製加工円盤 （第88図～第93図l

（
 土器を加工して円盤状にするものを一括し掲載した。これらは、側面を研磨するもの、打ち欠いた

だけのもの、孔が貫通するもの、しないものとさまざまである。これらを下記の分類に区分し観察表

に記載した。

‘¥ 

形態の分類

（形態素 1)

I • • 孔が貫通するもの。

n .. 孔が未貫通のもの。 n 1 両側に穿った痕跡がみられるもの。

n 2 片側に穿った痕跡がみられるもの。

皿 ．．孔がないもの。

（形態素 2)

a • ・側面に研磨がみられるもの（墓本的に円形とする）。

b • ・側面に研磨がみられないもの。

C ・・形が円形ではなく、四角を呈するもの。

出土層位は X~ xi層がも っとも古く 、v層までみられる。時期に置き換えてみると 6期から10期に

かけて出土している。大きさは 2cm程度のものから 6cm を越えるものがあることや、重敵は 2g程

度のものから、 40gを越えるものと格差がみられる。また研磨されているものは、貫通しているもの

だけでなく、未貰通のものにもみえることや、貰通したものに研磨されていないものが半数以上ある

ことから考えると、破片から打ち欠いてある程度の大きさにし、土器片が研磨される行為を二次的に

行った後、三次的に孔をあけて別の用途として使われたと推測できる。
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土製加工円盤 (1~75)
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ca"6 

り
一-160 161 

-~ 162 163 

土製加工円盤 (76~85)

如 区 GR 1t n遭遭i囀四偵l●綱浅浅名容谷苔 双上げ

量... .... 鸞量•冒・ 星法I ,, ●ヽヽ■ --..• ヽ曇 一●
76 bヽlF・12 VI ミニ,..J; 1'土• ,~ エ円鑢 I 2.SY</1貴灰e~Z.SY3/I●褐e .8 .6 .3 w. 訊
77 26 :a: ベルい0 vi 壼 土鯛加工円櫨 112-c 2.SY7/3浅貫色 密 4.0 2.9 0.6 0.65 9.34 
78 26 F-9 vi~v" 壼 土虹エ円鑢 112-a 2.SY6/1賃灰色 密 3.0 Z.8 0.6 0.7 7.53 
79 26 E-2 vii 遭積浅谷 壼 （曼●文暴I土麟加工円鑢 112-b 

内2.5Y6/3にぶい貫e
糖 Z.6 2.4 0.7 S 36 外Z.SY3/l璽遍色

80 ,. G-10 iv 遭II浅苔

｀ 
土●加工円櫨 112-b 2.SY7/3~6/3灰賣e 鴫密 2.6 12.3 0.5 3,94 

81 26 F・12 vヽ2 遭1●浅谷 壼 土11Ji1エ円鑢 112雫aC●釘-.i
内 Z.SY8/3湊會色

密 Z.4 2.1 0.7 0.8 4 61 
1外l.5Y5/1貫灰色

82 26 D-3 ~ v~vi11 遭偵濱谷 璽 土舅凶工円● 111 •a 2.SYS/3(湊賃a> 雹 Z.6 23 0.8 0.9 6.79 
83 26拿ペルト18 xi 涅9●浅谷 壼 土11鑓工円● lll・b Z.SYB/2灰白色 璽 7.1 7.0 1.1 1.2 8200 
84 26 F-6 xi 遭II濱谷 壼 土響加工Pl● IU・b 2.SYB/Z灰白色 Ill雹 7.3 6.6 1.1 1.3 68.29 asと鯛ー
85 26 F-6 VI 環!I浅谷 ＊ 士胃加工円鰭 111-b Z.SY8/Z灰白色 11111! 4.8 囀.4 ,_, 1 2 32.76 
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土製加工円盤 (86~185)
出 .. C.I¥ ・1遭●,, ● ,., 

..... 「逼、""~- .-, V~VIII I● I士”加工Pl■11-b 疇ZZ..SSYSY7//33濱貫襴貴

組轡 '.2 ,.• ,.6 .•• 
87 27 X • ,. ●文ヽ ）土輯鱈工円● 11-b 轡轡 ・6.0 5.2 0.6 27.16 
88 26 E-6 V No.601 .. 土鑽誡工Pl■11-b e 響＇ •.• 4.4 0.6 0.7 18.92 
89 26 F-2 w 璽 土舅狐エ門■ll・b 雹 s.o 1.6 0.4 0.5 13.94 

90 26 F-4 VI-vii 壼 士●誡エ円■11-b IOYRB/3濱賣-- 祖密 S.3 S.1 0.7 0.8 32.37 

91 26 F・15 直 覺 土鯛11エ円● 繕-b 2.SY8/3漬貴色 II!轡 S.3 s.o 0.7 0.8 28.96 

92 26 0-6 x 壼 士鑽械工円● 鵬・b 2.SY8/1~7/3灰白色 IJI密 5.3 4.9 0.6S 0.8 26.89 
93 26 E-2 vii, 璽 土鯛凶エ円● 鰤-b Z.5Y8/1 ~8/Z灰白色 帽轡 s.s s.o 0.4 o.s 18.~9 
94 26 G-6 X 遭憤浅苔 壼 :1:• 加工Pl纏 IN•b 10YR7/~~6/Zにぷい賃-~ 岨響 S.6 s.z o.s 0.6 22.73 

95 27 

｀ 
遭憤濱苔 壼 土讀加工円鑢 111-b 内2.SY8/2灰0色 粗轡 S.2 s.z 0.9 1.0 3•.03 

1"'2.SY3/1量II色
96 26 F-6 xi 

譴
No.8783 豆 :I:.■ 加工円饂 織-b lOYRB/2~6/2灰貫鴫e 祖 5.• 5.3 1.1 1.2 •• .46 

97 26 F-10 xi 豊 土綱加工Pl■鵬-b IOYRS/3にぷいー一● 帽密 5.3 5.0 0.8 0.9 27.77 
98 26 E-12 ,,; 壼 土●加工円饂 川●● 9● ~ .. , 2.SY8/1灰白色 Ill! 書 S.7 5.4 0.6 0.7 25.38 
99 13 C-1 甍 土●加工円● .... ,u .. , 2.SY6/2灰貴e Ill響 5.5 5.1 0.4 0.5 17.61 

100 26 G-6 vl~vli 這憤浅苔 璽 土鱚閲エ円● II・a 内Z.SY4/1●灰色 粗響 4.8 •.S 0.4 0.5 12.97 
l外 2.SY6/3にぶい貫色

101 26 F-8 X 

冒--
壼 土響“エ円● 鵬-b 2.SY6/2~7/2灰贄e lllllll 4.3 4.1 0.4 0.5 8.65 

102 26 E-2 ix2 ． 土鯛加工円● lll・b 

'''',,--・・"""'"釘"",,.,心',・,-瀑●●に-vO●●ぶ,,,L にと軍いに●,ぶ●,,● m 

雹曹 4.5 4.2 O.• o.s 11.74 
103 26 E-9 ＂ ＂ 土攣紐工円● 鵬・b 密 4.6 3.9 0.4 0.5 10 36 
104 26 F-9 xi xii 土鑽調工円鑢 爾-b 糧111 3.9 3.9 0.65 0.7 12.90 
105 26 F-4 vi ± ■lllエ円蝙 ’’ 

璽 4.5 4.35 0.8 21.70 
106 26 H-12 V1・~Vll・.,l ±““エPl■鰤・・ 111111 3.5 33 0.4 0.5 6.43 
107 26 l壼 :t讐加工円鑢 Uf•a f■iitt11> 雹l 3.S 3.3 0.7 0.8 11 82 
108 26 F-5 vi 遭鳩浅谷 土•1111エ円櫨 11-b 10YR6/2灰●鴫色 園書 2.9 2.8 O.• 4.39 

（ 

109 26 C-5 v~¥lii 

＇ 
±●鰭エPl鑢 鵬・b Z.SY7 雹 2.8 2.6 0.4 o.s 5.09 

110 26拿ペル>IA ix 土●lJIIエ円● 鵬・b 10YR6 Ill書 S.6 4.4 o.~ o.s 16.17 
111 26拿ベルいA X 

土土土土土●騎鑽讐鍼鑓加Ill““エ工工エエ円円円円円●● ● ● ● 

鰤・b Z.SY7/ 糟Ill 4.7 4.7 0.6 0.7 20.21 
112 26 G-5 vi~v疇 11-b 2.SY7/ 雹 4.3 4.1 0.7 0.9 19.75 
113 27 25-97 

＂ 
Nl•b 2.SY8/ 岨111 4,5 4,4 o.ss 0.6 16.63 

11● 26 E.F・6 X ● l•b lOYRB 綱 4.7 疇.s O.• O.•S 12.27 在鍮？

115 26 E・8 X I II 111・・ 10YRB 鴫 4.75 •.tl 0.9 20.43 l欠鳩

116 17ふ3 士●閲工円● I Z SY7/ 雹 7.2 52 0.7 0.8 42.92 lco.21 
117 17 ミ・J 土麟Iiiエ円● CI -cl 2.SYS/ 璽 6.1 5.9 0.5 o.ss ZS 85 0.4S 
118 17 H-10 ミツ 土鯖閲工円● I -a 2.SY7/ 雹11!.6.0 5 75 0.7 0.75 30.06 o.s 
119 17 ミ., 土績加工円● I -a 2.SY7/ 雹 5.9 5.6 0.6 0.7 27.86 0.4 
IZO I C・S No.568 土WIiiエ円● I・b 2.SY8/ ~ 岨1!!.5.7 5.7 0.5 0.6 21.61 0.2 
121 12 30-6• 言含層 土●“エ円● I •a 2.SY3/4-7 -~ 璽II! 5.6 5.4 0.6 0.8 18.74 o.s 
1ZZ 17 K-1 ミ., 土“”工円● I •b 2.SY6/◄~6/6にぶい櫓色 Ill 5.2 50 0.7 0.8 23.70 O.• 
123 I C-3 No.172 土Mia工円● I ·• 10YRB/2~10YR8/• 濱賃 Ill密 4.9 4.7 0.7 0.8 21.41 0.2 
124 17 E・S ミ・l 土鑽加工円纏 I -a 2.SY7/2灰貫色 轄密 s.o 4.9 0.6 0.7 20.38 0.5 
lZS 12 35・65 土れ 土鯛加工円● I・a I璽四1 2.5Y8/2灰白e 懇密 4.9 4.6 0.4 0.7 15.91 0.3 
1Z6 17 ミ-J 土●加工円● 1・・ 2.SYl/3浅貴e 団讐 • 4.9 4.8 o.s 0.6 15.58 0.4 
127 6 C·• '"'·• 北 111 土鯛加工円● 1-b tOYRB/3浅貫帽e 謂密 4.8 4.5 0.5 0.6 13.57 0.5 
IZ8 12 28・56 ミツ No.1678 土11/11エPl● 1・b Z.SY7/ IJ!lll •.7 4.6 0.5 0.7 18.~7 0.4 
129 I 11-2 No 758 土鯛“エPl• I -C Z.SY8/4濱貫色 咀 4.4 4.1 0.6 0.8 17.14 0.3 
130 II J-5 ’’ 土11!0工円● 1-c 

'・, , ''""•·· .. =°'""'・ ..... ＂潤-"即.,,'心,""9,,".●・ 追_●●●_●●.,●'"●賣●,賣,●● ●ffi 鶴~●..... ● e ● , 縄

1111 •.6 4.0 0.4 0.6 1•.2• O.• 
131 31 ミソ 土闘加工円● 1・b 11!11! 1.3 •.15 0.4 0.7 13.S~ 0.3 
13Z 13 E-6 土埠 土鯛加工Pl■I -a 密 4.1 •.1 0.5 0.65 11.93 o.s 
133 17 ミ •J 土騎鑢エ円● 1-b 粗密 4.55 42 0.6 0.7 13.16 0.3 
134 11 G-11 ~11'- 土＂加工円● I -c 書 4.4 3.9 06 0.7 16.70 0.3 
13S 12 29-59 往穴 1• 土11111エPl● 1・b ll!密 43 • Z o.s 0.6 13.•0 0.3 
136 15 H-2 土鯛鱗エPl● 1・b Ill密 •.2 4.1 0.5 0.7 14.25 0.5 
137 土舅加工円● 1・b 粗雹 4.1 3.9S 0.6 0.8 12.30 0.3 
138 II 1土坑 土IIIG工円● 1 帽I!!/ 4.0 •0 0.5 0.7 13.96 0.3 
139 17 ＂”鯛 遺● I■ 土鯛加工円● 1・b 2.SY7/3浅貴色 覆雹 •.O 3.9 0.4 0.6 11.73 o.s 
140 28 ミ・J 土•加工円鱒 I・C 10YR8/• 濱貴檀e 書 4.0 3.3 0.5 0.7 9.29 0.3 ,., 

＂ 土“”エ円● I•a I● 91'J) 2.SYS/3瀑貴色 LLLLLL 4.1 3.9 o.s 0.7 11.06 0.3 

、 •z 12 Z3.17-57.Zl 言含• 土鯛加工円● 1-b 

・.,.,,',,, 累,・_ " '・, ~ ... 況"闊.,,現.. , 濱に出"."" ... ぶ●,.,.;;:貫―. •. •• , す• 

岨 3.7 3.6 0.5 06 10.ZS 0.3 

143 12 32-63 土慎 壼 土鯛鱗エPl● I •a ,_,._、 軍 4.0 3.6 o.s 9.93 o.z 

, __ 
144 12 33-64 （ミ •JI 甕 土●鱗工円● 1-b 祖雹 3.8 3.5 0.35 0.5 685 O.• 
14S 13 .Hl 土填 璽 土麟論エ円● I 害 3.6 3.5 0.6 0.7 7.31 0.5 
1•6 12 ミ-J 慶 土鯛鱗エPl● I -a 帽密 3.6 3.6 0 4S 0.6 8.28 O.• 
147 13~2 仕穴 甕 土鯛鯵工Pl●

＇ 
精雹 3.4 3.4 0.4 0.5 6.02 O.• 

U8 17 土れ 甕 土11111エ円● I 糧密 3.0 Z.95 0.5 0.6 5.26 0.3 
149 I 土慎 壼 土II鱗エ円● 1・C 7.SYR7/6檀e 糟密 3.4 2.7 0.6 0.7 6.22 0.3 
ISO I , .. fit 甕 土馘10エ円● 1-h 7.SYR8/1 ~8/• 糟~) 密 3.3 Z.7 0.4 0.6 5.09 o.z 
151 17 8・1 壼（厩） 土Nllllエ円● I -a 2.SYa/3-7/2灰白色 , .. 密 3.3 3.Z 1.1 1,4 1S.9S 0.35 
lSZ II 土填 IS 土鯛鳥エ円重 1 2.5Y8/2灰臼色 岨密 3.4 3.3 0.5 0.6 6.76 0.3 

153 I 8・3 包含• 壼 土11111エ円● 1 1内..77 .SY8J14灰にaぷeい鬱色 岨密 3.4 3.3 06 0.7 8.22 0.3 

154 I 8・3 包含竃 壼 土騎”工円菫 l・b lOY 密 3.1 3.1 0.5 0.7 8.59 0.15 
155 I 土填 Ill 士鯛知工円● 1 2.5 Ill雹 Z.4 2.3 0.4 0.5 2.85 0.3 
156 I 土坑 覺 土鯛”工円● 1-b 10Y い賃櫨色 密 2.8 2.4 o.s 0.6 •.29 0.3 
1S7 17 E-3 ミ') 璽 土鯛狐工円露 l・b 2.5Ya/3潰貫色 Ill害 2.8 Z.7 0.35 0.4 3.7S 0.3 
1S8 17 A-3 壼 土11111エ円重 I一● ヽ—GM, 1 OYR7 /2-6/2にぶい贄帽色 ll!雹 4.4 3.9 0.6 0.7 19.32 0. 鳴 欠襴
159 11 A-8 土訊 豆？ 土“”工円● I·• 

認a,','•,.=""',悶u",,,""m↓●濠忠遍●●●," ●● 伶r.き纏, . ..  

密 s.s 2.5 1.2 1.4 Z•.78 欠襴
160 17 E-3 ミ-) 壼 土鯛加工円● 1 lllll! 6.1 3.0 0.4 0.6 10.93 欠鳩
161 17 A-11 土れ 覺 土騎加工Pl● l・b 謂密 5.3 z.s o.ss 0.6 11.60 欠膚
162 17 A•4 壼 土●鯰工Pl● I 帽鬱 1.7 1,7 0.5 0.7 6.54) "'II 
163 17 ミ-) 壼 土•1111エ円● 1・b 謂密 4.8 2.-4 0.6 9.971 "'ii 
164 I C-7 I" 彙●文畢l土●狐工円● 1-b 阻 S.3 3.9 0.7 19.87 0.4 
16S 17 F-10 ミ．， 壼 土攣誡工円饂 l -b 趨1fi 4.3) Z.7 0.6 0.7 8.94) 0.35 
166 11 C・8 壼 土順加工円■I・a t●’＂｝ 2.SYS/2灰白色 密 3.8 I.Zl 0.6 0.7 7.741 欠繕

167 17 ミゾ 豆 士11111エ円鑢 I ·~ c• 'itm |内Z.SZY.◄SY/81/贄3灰漬色貴紅 • 111 2.9 (2.7) 0.6 (5.51) 0.4 欠Ill

168 17 ミ・J 賽 土IIJJIIエ円● I •b 

,"W,,·•·•-=-=... mmm'"W-·~ w,,.,..,. =ふ磁~•●_●.-,,.,•-• ••,.. ． ● .. 色躙•• 襄●• ,.  ●鴫色土

雹 3.6 1.S 0.5 3.59 欠繕
169 I 土航 壼 土鯛閲エPl● I •b 密 2.8 1.1 o.s 2.37 欠績
170 I A-7 慶 士鯛械工Pl■1-3'●晉"' 雹雹 1.Sl 1.4 0.6 3.Z• 欠績

171 I 土訊 甕 土鯛鑓エ門饂

＇ 
Ill z.o 1.3 0.• 0.5 4.84 欠績

17Z 6 F-3 ． 土馴“エ円櫨 I・l r● 9h¥ 璽11! 2.11 z.o o.s 0.6 5.76 欠蠣
173 31 ミゾ l● 土1UJ1エPl● lll・b 謂 4.2 4.0 0.6 0.65 13 35 
17鳴 ze E4 ±坑 聾 土讐紐工円● lll・b 祖11! 4.1 3.6 0.35 0.5 10.35 
17S I C-6 Mo.292 壼 土編“エ円● ll2•b 謂111 3.3 Z.9 0.6 0.8 9.7S 
176 31 1-b ミ •J 壼 土●鑓エ円鎗 111-b 謂 6.4 6.4 0.65 0 75 36 13 
177 I C・S No.26 璽！ 土●加工円● 112-b lOYIし7/2にぷい貴檀e 輯密 5.1 3.9 0.6 0.7 17.94 
178 17 F・8 ミ:/12 ． 土鑽狐エ円鑢 111-b 2.SYS/2鴫灰貴e 111111 s.o 4.56 0.6 0.75 18,63 
179 6 f-3 壼 土鯛緬工円● 111・a ta~n-> 10YRB/Z灰臼色 精1l! 3.7 3.S 0.7 0.8 12.93 
180 31 ミゾ 壼 土響IJIIエ円● 112・・

2Z2Zl O....SSSSYYYYYR87/88B////33234濱濱灰濱浅賃會白賃賃色色色色ft e, 

密 3.65 3.6 0.6 10.SZ 
181 17 ミゾ 甍 土製IJIIエ円● IIZ-b 璽11! 3.3 3.2 0.5 0.6 7.75 
182 12 zg.51 包貪層 ミ., l壼 土讐閲エ円櫨 111-<: 圏書 4.1 3.6 o.s 0.7 10.09 
183 I 8-3 No.3S0 壼 土UIJIIエ円● 112-b 趙雹 3.8 38 o.s 0.6 11.1嶋

184 17 E・11 ミ" 甕 土II加工円● 112・ 畠 雹 3.1 3.1 o.s o.ss 6.23 
18S I F-5 1土は 甕 土・加工円菫 IN-b 10YRS/1褐灰色 Ill! 轡 3.0 3.0 0.6 7.66 

●シャーモット倉書
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第 2節土錘 ・土玉等 （第94図～第97図）

土錘もしくは土玉等と考えられるものを一括し掲載した。これらを下記の区分に分類し、観察表に

掲載した。なお、下記の分類に該当しないものは空欄とし、その他として説明を行う。

（
 

形態の分類

I・・焼成前に片側穿孔され、器高がほぼ3~4cm内に入り、 20~50gのもの。ほぼ円形状を呈

するもの。青谷上寺地遺跡で有孔土玉として報告されるものに該当すると考えられるもの。

n . ・焼成前に片側穿孔され、器高が3cm以下のもので20g以下のもの。

a円形状を呈するもの。

b長方形状を呈するもの。

皿 ・・器高が4cm以上のもの。

N • • 部分的に指押さ えをして、くびれをもち、片側はへこみ、片側は丸底である。

その他・ ・穿孔がみられないもの、穿孔途中のもの。焼成後の穿孔過程がみえるもの。

Iは I~ 35・69・72 ~ 79が該当する。孔側は潜り 、逆は粘土が飛び出すため、棒状工具の刺し方

向が確認できる。その中で飛び出し、尖った箇所を指押さえしているものがみられる (10・19・22・

25・27)。孔径は 0.5cmを平均値とし、まれに 0.9cmのものもみられる (21・24・73)。殆どのものは

文様をもたず円形であるが、中には爪で横方向に連続して刺突が施され、装飾的にみえるもの (79)、

稜を もつもの (26・33~ 35)がみられる。 また、1は孔内に枝が残存しており 、その枝には螺旋状

に樹皮が巻かれている。ともに樹種は未同定である。出土層位は iv層から viii層の中に入り 、時期に

爵き換えると 8~ 10期に該当する。なお、iv層出土のものも古い層の混入遺物と考えられる。43・

44は同じ typeであるが、法批に格差がみられ、同様の使用法かは不明である。

IIは装身具と考えられ、II-aは46~ 54・82・83・85 II -bは55が該当する。孔径は 0.3cm以下

である。器高は 1.6~ 2.7 cmに収まる。中には 85のように板状工具で羽状刺突文が施される例もあ

＼ 

る。

mは土錘で、 36~ 46・66 ~ 71 

が該当する。出土層位は xii~ vi 80.0 

層までみられ、 5期~10期まで 70.0 

広範囲にみられる。
60.0 

Wは用途不明であり、 56~ 
50.0 

61・86 ~ 88が該当する。63は穿
40.0 

孔はないが、同様のものであろ

うか。 また62のように両側から
30.0 

焼成後に穿孔途中のもの (62)、 200 

穿孔がみられないもの (64・ 100 

65・90)、焼成前に貫通しないも 0.0 

の (89)がみられる。
0.0 

なお、 80・81は弥生時代ではな

い可能性が嵩い。

1.0 2.0 3.0 4.0 5.0 6.0 7.0 8.0 

※欠mするもの、 80・811よ駐＜

第94図 土錘・土玉等の散布
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第95図土錘・土玉等 1 (S=1/3] 
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第96図土錘・土玉等2 (S=1/3) 

土錢・土玉等 (1~6)
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第97図土錘・土玉等 3 (S=1/3) 

土鍾•土玉等 (7~18)

No 区 GR ＂一 層 名 工 印•11 -量•
_ .. 

ロ ・置a 匹_ 胃.. .. --fl- --/ h  • I~ IV ム● • 谷 ~~ -a ツ・『` こ、＇、い贄life 在: ヤヤ"'~ , ... 3.3 Jq.~ ヽ IU.~ 
8 26 G・11 vi 遭 谷 土玉 -a 2.SY7/3-S/1灰貴色 密 やや不良 3.8 3.6 45.52 0.4 
9 26 F-7 vi 遭 谷 土玉 -a 2.SY6/2灰贄色 粗密 良好 3.4 3.3 37.23 0.55 
10 26 F・lO vi 遭 谷 No 364 土玉 ·• 2.SY7/2灰黄色 密 良好 3.4 3.4 37.00 0.6 
11 26 F-14 V 遭 土玉 -a 2.SYB/2灰白色 密 良好 3.2 3.0 29.62 0.6 
12 26 H-12 包含層 這 土玉 -a 10YR7/21こぶい贄檀色 密 良好 3.2 3.0 28.00 0.5 
13 26 B-14 V 還 No.6147 土玉 -a 2.SY7/2 密 良好 3.2 3.1 22.17 0.4 
14 26 F・14 vi・vii 涅 土玉 -a 2.SY7/2灰贄色 密 .,., 3.1 2.9 24.83 0.4 
15 26 G-10 vii2 涅憤浅谷 No.C861 土玉 -a 10YR6/31こぷい貧橙色 密 やや不良 3.0 2.7 18.18 0.5 
16 26 F-15 viil 遭,.浅谷 土玉 -a SY7/1灰白色 密 良好 2.8 2.7 19.17 0.2 
17 26 F-12 V 涅9員浅谷 土玉 -a 2.SY7/2灰貧色 密 やや不良 3.1 2.7 18 86 0.5 
18 26 F-9 vi 遭II浅谷 No.8818 ±玉 ·• 7.SYR6/4にぶい橙色 密 良好 3.1 3.1 21.58 0.4S 
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土錘・土玉等 (19~90)

No IX GR .. ·• エ 匹←け ... ● 會一 船＋ 饂 --'/1.t主
―̀= ~,--g 

とb し— 11 VII、

雷．．ェー。
-,-.., -a 1u'l~?rn. ぶい資璽色 注：： 頁刃＇ j.U Iと.9 とと.9Z 0.5 

20 26 F-5 v-vm ● ● ヽ 土玉 -a 10YR7/3にぶい責璽色 密 やや不良 3.0 3.0 23.92 0.6 
21 26 G-1S iv 土王 ·• 2.5Y8/2灰白色 密 良好 3.8 3.4 43.74 0.9 
22 26 G・10 vi ±玉 -a 2.5Y8/2灰白色 密 やや不良 40 3.4 47.07 0.6 
23 26 H・12 vi・vii 土王 ·• 2.SYS/3湊貢色 密 良好 3.9 3.2 44.03 0.4 
24 26 F-6 v.1-v .. 11 環 谷 土玉 -a 10YR7/3にぷい贄II色 粗密 1良好 3 5 2.75 29.55 0.9 
25 26 本ペル ト10 V 遭 谷 土玉 -a 2.5Y7/2灰貧色 密 良好 3.7 3.3 40.7S 0.6 
26 13 f-8 遭 谷 土玉 ·• 2.SYS/1責灰色 密 やや不良 3.6 3.3 41.64 o.s 
27 26 本ペルト1 包含眉 這 谷 土玉 -a 10YR6/4にぶい贄II色 密 やや不良 3.6 3.5 41.37 0.6 
28 13 E-8 遭 谷 土玉 -a 7.SYRG/6樗色 密 a紅 2.9 2.5 18.94 0.5 
29 26 II 谷 No.3052 土王 ·• SYR6/3橙色 密 良好 3.1 2.7 20.24 0.5 
30 26 C-5 v-viii 遭I浅谷 土玉 -a 2.SY7/3浅贄色 密濤綿骨針含有 良好 28 2.5 13.00 0.5 
31 26 F-5 vi-viii 遭9員浅谷 土玉 -a 7.SYR7/6帽色 密 良好 3.2 3.0 21.48 0.5 
32 13 0-3 v-viii 還積浅谷 土玉 -a 10YR4/2灰贄褐色 密 やや不良 3.9 3.5 f25.16 
33 26 1本ペルト18 vi 遭9負浅谷 土玉 -a 10YR6/4にぶい黄置色 密 やや不良 3.7 3.3 35.22 0.55 
34 26 F・13 viiZ 遭憤浅谷 土玉 -a 2.SY7/3浅贄色 密 やや不良 3.2 3.1 25.18 05 
35 26 F•G vi 遭1員浅谷 士玉 I -a 10YR8/2灰白色 粗密 やや不良 3.2 3.2 2S.00 0.5 
36 26 C-12 vi 遭積浅谷 No.412 土餞 Ill 2.SY?/2灰責色 粗密 やや不良 7.3 2.2 38.93 0.5 
37 26 C-7 X 遭憤浅谷 土籍 Ill 2.SYS/3淡賞色 密 良好 5.6 3.2 62.80 0.6 
38 12 28-62 lit員浅谷 ±H Ill 2.SYS/3淡貧色 Ill密 良好 5.0 3.4 56.69 0.6 
39 26 G-6 vi 遭積浅谷 土餞 Ill 1 OYRS/1褐灰色 岨密 不良 3.8 3.5 0.4 
40 13 0-4 v~viii 涅憤浅谷 土錢 Ill 10YR7/41こぶい貫橙色 Ill密 やや不良 4.6 3.8 67.07 0.5 
41 26 G-5 vi !Ill浅谷 土鍾 Ill 10YR7/4にぷい貧橙色 密 やや不良 4.6 3.9 75.00 0.5 
42 26 E-5 xii 涅積浅谷 土iiIll 10YR7 /3にぶい賣橙色 祖密 やや不良 4.4 38 59.37 0.5 
43 26 F-12 vii2 遭積浅谷 土玉 I -a? 2.SY7/3浅貧色 粗密 良江 5.4 46 (52.00 
44 26 F・13 vii2 遭積浅谷 土王 I -a? 10YR4/l渇灰色 祖 不良 4.8 4.8 (61 06 
45 17 H-3 ミゾ ±籍 Ill 10YR8/2灰白色 Ill密 不良 4.0 3.5 (17 45 
46 26 F-7 vi 遭積浅谷 土玉 II-a 10YR7/31こぶい黄橙色土 Ill密 やや不良 2.6 2.6 15.26 0.3 
47 26 8-11 X• Xi 違9●浅谷 No.D3SS 土王 II-a 2.SY7 /2灰賣色 密 良好 2.6 2.3 1 S.17 0.3 
48 26 E-13 ．Ill ．． 墳憤浅谷 土玉 II-a 2.SY7/3浅貧色 密 良好 2.7 2.35 12.08 0.2 
49 26 E-3 v-viii 遭憤浅谷 土玉 II-a 2.SYS/2-7/2灰貴色 密 良好 2.4 2.2 12.43 0.2 
so 26 G-6 vi~viii 還積浅谷 土玉 II-a 2.SY7/2灰賞色 密 やや不良 2.4 2.3 11.75 0.2 
S1 26 F-6 vi-viii 遭!I浅谷 土玉 II-a 2.SY3/1罵褐色 密 不良 2.3 1.9 8.36 0.2 
S2 26 F-5 vi 遭積浅谷 土玉 ll・a 2.SY?/3浅貴色 密 良好 2.0 1.9 5.86 0.3 
S3 26 H-11 vii2 涅積浅谷 土玉 II-a 2.SYS/1贄灰色 密 やや不良 1.9 1.7 5.17 0.2 
54 26 G・13 vii2 遭積浅谷 土玉 II-a 10YR6/4にぷい黄信色 密 やや不良 1.6 1.6 4.47 0.15 
55 26 H-8 v.,~vm ... 涅積浅谷 土玉 11-b lOYR?/41こぶい贄橙色 密 良好 1.7 1.7 6.11 0.2 
56 26 E-3 v-viii 壇積浅谷 ？ r,/ 2.SYS/3湊黄色 密 良好 2.9 2.4 16.16 0.15 
57 26 G-5 vi-viii 遅l●浅谷 ？ r,/ 2.SY8/1灰白色 岨密 やや不良 2.8 2.5 19.41 0.3 
58 26 1-13 vi 環積浅谷 ？ r,/ 2.SY8/4淡贄色 岨密 良好 2.5 2.3 10.75 0.45 
59 26 F-5 v-viii 遭II浅谷 ？ r,/ 10YR6/3にぷい黄信色 組密 やや不良 2.0 2.0 7.36 0.2 
60 26 本ペルト1A vi 遭積浅谷 ？ r,J 10YR7/31こぷい賞Ill色 祖密 良好 2.35 2.1 10.53 0.2 
61 13 F-3 遭1員浅谷 ？ RV 7.5YR7 /4にぷい橙色 粗密 良好 3.0 2.7 20.76 0.2 
62 26 F-4 V .. ll.l~X. I 遭i員浅谷 No.2811 ? 10YR6/2灰責褐色 密 やや不良 2.5 1.8 8.77 妓成復両傭穿孔

63 26 F-8 X 遭積浅谷 ？ 2.5Y8/2灰白色 祖密 良好 2.3 2.15 
64 26 G-6 遭積浅谷 土玉 2.SY7/2灰黄色 祖密 良好 2.9 2.7 21.58 
65 26 c-s v-viii 遭9員浅谷 土玉 2.5Y8/2灰白色 密 良好 3.05 2.7 23.0 
66 12 30-58 ミ・J 土I量 2.5Y7/3浅賃色 粗 良好 (4.5) (3.6) 52.41 0.5) 
67 17 H-4 S ミゾ 土餞 2.5Y8/4淡黄色 粗 良好 4.2 3.6 51.48 0.7 
68 15 ミゾ 土籍 10YR6/3にぶい貫帽色 租密 不良 4.1 3.3 21.06 0.5 
69 17 0-2 土玉 -a 10YR8/2灰白色 密 良好 3.8 3.6 39.55 o.s 
70 Ill 8・17 包含層 土錢 ・b 7.SYS/4にぶい褐色土 密 良好 3.05 2.9 22.09 1.0 
71 13 J-4 土鍾 -b 10YR8/3浅黄橙色 岨密赤色粒含賓 良好 3.0 2.8 (16.39) 1.0 
72 11 J-2 包含層 土玉 -a 2.SYS/3淡賣色 密 良好 3.5 3.0 28.26 0.5 
73 不明 土玉 -a 1 OYR8/2-8/4浅貴橙色 岨密 良好 3.4 2.9 27.50 0.9 
74 12 ミゾ 土玉 -a 2.SYS/3湊責色 密 良好 3.6 3.4 39.19 0.5 
75 I 8・6 包含層 土玉 -a 

22210...SSSYYYYRSS7 7////3213灰淡-に贄贄Sぶ/色色2い晴贄灰橙責色色

密赤色粒含有 毘奸 3.4 3.2 32.64 0.3 
76 11 D-8 土坑 土玉 -a Ill密 不良 3.0 2.7 23.02 o.s 
77 17 F-13 方形国瀑墓 土玉 -a 祖密 良好 2.8 2.9 23.08 0.4 
78 I 8-3 包含層 土玉 -a 密 やや不良 3.0 2.1 6.28) 
79 6 F-03 ミゾ 土玉 -a 7.SY7/6橙色 密 良好 3.3 2.8 21.25 0.4S 
80 31 土餞 7.SYRS/4浅贄橙色 密 目好 5.0 4.0 38.92 弥生？
81 6 C・OS ミゾ 土餞 2.SYS/2灰臼色 密 良好 5.3 5.1 129.71 1.6 弥生？
82 26 H-5 .,. .. ,. 土玉 II・a 2.SY7/2灰黄色 密 やや不良 2.4 2.3 12.10 0.2 
83 13 SX No.127 土玉 II-a 10YR6/3にぷい贄橙色 密 やや不良 2.5 1.7 6.55 0.2 
84 26 H-4 ±坑 No.242 土玉 II 10YR6/2灰黄鳩色 密 やや不良 1.9 1.6 3.63 0.3 
85 13 SX No.133 土玉 II-a 2.SYS/1灰白色 密 良好 2.3 2.1 8.97 0.25 
86 26 土坑 ？ IV 10YR8/2灰白色 粗密 良好 2.7 2.7 17.59 0.4 
87 26 ミゾ No.126 ? r,/ 10YR7/2にぶい責橙色 Ill密 やや不良 20 1.7 5.89 0.2 
88 11 B・2 ミゾ ？ IV 7.SYRS/6浅黄橙色 岨密 艮好 2.55 1.9 7.99 0.2 
89 11 f-7 ミゾ ？ 2.SY8/2灰白色 密 良好 3.1 2.0 6.41 
90 13 SK No.95 ？ 2 SYS/3淡貴色 ffl密 艮好 1.9 1.9 6.24 
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第 3節 その他の土製品 （第98図～第103図）

I~ 13は分銅型七製品である。現在確認しているものは 14点あり、その中の 13点を掲載した。

この中の 11点は 26地区出土で、そのうち 10点は埋積浅谷からである。その他は包含陪ないしは溝

状遺構からの出土である。

1は当遺跡の中でもっとも大きなものである。出土地点は 3~ 6Grにわたり 15mも離れて分散し

て出土している。表面はハケ調整が施され、内面は剥離が激しいが、ナデられたことが確認できる。

上半部の突出部両側には、端面上から下へ貫通する孔が2つずつみられる。表面の文様はハケ調整を

残したまま、 2本一組の管状具で縁に一列一周させ、指で 2つの弧状を描いた後、それに沿うように

くびれ部に三列施されている。なお、この土器は焼成時に破損したものと考えられる。

2は上半部のみ残存する。表裏面とも丁寧なナデ調整が施され、突出部には端面から裏面に貫通す

る孔が端面に平行して 2つ、端面上から下へ貰通する孔が直行する形で2つみられ、突出部には合計

4つずつ孔が施されている。表面の文様は、 2本一組の管状具で、縁に一列一周させ、その中にくび

れ部に沿う形で2つの弧状が施されている。

3は上半部のみ残存する。表裏面とも丁寧なナデ調整が施され、表面のくびれ部及び側面には指圧

痕が残る。突出部両側には表面から 3つずつ孔を穿つが、右側は真ん中のみ、左側は突出部に近いも

ののみ貫通する。表面の文様は 2本一組の管状具で刺突を六列施している。なお、刺突は管がつぶれ

た状態で施されている。

4は上半部のみ残存し、突出部が両側とも少し欠損する。表裏面とも丁寧なナデ調整が施され、突

出部には欠損するものの端面上から下へ貰通する孔が2つ確認できる。表面の文様は、 1本の管状具

で左側の突出部から右側の突出部へ刺突を施し、くびれ部境は三列確認でき、その間には二列をセッ

トに眉の表現を描いている。また端面にも一列刺突が施されている。

5は上半部のみ残存する。表褒面とも丁寧なナデ調整が施され、突出部には端面から裏面に貫通す

る孔が端面に平行して 2つ、端面上から下へ貰通する孔が 1つみられ、突出部には合計3つずつ孔が

施されている。表面の文様は 2本一組の管状具で縁に一列一周し、くびれ部間のみ、 3点刺突が施さ

れている。

6は上半部の掲載になっているが、下半部の可能性が高く、突出部片側のみ欠損する。表裏面丁寧

（ なナデ調整が施され、突出部に穿孔はみられない。表面の文様は3本一組の管状具で縁に一列一周し、

くびれ部に一列、刺突が確認できる。なお、表面に板目であろうか、 L字のす じが残る。

7は上半部のみ残存する。内外面ナデ調整が施され、突出部に端面から裏面に貰通する孔が一つず

つ確認できる。なお、右側のみ孔の上に剌突がみられるが、貫通していない。なお、文様は施されず

無文である。

8はヒ半部のみ残存する。表裏面丁寧なナデ調整が施され、突出部には穿孔はみられない。表面の

文様は、 3本一組の管状具で施される刺突が縁に一列一周する。

9は上半と下半の突出部が片側ずつ欠損するのみである。突出部には穿孔はみられない。表裏面ハ

ケ調整を行い、その後くびれ部の成形を行っており 、表面は縁のみナデて、形を整えた跡がみられる。

表面の文様は 1本の棒状具で刺突を行い、縁を除いたくびれ部のみ、刺突が三列づつ両側に施され、

上半部にのみ、左側は一列、右側は二列、くびれ部に沿って剌突が施されている。

10は上半部突出部のみ一部欠損する。表裏面丁寧なナデ調整が施され、突出部両側には欠損する

ものの端面上から下へ貰通する孔が2つずつと、表面から裏面へ貰通する孔が2つずつ確認できる。
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表面の文様は主だったものはないのだが、 1本の管状具による不規則な剌突がみられる。

11は上半部の突出部が一部欠損するのみである。表裏面ナデ調整を施すが、裏面は雑である。突

出部には表面から裏面へ貫通する孔が3つ施されている。表面の文様は、3本一組の管状具を面に対

して斜めにあて、上から下へ、下方向から二列施す。その後、上半部は右側から左側ヘーダljと、右側

のみ、 二列の刺突と直行する形で2つ、下半部右側は縁に沿って 3つと、下半部左側には二列施され

たものに直行する形で 4つ施されている。

12、13は上半部のみ残存する。表裏面はナデ調整で、 12は両面ともに指圧痕が残る。突出部の穿

孔はみられない。文様は表裏面に施され、 1本の管状具による刺突が、 12は縁に表面には三列、裏面

には二列施されている。13は表面にて列と裏面に三列、端面に二列施されている。

出土屑位は X~ jjj陪にわたってみられるが、 x層の遺物は、取上の際の誤認である可能性が高い。

jjj層は下層の混入である。時期に留き換えてみると、 9~IO期のものと考えられ、 5・10は8期にあ

がるものと考えられる。また 2は iv層出土であるが、 5と類似しており、古く位骰付けられる可能性

がある。顔の表現は I・4が明瞭なもので、 2・9も I・4の簡略型になるのであろうか。それ以外は

装飾のみで終わっている。また分銅型土製品は当遺跡で作っており 、定型化したものであったと考え

られる。

14・15は人面付土器である。2点とも埋積浅谷からの出土である。

14は x層からの出土で、6期に該当するものである。上半部のみ残存し、頭部東側突出部は欠損す

る。器形は細頸壺と考えられ、東海系の器形を思わせる。また顔面とはやや右寄りにずれた箇所に焼

成前の穴がみられ、縁はやや張り出している。内面はハケ調整が施され、体部上半には縦方向のナデ

や明瞭な指押さえがみられる。頸部はぎゅっとしぼった感があり、粘土にしわが寄る。外面は頗面及

び、突出部が作られる。顔面は三角形状を呈し、縁はやや張り出す。中央突出した部分をつくり恥に

みたて、その上方両側に棒状工具で横方向に沈線を施し、目にみたてる。さらに目から下に直行する

垂線がみられ、入れ提をしめしているのであろうか。鼻の下には棒状工具で刺突し、ややナデ広げて

口にみたてている。次に頭部はT字形の突出と顔面に直行する形で付帯がみられる。付帯は後ろ側に

剥離痕がみられるため、後ろまでぐるりと施されていたもの考えられる。T字形に張 り出した部分に

は5本一組の櫛状工具で付帯を挟んで正面には横方向に二条ずつ施され、後ろ側三条施され、顔面側

付帯の側面にも一条施されている。頸部から体部にかけては復帯構成でほぽ隙間なく、頭部と同ーエ

( 具で描かれている。文様は上から下へ順に施し、直線文二条、簾状文と波状文が交互に二段施される。

その下には直線文二条施し、その上に二条を 1単位として七方向に垂線が施されている。

15は xi陪上面で 5~ 6期に該当するものと考えられる。条痕文系の受け口を呈する壺の口縁部分

と考えられる。内面は横方向に丁寧にナデられ、外面には粘土を貼り付けて顔面を作り出している。

頭部は欠損するが突出する感があり、頻面周囲は張り出し、またT字に張り出しをつくり 、横方向は

棒状工具による刻みを施し眉を、縦方向は鼻にみたてている。その中に棒状工具でコの字が向かい合

うように描き、その中に刺突が施され、瞼と眼球にみたてている。臭の下には棒状工具で円形を描き、

口をみたてている。側面の張り出しには耳になるのであろうか。顔面から張り出し部にかけて貫通す

る孔が両側にみられる。また顔面の周囲、口まわり、目まわり、恥と内面の受けD状の部分には赤彩

がみられる。なお、内面の受け口状になる箇所には焼成前の穴が2つみられる。

これら二点は、 14は櫛描文系であり、 15は条痕文系を窺わせている土器であり、対照的であるの

に比例するように、 14は西日本系のすっきりした、面長の表現であるのに対し、 15が縄文時代ない

しは東日本でみられる顔の表現であることは興味深い。
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16は土偶である。xiiS附出土であるが、下層の混入遺物と考えられる。上半のみ残存し、頭部、

腕は欠損し、表裏面丁寧にナデられている。胴部には 2つ貫通する孔がみえ、胸部の表現を、その中

央には 1本の垂線がみられ、妊娠線を表現しているものと考えられる。

17は人形土製品と報告しているものである（橋1997)。方形周溝墓から出土しており 、時期は 9~

10期と考えられる。頭部、腕、足は欠損している。表裏面丁寧にナデられ、胴部にはややくびれを

持つ。下腹部にはやや突出部があるが、意図的であるかは不明である。胸には管状具で鹿が描かれて

いる。鹿はまず横方向に短線を描き、そこから逆L字状に描き、角 1本と頭部から背面への表現がさ

れ、背面の下に弧状に線を足し腹部を描く 。その後、足を 4本描き、角 1本と尾の表現が施されてい

る。

18 ~ 22は土製の勾玉である。現在確認しているものは 5点のみである。18、20は埋積浅谷からの

出土であり、 8-9期に該当する。すべて焼成前に孔は施されており、両側穿孔である。全体がナデ

て作られている。18、19は他の 3つと比べ、やや大きく、 19は扁平である。20~ 22は球状の断面

を呈し、 20は先端尖り、整った形をしている。

23は用途不明である。埋積浅谷からの出土であり、 V~ Viii層に位箇付けられ、 8-10期に該当す

るものと考えられる。表裏面ハケ調整が施され、部分的にナデている。両側の突出部は折り曲げて垂

下し、その縁には板状工具による刺突が施されている。残存状況だけではどちらが正面であるかは不

明である。

24は不明土製品として報告され（橋本1968)、今日的に銅鐸形土製品と解されているものである。

鰭の部分と考えられる部分は身に貼り付けられ、接合痕が明瞭に残る。また貼り付けた後、指でつま

みながらのばしたものと考えられ、指圧痕が表裏面に明瞭に残り、縁にはヘラエ具による刻みが施さ

れている。なお、焼成前に、鉦の表現であろうか、 8~ 9mm程度の孔が表から裏へ施される。また

この孔に貫通するように内側から、孔が施されている。

25 ~ 27は銅鐸形土製品である。

25は鉦部分欠損する。同じ大きさの粘土を板状にしたものを二枚横方向に 1cm程度ずらし合わせ

て作られていると考えられる。紐の表現であろうか。上から 1cm程度の所には接合痕が残り、貼り

足していることが窺われる。外面は横方向に施した後、 一方は縦方向に全面にハケ調整を施し、もう

一方は右側は蜂の部分を、左側は鰭との境のみと一部身の部分を縦方向にハケ調整を施している。

¥. , 26は埋積浅谷出土であるが、タチワリからの出土であるため、層位は不明であるが、 9期以降の

ものと考えられる。片側のみ残存し、下端部はいきており、紐部分は欠損するが、それほど器高は延

びないものと考えられる。一部焼成前の穿孔がみられ、型持ちの孔を表現しているのであろうか。外

面には、細く先端尖ったエ具で二本横方向に区画し、上段の線状には小さい山形を描き、その上に孔

側は斜めに線を、反対側には縦方向の山形を描いているようにみえる。下段には縦羽状が施されてい

（
 

る。

27は周溝状の遺構から出土しており、 9期以降のものと考えられる。残りが悪いが、 三片出土し

ており、接点がないため、残存状況が良いものを選択し図化した。25・26とくらべ薄い作りで、器

高も大きくなるものと考えられる。また側面の突出の表現や、外面の線刻は 26にく らべとても丁寧

に作られている。内面は斜めから横方向にハケ調整が施されており 、外面は丁寧にナデられている。

外面の文様は、かなり鋭利な工具で、残存している部分だけで !cm間隔で 4本横方向に描き区画し

ており 、その中を斜め方向に一段毎向きを違え、横羽状にみせている。

28・29は円盤状の土製品である。28は周縁はやや薄くなり、内外面丁寧にナデられている。残存
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する箇所から直径 10cm程度と推測する。29は均ーな厚みをもち、両面ともナデられ、 片側のみ部分

的にミガキが施され、丁寧に面が作られている。なおミガキが施されない側は黒斑が残り、表裏面を

意識したものと考えられる。用途不明である。

30は蓋であろうか、 5cm程度の円形であり、平らな面とやや盛り上がる面があり、盛り上がる面

は丁寧にナデられているため、こちら側が表面と考えられる。最大径からややずれたところに 3mm

程度の焼成前の穴が二つ施されている。

31は木製容器の模造品であろうか。一部しか残存しないが、砲弾状を窺わせる。埋積浅谷からの

出土であり、 6~8期に該当するものと考えられる。内面は丁寧にナデられ、外面は縦方向のハケ調

整が施された後、 2本横方向の区画線がめぐり、その中に板状工具による羽状刺突文が施されている。

なお、外面には赤彩が施されている。

32 ~38は烏形土器である。

32はxiC層出土であり、 5期に該当するものと考えられる。頸から上が欠損するのみである。内

外面ハケ調整が施され、外面体部は横方向に丁寧に、底面は部分的にミガキが施されている。頸部に

はハケ調整を残したまま、 3本一組の櫛状工具で時計匝りに上から下へ順に直線文一条、波状文一条、

直線文二条、波状文一条、直線文二条が施されている。ただし、一条目の直線文の下にはかすかに波

状文がみえ、直線文に栂き直したものと考えられる。その後、体部には正面やずれたところに 2つ、

側面に 2つずつ小さな癖状突起が、背面に大きな瘤状突起が 1つ施されている。

33 ~ 38は9期以降にみられるものと考えられ、 32とは違い無文である。

33はこの中では大型であり、体部上半は欠損する。内外面ハケ調整を行い、内面底部と頭部側に

なる側面は指で縦方向にナデている。外面底面から胴部にかけて全面ミガキ調整が施されている。

34は口が一部欠けるのみで、ほぽ完形である。丁寧な作りであり、内外面T寧にナデられている。

土器と同様に輪積み成形した後、側面をつなぎ合わせて作っていることが、背面の接合痕より窺われ

る。尾に孔はなく、丁寧につまみ、作り出されている。口はやや下に下げるように拡張している。

35は頭部側が欠損する。34に比べ雑な作りである。内外面ハケ調整を行い、内面は底部のみナデ、

胴部は接合痕が残り、輪積みであったことが伺える。 また背面接合部は明瞭に残る。外面はナデ消さ

れているが、背面の接合部はミガキ消す跡が残っているが、接合痕は消しきれていない。胴部には部

分的に爪痕が残り 、きれいな器面とはいえない。尾はつなぎ合わせたままの状態で穴になる。

( 37は 35・36とはやや形が異なり器高が低く作られている。口が一部欠損するのみである。内面下

半と、外面底部は縦方向に、胴部は横方向にハケ調整が施される。底部は平底であるが、やや全体的

にへこんでいる。背面は接合部分がちょうど中央にあたり、そのまま尖らせた形になっている。尾は

つなぎ合わせたままの状態で穴になる。

36・38は背面から尾にかけての箇所と考えられる。36は内外面荒いハケ調整で施されており、背

面の内面接合部はつぶされないまま残っている。38は内面は荒いハケ調整で、外面は細かいハケ調

整が施されている。34・35・37とは背面の接合の仕方が違い、側面をつなぎ合わせるのではなく、

一枚粘土板を貼り足していると考えられる。
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その他の土製品（分銅形土製品） (1~13) 

No 区 GR 絞一層名 :Al量;S!. 取上げ .... lr,19 N+  ..... 仝具 仝 l'I I~\ 仝 n l fl 最大題l ..  考

1 26 F-6 vi 遭積浅谷 分銅型 2.5Y4/1灰賣色 密 良好 14.31 12.0 10.61 1.6 在総

2 26 F・11 vi 還9員浅谷 分銅型 1 OYR7 /1 ~6/1襴灰色 密 良好 4.5) 6.7 1.7 鑽入 ？

3 26 F-12 vi 遭積浅谷 分鉗翌 2.SYB/2灰白色 岨密 良好 3.85) 6.6 1.2 在地

4 26 G-12 vi 遭積浅谷 No.87 分綱型 10YR6/4にぶい貴檀色 密 良好 6.0) 9.9 2.0 在遁

5 26 C・11 X 涅積浅谷 分銅型 2.5Y4/1-3/1黒褐色 岨密 良好 5.8 7.3 2.1 鑽入？

6 26 F-3 v-vii 遭積浅谷 分銅型 2.SY4/1賃灰色 密 良好 4.3 (7.2) 1.6 全腹憎定8.9在地？

7 26 8-4 ．Il．l ． 遭積浅谷 分田型 2.SYB/3湊贄色 目密 良好 3.3 5.0 1.2 在地

8 26 D-6a v~v” rr 遭積浅谷 分銅型 lOYRG/3にぷい貴檀色 密 良好 2.5 4.6 1.2) 在培

9 26 G-9 V.I• V．II ． 還積浅谷 分田型 2.SYS/2-7/2灰黄色 岨密 良好 8.4 5.5) 1.1 在地

10 26 8-11 X 遭憤浅谷 分鉗型 2.SYS/3湊貢色 粗密 良好 6.2 4.5) 4.6 1.25) 在鳩

11 26 H-7 SI 分銅型 10YR4/1褐灰色 粗密 不良 6.1 3.65 0.91 在地

12 12 30-57 ミゾ？ No.1046 分銅型 2.SY6/1灰賣色 密 やや不良 4.7) 6.4 1.35) 在地

13 11 K-8 分銅型 2.SY8/2灰白色 密 良好 5.9 (6.0) 1.2 全履償定6.8在地

その他の土製品 (14~31)

No 区 GR 絞一層名 遺鳩名 取上If 碁糧 色讀 馳士 鰻成 竃法量 横法量 最大戴 穴a ●看

14 26 F-6 X 遭積浅谷 No.8182 人iii付土醤 10YR7/41こぷい黄橙色 粗 良好 (13.6) 在鳩

15 26 F-6,G-7 xi 遭積浅谷 No.Bl 58 人ilii付土鯰 10YR8/1灰白色 岨 良好 (5.1) (7.4) 在鳩

16 26 G-7 xii 煙積浅谷 土偶 2.SY8/1灰白色 密 やや不良 (6.8) (6.2) 3.3 在鳩

17 11 H-9 ミゾ 人形土鯛品 10YR8/2灰白色 租密 良好 (5.4) (3.5) 在鳩

18 26 E-11 vii2 遭憤浅谷 勾玉土製品 2.SY7/1灰白色 密 良好 48 2.8 1鴫6 0.25 ；；；存繭偏穿孔在鳩

19 11 E-2 ミゾ 勾玉土製品 2.SY8/2灰白色 粗密 良好 4.55 3.2 2.3 0.38 完存やや軟貫でもろい在鳩

20 26 G・1S viiil 遭II浅谷 勾玉土製品 2.SY4/1貴灰色 密 やや不良 3.1 1.85 1.4 0.45 爾圃穿孔

21 17 G-9 ミゾ 勾玉土製品 2.SY8/3濱贄色 密 良好 36 2.2S 1.3 0.3 両庸穿孔在埠

22 26 H・S 勾玉土馴品 2.5Y4/1から3/1貧灰色 密 やや不良 3.3 2.05 1.5 0.4 頁●穿孔在鳩

23 26 0-3 vii-x 遭II浅谷 用遠不明 2.5Y8/2灰白色 岨密 良好 (4.3) (6.8) 在鳩

24 I 用遠不明 2.SY8/1灰白色 やや軟賣 やや不良 (5.2) (6.4) 0.6 
明治大学が出土

三方より穴を穿つ在鳩？

25 13 G-5 土坑 No.1 鱗11型土lll品 10YR8/2灰白色 岨密 良好 (5.3) 7.6 

26 27 24-97 遭積洩谷 銅鐸輩土製品 2.SYB/3濱贄色 祖 良好 (4.9) [S.1) 在鳩

27 11 L-8 ミ-/ 鋼鐸堕土製品 10YR7/1にぶい黄檀色 密 良好 (4.0) 在過l

28 11 ミゾ 用違不明 10YR7/2-7/3にぶい賃槽色 咀密 良好 (5.9) (10.1) 円形のものと憎定し置径11CIIIと考え

られる内外面ナデ鵡整在逓

29 II 方形爾渭● 用違不明 10YR7/1灰e色 祖密 良好 (6.8) (7.3) 
円形のものと憎定し直径,aa.と肴え

られる内外iiナデ鯛菫在鳩

30 16 用違不朝 10YR8/1灰白色 Ill密 良好 5.0 4.8 内外面ナデ鯛聾 在鳩

31 26 E-4 viii-x 遭積浅谷 用遠不朗 10YR8/1灰白色 粗密 良好 (3.2) 在玲

／
ー
＼
『

その他の土製品（鳥形土器） (32~38] 

No 区 GR 絞一層名 遺構名 取上げ 器 色鰭 胎土 餞成企幅 （長） 栓幅 （短） 底径 醤iii 底の厚さ 底部の種類 儡彎

32 26 F-4 xi 遭1員浅谷 No.3420 ●形土器 10YR8/2灰白色 岨 良好 14.3 13.6 8.2 (14.3) 1.4 円紙握置法 頸部経5.3在埠

33 26 G-13 vii2 涅憤浅谷 鳥影士器 10YR8/2灰白色 粗密 良好 (14.5) 4.7 4.7 (12.2) 1.9 円板鋸置法？ 在鳩

34 26 F-14 vii2 遭II浅谷 鳥形土器 2.5Y7/2灰貿色 密 良好 9.2 5 3.4 6.8 0.7 在埠

35 26 遭積浅谷 鳥形士器 10YR8/2灰白色 密 良好 (8.S) 4.8 4.5 7.0 1.2 円頓撼置法 在

36 26 H・12 vi 遭慣浅谷 鳥形土器 10YR8/3浅賣橙色 粗密 良好 (6.S) 6.1 在綸

37 12 27-63.2 vi 遭積浅谷 鳥形土器 10YR8/2灰白色 岨密 良好 11.6 5.5 5.0 5.0 0.7 円板舅霞法 在鳩

38 26 E-2 v-viii 還,.浅谷 鳥形土器 2.SY6/3にぷい黄色 粗密 良好 (4.4) (4.1) 在逓
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第 4節 ミニチュア土器 （第104図～第106図）

（
 

／ー
、

I~ 87が埋積浅谷出土であり、 88~ 112が遺構出土である。出土層位は Xi~ V 層までみられる。

器種は壺．甕・鉢 ・高杯 ・器台がみられる。観察表に記してあるため参照されたい。高杯・器台は vi

~ vii層出土で時期に骰き換えると、 9期以降からみられる。 ミニチュア土器が多く出土するのは v

~ viii層にかけてであり、集落皿期からである。

基本的に輪積み成形であるが、中には 12・26・83・90・93・I12のような小型のものなどは、粘土

の固まりを指や棒状工具で窪ませて作られたものと考えられる。使用方法は不明であるが、使用痕跡

として内外面に煤の付着がみられるもの (I3)や外面にみられるもの (11・15・16・24・60)がある。

なお、 35や96のように蓋穴をもつものや I・ 7・36・44・77は作りが丁寧であ り、ミニチュア土器

でなく 、土器掲載で良かったかもしれない。

輪積み成形のものはハケ調整で仕上げるもの (5・9・IO・11・I3・14・21・ 24・27 ~ 30・ 36・ 

41・ 43・44・47・49・52・55・56・58・59・62・69・70・71・ 73・74・77・82・85・87 ~ 89・95 ~ 

97・ 99・1 00・105・107・1 I I)、ハケ調整の後ナデ消すものやナデ調整で作られるもの (8・15・17・

18 ~ 20・ 22・32・35・38・42・48・50・53・57・61・ 64・66・68・72・86・IOI・104・108・110)、

指押さえが残るもの (4・23・25・34・37・40・45・46・51・ 54・63・65・67・78~ 81・91・98・ 

103・ 106・109)、ハケもしくはナデ調整の後ミガキ調整が施されるもの (1~ 3・6・7・39・84・ 

92・94)、ケズられるもの (31・ 33)がある。また作りが雑で接合痕が明瞭に残るものもある (16・

75)。
また外面に文様もしくは口縁に刻みが施されるものがいくつかある。基本的には壺、甕、鉢の模倣

と考えられるものにつく 。

2はミガキ調整の後、ヘラエ具で上から下へ直線文、波状文、直線文四条、山形文、直線文三条、

連弧文三条が施されている。

3は 1本以外はすじ状のような痕跡であるが、櫛状工具と考えられるもので、直線文三条と下端に

波状文が一条施されている。

6は2本一組の櫛状工具で不連続な直線文を一条と、 一周する直線文が一条施されている。

16、20は口縁が一部しか残存しないが、ヘラエ具による刻みが施されている。

17は体部には管状具で体部に連弧文が一部のみと、 口縁内外面に板状工具で、右から左方向にひ

くように連絞した刺突が施されている。

70は1本の管状具で外面に連続した刺突を五列施し、 口縁端部には、ヘラエ具による連続した刻み

が施されている。

73は5本一組の櫛状工具で、乱れた直線文と波状文が一条ずつ施されている。

76は先端尖ったエ具で外面と口縁内面に連続した縦方向の刻みを施し、外面の刻みの下には波状

文を意識しているのであろうか。細く 一周 しない線が施されている。

38・39は文様ではないが、蓋穴を模倣したもので、 2個一対で2mm程度の穴が施されている。
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第106図 ミニチュア土器3 (8=1/3) 

ミニチュア土器 (1~40)

（） 

No 区 G@ 麟層名 遍l 取上,, ... Dll ●大●径 塵伍 璽●柊 鯛1a11 ●畢 .,, ●● ・量の... •• 1 6 拿ペルト IDvi IJ'.ll>~fi 曼' 12.SY4/1 ~ 嶋/2 BU  15.91 ふ 13,1 豆 10.~ U.8 充
2 26 E・S v~直 遭積浅苔 10YR4/1鳩灰色 良好 6.0 3.7~3.8 6 3) o.s 亮填滋 在鳩
3 ZG C>-2 v~viii 遭積浅苔 2.SYS/1貫灰色 良好 54 z.s-z 6 2.2 7.Sl 0.5 （嶋台法） a鍮• 26 D-4 v~直 遭積浅谷 10YR6/Z灰貫襴色 員H 3.S-3 7 5.7 3.S-3.7 32 7.9 0.7 売填溢 在鳩
S 26 G-10 vi2 遭檜浅谷 No、C86S tOYAS 良＂ 5,4 5.9 •) 4.2 83 1.1 充鳩法 在鳩
6 26 f•6 d 璽遭憤浅苔

No.375 10YR6 色 良" 3 3-3.4 5.• 3.1-3 2 3.• 73 0.9 Pl編■■濾 在鳩
7 26 £-3 v-v• 7.SYRS 、Ill色 良け 7.8 4.3 78) 2.0 円 在鳩
8 26 E・Z v~v~ SYB/1灰e色 良H l「571 6.7 嶋3-鴫.6 5.Z 7,0 I.I 円 在鳩
9 26 F-10 直 1 心.£074 2 5Y8/2灰白色 良＂ •.2 •.9 3.1 3.8 6.3 1.1 円 匹
10 26 H•14 V Z.SY4/1贄灰e 曹.,.鼻 3.•- 3.6 •.9 113.71 3.Sl S• 7.0 不綱 窪鍮
11 26 E-8 vi 遭憤浅谷 No.7987 2.SYS/1 ~4/111灰賞色 良け 2.8 38 2.6-2.8 26 囀.7 0.7 Pl蝙●●追 在鳩
12 26 F-10 直2 遭檜濱谷 Z.SY7/1灰白色 良＂ IIZ.•> Z.6 1.2~1 .·• z.o 3.4 0.5 不囀 在鳩
13 26 F•8 vi 遭檜浅苔 心.707 Z.SY8/3濱貫色 良" S.4 36 6.3) 1.1 充蠣滋 在鳩
14 26 ＊ペル,.IE viiZ 遭積浅苔 壼） SY8/Z灰白e 良り 46 3,8 4.2 6.0 0.7 充填滋 窪鳩
15 ZS E-3 .ai-x 遭11濱苔 釉,.210s豊 2.SYS/2鴫灰貴e 曹•Jll:A 6~-68 7.0 'IZ.91 6.0 1.0 

買，虚円円編填鰻●璽法●●溢温

石鳩
16 26 F-6 y; 遭II浅苔 No.377 （豊） 10YR6/3にぶい賃帽e 良け (5.9) S.4 3.7-3 9 5.1 S.9 1.1 在鳩
17 26 E-8 viii 遭II濱苔 No.9986鯰 Z.5Y7 /Z~6/Z灰貫邑 臭好 S.2 S.7 3.0-3.1 54 I.I a鳩
18 26 E•7 X 遭憤濯苔 鉢 Z SY8/1-S/1贄灰色 ..  ., 鼻 8.•l 118.41 4.0 3.9 1.2 C嶋
19 26 C-7 v-v,・" , 遭帽浅谷 鯰 内ZSY尋/Ill灰e外Z.SY6/Z灰116 良好 S.2~5.l S.2 Z.3-Z.• 3.9 0.6 在綸赤e11含賓
20 26 E•II vllil 遭憤濱苔 鯰 2.SYS/1灰e~ 良好 5.2-5.3 S.2 3,9-".1 34 0.9 寛填法 在鳩
21 26 G-15 V 遭憤濱苔

“ 
lOYR◄/1~3/1 鴫灰e 良jJ 4.7~4.9 •.8 3 5-3.6 3.8 0.7 充填法 在嶋

22 26 C-10 X 遭檜濱苔 鉢 Z.SY6/4にふい貴色 良n S.0-S.I 5.1 4.0~4 3 2.8 O.• 充嶋法 在鍮
23 26 F-12 .. , II! 員浅苔 鉢 2.SY6/1賞灰色 員" |『◄.11 l•.11 23 3.5 0.6 円蝙●●涵 在鳩
24 Z6 f•S ,i~・,ii 遭9員濱苔 鉢 10YR7/ • にぶい貴帽色 良” 3.8~3,8 3.8 2.7-2.9 2.9 0,8 烹填法 在鳩
25 26 C-11 

' 遭憤浅谷 鯰 ICZ.SYS/4灰e~l 員仔 • 3~•,• •.• Z.7~Z.8 2.4 1.1 充蠣浚 在鳩
26 26 c~ X 遭檜濱苔 鯰 SY8/Z灰e色 良行 3.•- 3.6 3.4 1•-1.6 2.3 08 不鴫 在鳩
27 26 F・S v~vio 遭積浅苔 鉢 Z.SY8/4濱貴e 旦仔 2.0 4.0 3.0~3.Z 3S 0.7 完珊法 石鳩
28 26 G-12 vi 遭檜濱召 鉢 2.SYS/3濠貴色 員好 S.8-S.9 6.Z 4,9~5.1 <O 0.9 充墳法 窪鳩
Z9 Z6 G-15 直 1 遭檜濯苔 鯰 内2.SY3/I●鴫e外2.SY7/I灰e~ 良抒 9.01 9.0 4.0 6.0 11 充嶋滋 在鳩
30 26 E・2 v~v~ 壇檜浅昏 鯰 Z SYS/3-3/1貴嶋色-•111色 ．．亭● 7.ZI 118.01 3.4 6.• 0.7 寛熾法 窪鳩
31 26 E-11 ｀ I ｀檎蘊●

No-C301 鯰 1 OYR6/3-S/2灰貴褐色 良好 3.1 s.o Z 8-3.0 s s 1.2 円蝙●●温 在鳩
32 26 E-12 直2 裏仔 2.SY8/3濱貫色 良好 z.s 5.01 •.2) 3.S 鳩合法 在鳩
33 26 G-12 直 台付鉢 2 SY8/3濱貴色 員奸 5.4-56 5,6 3.9] 5.5 Z.3 褐入法 在鳩34 26 11-11 vi 冨坪 2 SYS/3-6/3にぷい貫e 良好 1 S 3.3 3.2 2.8 鳩入滋 在鍮
35 26 G-9 vi~直 冨片 7.SY1!7/4にぶい帽色 員好 114.21 1(3,8) 4.4 3.8 3.51 z.z 揚入法 在鍮
36 26 E-12 匹 墓坪 10YR8/3浅贄檀色 員H 3 8-3 9 2 81 1.5 鳩入法 む鍮37 26 C-11 . 台付鯰 Z.SY6/Z灰賃色 良＂ 3.6 113.6) 1 9 2.1 3.11 0.5 充填法 在鳩
38 26 1).4 vl--vli 鉢 Z.SY7/2灰貴色 良打 6.0-6.2 6.Z 3.7~3 8 3.8 o.s 充填溢 在鍮39 26 H-12 vi 遭撞洩そl ●●壼 10YR7/3にぶい賃Ill色 良好 2.4-2.6 4,9 1.S~1.6 4.0 0.7 Pl蝙●●温 在鳩40 26 E-3 v--vill 遭檜濱苔 壼 Z SY4/1'11灰色 ··~· S 7) 4,0 113 Sl 1.1 Pl蝙●●涵 な鳩
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ミニチュア土難 (41~112)

（
 

() 

I No b《 四 重 一

は畠
瓢上げ —ヽ 〇径 曇大●fl 電盪 .. .. 見2~0, ~ トo・5，，，，—● ・充ー遍・竺溢!!• ●蠣

41 I 2' f •11 '" 
, .. IZ. 13. -3,、

42 26 G-13 V 遭帽浅谷 壼 2.SYS/3濃青色 良好 3.6 3 1 0.7 亮蠣法 在鳩

43 26 F-13 vi 遭帽濱苔 （壼） SY7/I灰e色 負好 3.2 1.S 0.6 ,,. 鴫溢 在鳩

4囀 26f-6 vi 遭帽濱苔 No. 看842.. ,., .. Z.SY8/Z灰e色 皇好 6.11 •.O 46 u 亮鴫滋 在鳩

45 26 亭ベルト 1 xiZ 遭檜濱苔 O MH (鯵J2.SY8/3濱賃色 員好 2.5 2.0 1.3 不綱 在鳩

46 26 F-S X 遭檜洩谷 鉢 2.SY6/3にぷい貴色 員好 3.9 (3 9) 2.4 112 81 3.5 1.1 挿入法 在II

47 26 E-6 ”』コ● 遭帽濱苔 鉢 ,, -・"・・- 員好 114.Zl 113.11 0.6 亮嶋追 在鳩

~8 26 G-8 vi 遭檜浅苔 No.C21• （鯰） 2.SYS/Z~S/1鴫灰●色 員好 4.ll 3.9-●,2 Z.8 1.1 Pl■■■il 在ll

49 26 l<-12 言含• 遭鵠浅苔 鯰 Z.SY7/4浅貴色 良打 3.8) 3 0-3.1 3 8) 0.9 円蝙••濾 在鳩

so 26 C-3 v~va 遭櫨浅苔 鯰 2.SYS/4遍貴色 員け 2.7 3.0) 0.5 ●台濾 在鳩

51 26 E-2 v~vio 遭積濱苔 .ヽ. l0YR7/3にぷい贄檀e 良好 1.9 |『Z.61 2.11 1.6 I蝙入溢 在蟻

sz 26 E-8 遭積濱苔 .. 10YR8/3浅貴櫨色 鼻好 S.6) 2.6~2 7 Z.• •.O 1.0 円緬●●溢 在嶋

53 26 E-6 1包含● 遭嶋浅笛 （鯰） 2.5Y8/3ill賃色 良好 Z.6 3.1 1 Z 売鴫滋 在嶋

54 26 0-5 v-viii 遭帽浅苔 （鉢） 2.SY8/4濠貴色 良好 （鳴.6-◄.l 3.8) Z.6 3.• 1.1 円緬●●ii窪ll
55 Z6 G-13 直 l 遭帽濱G （鉢） Z.SY3/1鳳鴫色 や●不員 3.8) 2.9 3.0 0.7 寛鳩溢 在鳩

56 Z6 

゜
v~vii 遭帽濯苔 （鯰） Z SY8/1灰白色 鼻好 S.S) 3.2-3 3 尋.7 0.6 売鴫追 在嶋

S7 26 F-9 V 遭檜洩苔 No.7528 （鉢） Z.SYS/1●灰色 員好 3.2) 2.6 z.o 0.9 瓢●不嶋 窪嶋

58 26 E-7 . 遭檜浅苔 鉢 2.SYS/2鴫灰贄色 良好 29 2 5 2.6 1.2 円編●●追 在鳩

S9 26 G-7 ,i--直 燻積濱苔 鯰 員好 3.2) v-za 2.4 10 翫充鳩溢 在嶋60 26 ・.i-直 燻積浅苔 鯰

2内1'122...22SSS.. YYYSS◄6BYY///8ヽ◄3//I1ill3賃~遍●灰5賃灰a/2ee ae灰外外貫22e..SSYYヽ6/I/3貴灰e
員好 5.6) 4.2 2.9 0.5 在鳩

61 26 G-14 直 1 遭帽濱苔 II にぶい●e ●●零亀 •.71 3.7-3 8 28 1.S 窪綸

62 26 G-4 vi-直 遭櫨濱苔 ● ? 曹曹不• 3.0 1.8 1.0 在鍮

63 26 S-15 V 遭禎濱苔 No.67SS itf,f鯵？ 良” 3.11 Z.6 2.9-3.1 Z 1 1.0 な鳩

64 26 F-IZ vi2 壇憤濯苔 鉢 Z.SY6/噂にぶい贄色 員＂ •.•l 3.2 •.• o.z 充爛滋 C鍮

65 26 H・12 viii ll帽濱谷 鯰 2.SY6/2灰贄色 鳥9 3.9-U 3.6 •.1 1.1 円憾●●溢 在嶋

66 26 拿ペルト lF :・ ＇ 遭●

鯰 2.SY7/2灰胃色 良” 3.81 3.1 2.8 0.9 円蝙●●温 在鍮

67 26 G-11 心.C482鉢 外2.SY8/3濱•&内2SYS/1·• 灰e 鳥H 3 61 3 1~3.4 27 1.0 PIii●●遍 在鳩

68 26 K-12 言含● 鉢 2.SYS 貪色 曹●不鼻 3.21 2.9 1.8 I.I 充嶋滋 む綸

69 26 G-14 直 2 鯰 2.SYS ●●不員 3.0 Z.•~Z.6 25 0.6 亮蠣法 在鳩

70 13 C-3 壼 SY6/1 員仔 3.8 s.z •.3 3.3 S.9 0.6 肥鑢Pl蝙台●滋●溢

在鳩

71 13 D-Z 壼 2.SY8 色 .llげ 2.11 3.1 1.6 Z.3 4.8 1.2 在鳩

7Z 13 D-Z (It) 2.SYS/1灰白色 良好 116.•l Z 8~Z.9 C4.0l 1 5 石鳩

73 13 c~ 鯰 Z.SY8/1灰白色 鼻打 S.8 S.8 3.0 4.7 1.4 窪鳩

74 13 D-3 鉢 2.SY7/2灰胄色 鼻り s.0-s.2 ~-0 Z 7-3.0 3.9 1.0 在鳩

75 13 D-2 鉢 2.SYB/1 ~6/1灰B~ 良好 S.1 5.1 3.5 5.1 l.S 

言
在鳩

76 13 c-s 
,_ 

,9'9·· ,~ ふ-・ふ"',,,,,"'叫-"這,_.. ●.,.・ .●•●.ヽ色● 9●贄.ヒ●●  

員H 6.91 6.91 2.9 .. , 1.2 窪鳩

77 13 0-Z aH鉢 員好 8.6 8.6 4.1 8.0 o.z 宣嶋

78 13 l>-2 鉢 負好 S.8 s.e 3 3-3.S 3.6 1.1 在嶋

79 13 C-7 鉢 良好 •.8 ~.8 3.2~3.< 3.1 1.2 在邊

80 13 D-Z 鉢 員好 1[4.11 3.6 Z.9 3.6 3.9 O.• 在鳩

81 13 C・S 鉢 良抒 3.9-4.Z 4.3 Z.9-3.1 2.6 0.7 賽鴫溢 在鍮

ez 13 c-s 鉢 Z.SY8/1灰白色 員好 4.61 11•.6) 3.3-3.• 3.1 1.1 充蠣溢 在鳩

83 13 E-4 鉢 2.5Y8/2灰B色 皇仔 Z Z-Z.3 2.3 1 3~1.5 1.9 1.0 不鴫 在鳩

84 27 壺 1 OYR8/S浅貴檀e 員好 5.Zl 3.0 3 11 1.2 円●●●濾 在鳩

85 27 ． 2.Sv8/1灰91'1 員好 3.9) 3.7 3 3) 1.8 鎗台溢 在峰

86 27 鉢 2.SYS/4賃鴫色 員好 6.8 6.8 37-3.8 6.3 1.1 円蝙●●ll在鳩

87 27 . 遭
1 ...'' 

1 OYR6/2 ~•/ 1鴫灰色 良好 5.1 疇.9-S.1 27 o.s 鳩入溢 在鳩

88 II 0-1 壼 2.SY8/1灰臼e .ll好 3.4-3.6 • . 7 (2.4-2 81 2.9 6.Z 1.1 不鴫 在鳩

89 6 包含● 壼 Z.SYS/3濱賃e 鼻好 2.7 3.• 1,5-1.6 1.9 4.1 1.4 Pl纏●●溢 在lll
90 13 H-7 壼 2.SY8/2灰臼色 良好 3.11 32 0.0 2.4 3.1 o.s 齋不-鴫

な綸

91 17 8-Z 言倉● 壼？ 2.SY7 /4~6/3にぶい貴色 良好 Z.01 2.8 11.01 1.81 3.0 1.0 在鳩

92 13 F-5 ミ．， 壼 Z.SY8/2灰白色 良好 3.8 S.2 3.7 3.8 •.• 0.9 窪鳩

93 I C•7 No. 心 8 壼 SY8/1灰Bf! 良好 2.1 3.0 l 0-l.• 2.0 3.6 0.9 窪鳩

94 II N--2 包含• （壼） 2.SY4/1賞灰色 .. ... 4.2) 3.4 2.2 1.0 円蝙●●溢 在鳩

95 11 ミ._, No.856 ●口賣 内2.SY7/2.fE●e外2.SY,/2●灰負e 員好 Z.51 ~-31 5.21 在鳩

96 17 往穴 .. lOYRS/3にぷい贄鴫e 負H 7.2-7.、8.3 4.9 6.9 0.8S i ：：：:::：:：：： : 

在鳩

97 17 E-3• 4 ミゾ 鯰 Z.SY8/Z灰白色 負打 3.5~3.6 43 2.4~2.5 Z.7 4.Z 0.8 在鳩

98 6 0-02 土坑 鯰 2.5Y3/1星鴫色土 ... 鼻 6 7-6.9 6.7 3.5-3.7 4.3 1.8 在論

99 I 土爪 鉢 10YR7/• にぶい●糧a 員IT S.21 5.Z J.2-J.6 3.3 0.7 窪鳩

100 II C・B 包倉• 鉢 2.SY7/2灰賃色 良好 4.01 4.0 3.0 3.2 1.5 在鳩

101 I D-2 No.71Z 鉢 Z.SY8/1灰e~ 良仔 3.• 3.0 1 8) 1.0 在鳩

102 ~ 11 方●胄濃• 鯰 10YR8/1灰e色 員抒 Z.9 z.z 1.71 1.0 在鍮

103 17 E-3 ミ:/ 鉢 Z.SYB/2灰白色 良仔 2 7-2.8 Z.8 Z.6-V 1.6 0.6 在鳩

104 13 G-5 鉢 Z.3Y4/1貴灰色 や會不• 2.7 2.7 2.1 1.7 o. 鳴 ≪Jt 
105 11 C・3 ミゾ 台付鰺 2.SY8/2灰白色 員行 7 7~7.9 7.9 3.4 疇.o-疇.5 6.9 1.9 挿入溢 在鳩

106 13 K-11 土．“ fl付鯰 Z.SY7/1灰白色 Al1 5.21 5.21 3.•- • ,2 2.6 3.8 1.0 揚入滋 在鍮

107 16 2イコウ 墓坪

ZZZZ1 .•. 0.SSSSYYY3YYR8/888//11/Z113灰灰灰a濱ll白白a貴色色色~ 帽邑

良＂ •.2 3.21 1.3 挿入滋 在綸

108 11 M-4 ミゾ 紐 不員 3.11 1.4 3.0-3.1 3.31 Z.• 樗入濾 在JI
109 12 35・64 土れ 嘉 良＂ 2.2 3.0-3.Z 3.01 1.6 樗入滋 在鳩

110 I C-7 No.713 畢 良仔 1.7 Tr3_fj 2.21 鳩入滋 窪lll
111 11 1H ミゾ 醤台 負げ S.4 S.4 3.Z 3.8 3.9 在鳩

112 13 J •lO 土れ 台付鯰 "2.SY7/1霰a&内2SYS/1●灰色 良9 2.81 l『2.81 TT1.B1 2.0 O.• 揖合法 在鳩
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第 5節蓋形土器 （第107図）

現在確認している数は 13点でうち 11点を掲載した。埋積浅谷出土は 1~3・5~9が該当し、出

土層位は xi~viii 1層から出土している。

1は内外面ハケ調整を行い、内面には接着痕が数力所残る。外面は横方向にナデ消されている。つ

まみは欠損するが、剥離痕から 2つ突出した瘤がついたと考えられる。

2は内面は剥離していて調整は不明である。外面のつまみは横長のものが二つ貼り付けられ、つま

みから体部に向けて縦方向にハケ調整が施されている。 またつまみの先端部分にはハケ工具による連

続した刻みを、体部には5本一組の櫛状工具で波状文、直線文が交互に施されている。

3は裾部及びつまみは欠損する。内外面ナデ調整が施され、つまみは剥離痕から2つ突出した瘤が

ついたと考えられる。

4は裾部は節合部分から剥離したものと考えられる。内面は丁寧なナデで、外面は摩耗が激しいが、

横方向にハケ調整が施されたのが確認できる。なお、つまみは一つで貼り付け られている。

5は焼成時の黒色を呈 し、 1/3程度欠損する。内外面ハケ調整を施し、外面はナデ消した後、 半円

状の三角形突帯が2つ単位で、対角線状同じように施されている。突帯は 1本づつ付け られ、接箔部

は指で丁寧にナデられている。その後調整具 と同一のハケ工具で羽状刺突文が突帯間をうめている。

なお、端部上方にも同一工具で連続した刻みが施されている。

6は内外面ハケ調整を施し、外面はハケ調整の上にそのまま文様を施している。5本一組の櫛状工

具で直線文三条、板状工具で三角刺突を一列、直線文二条、三角刺突を一列、 直線文を一条施した上

に、ハケ工具による連続した刻みが施されている。直線文は上から下に施されているが三角刺突との

斬り合いがないため、順序は不明である。

7は内外面及び端部はハケ調整が施され、内面は裾部を残しナデ消し、外面は部分的に板ナデが施

されている。無文でつまみは付かないものと考えられる。

8は内外面ハケ調整の後、内外面とも丁寧にナデ消されている。

9は内外面ハケ調整を施し、内面頂部はナデ消され、外面は剥離が激しいが横方向のミガキ調整が

確認できる。

10は摩耗が激しく内外面の調整は不明であるが外面には 4本一組の櫛状工具で直線文が四条施さ

( ¥ れている。

＇
ー
し

11は扁平である。内外面ハケ調整を施し、端部はやや下に張 り出す。黒斑は表面に付いている。

すべて煤の付着はなく 、穴の穿孔方向は外面から裏面であり、径は 6の 16cm程度のもの以外

10cm以下で、付く器種は壺か鉢と考えられる。

土器、ミニチュア土器、異形土器として掲載している中で、蓋穴が付くものは、土器掲載が xi陪

出土 ：267・ 290無頸壺（口径 8cm程度） 、viii1層出土 ：422壺（口径 16.2cm)、vi層出土 ：417鉢

（口径 8cm程度）、v層 ：465鉢 （口径 9cm程度）とミニチュア土器掲載がviii1層出土 ：29鉢 （口径

9cm)、遺構出土 ：鉢 （口径9cm程度）と異形土器掲載がV - viii層内 ：3壺（口径 7cm程度） 8、9

鉢 （木製模造品）がある。木製模造品は楕円を呈するため2点を除き、ほぼ径が合う ことがわかる。

なお、異形土器 ：8であるが、木製品の蓋と径が合致する。

蓋は viii府以降出土していないが、土器で v層のものがみられ、 5-10期にいたるま小祉であるが

存在したと考えられる。
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第107図 蓋形土器 (S=1/3)

No 区 GR 統一層名 遺構名 取上げ 器種 色調 胎土 焼成 口径 器高 儡考

1 26 F・l 1 viii-x 涅積浅谷 壼 2.SY8/2 灰白砂 粗密 良好 (10.0) (4.0] lnllll 
2 26 E-8 X 涅積浅谷 董 1 OYRS/2灰黄褐色 粗 良好 (4.2) 在地
3 26 F-9 xi・xii 涅積浅谷 董 10YR8/2灰白色 粗 良好 内面ナデ在地

4 13 F-4 包含層 董 内2.SY4/12灰贄灰白色色 粗 良好 (4.4) 2.6 在地
外2.SY8/

S 26 F-5 ix • X 埋積浅谷 No.3192 董 1 OYR6/2~5/2灰黄褐色 祖密 良好 11.8 2.1 在地
6 26 F-15 viiil 埋積浅谷 董 2.SY8/4淡貴色 租密 良好 [16.01 (4.7) 在地
7 26 E-2 v~,x 埋積浅谷 董 lOYRS/3にぷい贄褐色 粗密 良好 9.5 2.3 在地

8 26 C-9 X 埋積浅谷 董
外7.SYR8/3浅贄橙色

粗 良好 10.5 3.95 在地l内 10YRS/2灰賣嬬色， 13 8-9 l<x> 埋積浅谷 董 2.SY7/3浅黄色 租 良好 8.0 3.8 在地
10 17 J-2 ミゾ2 董 2.SYS/3淡貴色 粗密 良好 [7.41 2.7 在地
11 23 J-5 土坑 董 2.SYS/1灰白色 粗密 やや不良 7.7 0.9 在地
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第 6節異形土器 （第108図～第110図）

双口壺、耳付土器、木製模造品、転用品等を士器から抽出し、異形土器として掲載する。7・II・ 

12を除いてすべて埋積浅谷出土である。

1は双口壺である。出土阿位はから 10期と考えられる。底部は一部しか残存しないが、円形であ

ったものを、徐々に楕円にして、烏形土器同様、中央をつなぎ口を二つ作ったものと考えられる。ま

た口縁は欠損しており 、どこまで延びるか不明である。調整は内面は横方向に、外は下から上へ順に

斜め方向にハケ調整を施した後、体部上半は部分的に板状工具でナデ消され、底部には調整ハケと同

ーエ具で放射状に施している。内面はハケ調整の後、底面と体部上半は指で縦方向にナデ消されてい

（
 

る。

2・3は耳付土器である。出土層位から 2は4・5期と、 3は5・6期と考えられる。2は口縁が

1/3のみ残存する。内面頸部は横方向、外面頸部は縦方向にハケ調整を施し、口縁は受け口状を呈 し、

内外面横方向にナデた後、外面は横方向に再度ハケ調整を施している。口縁下には半円状の粘土を貼

り付け、焼成前の穿孔が 1つみられる。これは 2箇所確認でき、四方向につくものと推測する。6本

一組の櫛状工具で耳間に直線文が一条と、その下に 1周する直線文が逆時計回りで一粂施されている。

3は頸部から上のみ残存する。内面は横方向、外面は縦方向にハケ調整を施し、内外面袋状に張り出

す箇所は横方向にナデ消されている。袋状の部分には瘤状突起が4個一列を 2列一組にしたものが四

方向に施されている。また頸部には、 2cm程の縦長の付帯が二方向に付けられる。片側は痕跡だけで

あるが、もう片側からは、焼成前の穿孔が確認できる。袋状の付帯間には、5本一組の櫛状工具で直

線文と波状文を二段施し、頸部には同ーエ具で波状文と直線文が一条ずつと、間をあけて直線文と波

状文が一条ずつ施されている。

4は底部が三個付く条痕文系の壺である。出土層位から 5期と考えられる。なお、底部しか残存し

ない。内面は丁寧なナデ調整で外面には櫛状条痕が縦羽状に施されている。

5・6は壺の台への転用土器と考えている。いずれも出土陪位は viii層以降のもので、時期に骰き換

えると、8期以降のものと考えられる。5は口縁及び頸部を打ち欠き筒状にしている。内面は横方向、

外面は斜め方向にハケ調整を施す。頸部には 3.5cm程度の断面台形の貼付突帯を施し、突帯接合部は

横方向にナデている。突帯上にはヘラエ具で三条沈線を描き 、その後 5mm程度の間隔で垂線を施し

＼｀ ている。なお外面には部分的であるが煤の付疱であろうか。内面には滴る液体痕が残る。6は口縁か

ら体部上半のみ残存し、体部上半の割面には打ち欠きを施したものと考えられる。調整は内面は荒い

目のハケ調整を施し、頸部近くまで指でナデ消している。外面は内面に比べ、細かい目のハケ調整が

斜めから縦方向に施され、体部上半には再度斜め方向に施されている。口縁内外面は横方向にナデら

れ、端部には沈線を一条施し、上方からハケ工具による連続した刻みが施されている。これは、 5と

違い付箔痕跡はないが、口縁開き部がややすれた感があるのと 、安定感があることなどから、逆さに

利用したものと考えられる。

7は円窓付土器である。外面は下から上へ順に斜め方向に、内面は横方向にハケ調整を施し、内面

は体部下半から底部にかけて指でナデ消され、体部最大径から上にかけては縦方向に指で部分的にナ

デている。口縁は高さが均ーではなく、かなりゆがんでいる。なお、残りは悪いが体部上半には焼成

前に作られた円窓があり 、残存部横幅で 10.5cm程度である。時期は 9・10期のものと考えられる。

9は木製模造品であろうか。底部及び体部半分以上欠損する。内外面ハケ調整を施し、内外面とも

丁寧に横方向のミガキが施されている。底部は円形であったと考えられ、体部から口縁にかけて杓円
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第109図異形土器 2 (S:1/4) 
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（
 

形を呈するものと考えられる。口縁端はやや先細りで内傾し、外面に貝殻による羽状刺突文が施され

ている。なお、口縁長軸側にば焼成前の穿孔途中の穴があり、またそれをつぶすように上には、貰通

する穴がみられる。

8、10~ 12は木製模造品と考えられる。出土層位は viii層以降で、 8期以降のものと考えられる。

8は底面及び内外面は横方向にハケ調整を施し、外面底部は横方向にナデられ、体部は部分的に縦

方向にナデ消されている。内面は底部及び体部は横方向にナデられ、やや器面がすれている。外面直

軸側には 2つの粘土張り付けがみられ、そこには上から下へ棒状工具による径 4mm程度の穿孔が施

されている。その後外面には調整ハケと同一工具で、羽状刺突文が二段施されている。なお文様は片

側に 2つずつ切り替えがみられる。10は底面及び外面はハケ調整が施され、内面は丁寧にナデられ

ている。11は高台の一部と考えられる。底面及び外面はナデられ、内面脚部は横方向にケズられて

いる。径 8mm程度の大きい穿孔が縦方向に 2つみられ、その横には管状具による刺突が縦方向に 4

っと、 2つの間には、同ーエ具による連続した刻みが施されている。12は為台の一部と考えられる。

高台の内面及び杯部には横方向に、外面は縦方向にハケ調整が施される。外面高台と杯部の境にはヘ

ラエ具による一周すると想定される沈線が施され、その下にはヘラエ具による縦方向の刻みが短側面

に3つ、長側面に 2つのみ確認できる。

13は傾きもま ったく不明である。内外面ハケ調整が施され、外面は部分的にナデ消され、内面は

一部掲載図の下側下半一部のみミガキ調整が施されている。また両脇には立ち上がる箇所があり 、ロ

になるのであろうか。左側はやや丸みを帯びる。

14は底部からの立ち上がりが、丸みを帯び内傾している。烏形土器であろうか。
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第110図異形土器 3 (S=1/3) 

'"" "' 心 •-·· 一， -- ••一 口糧 ●大●● ●● .,, .. 
2 " ゴ・D • 璽 1 OYRB/4 .. 16.7 5,7) 置一
3 26 G-7 夏・” ●鴨浸鬱 壼 2.5Y8/2灰a~ ●雹 員舒 7.3 81 10.5) ~-
4 Z6 F•S,...., xi 遭讐浸讐 No..B 139,Bl75,BZ73壼 10YR8/Z灰e~ ． •紆 9.7) 円●●●肇 霰鍮

S Z6 f.10 vii? 遭•濱讐 No.E06囀E06S 台 （●）

:,,；霊:.-賣•,,芯::,o事●:me ;:-。
●讐 員舒 19.0 13 2 ..、o,n• "• 

6 Z6 E-2 v--,x 虜11l.1鬱 台 （●） I! 員＂ 13.Z 9.7 136 綸饂,nn倉綸

7 Z6 土虞 璽 ●讐 員＂ 12.9 2~5 83 11.7 29.6 1 S 更鯛温 外●の●鰻量 しい宣嶋

8 12 ,i--.ii ... 濃彗 ぬ 31Z.366 鯵 雹 員好 ● 11,S●: 1ふ1 ● : a.s曇 ：11、 8.9-9.4 0.8 円●●●遍 *MWHll& 
9 26 f •S v---v蘊i .... 濃彗 貫111.:t.• 雹 員舒 ● , 2.0曇 ：la. ● 11.a● lZ, 90 ISく） ~-
10 26 E•Z v-vi、遭讐邊蕩 鱒 ●書 員舒 Z.7) 0.6 拿....濃.. 窪鱒

11 I亥 鱒 Z.SY8/Z灰ee •雹 員舒 *••--·· 宣鴫1Z 11 ミ•ノ No.840 鱗 Z.SY8/3遍賃e ． 員紆 *••--·· 宣●13 26 f-3 ., ... 遭1li璽讐 No.8910 胃口畳 ？ 2.SY8/2灰ae ． 員舒 a鳩
,. 26 E-2 v-, 置 II・浪詈 ●鴨土● 10YR6/3L: ぷい●●色． 鳥り 在嶋
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第 7節絵画土器 （第111図～第114図）

絵画及び記号文が付く土器である。現在確認している絵画行料のみ掲載しており 、I・ 2・4~ 19は

埋積浅谷の出土である。遺構遺物は今後増加するものと考えられる。すべて viii吊以降の出土であり、

時期に置き換えると、 9~IO期と考えられる。器種は 6以外すべて壺である。煤の付着のみられる

ものが、 3・4・11・13・21とみられる。

1は鹿と狩人が描かれた土器である。「みずほJ21号（宮下 ・橋 1997)の中で詳細な報告がされて

いる。今回報告の中では恣意的主観で書くため、若干の手法表現の差を了承されたい。外面は底部か

ら体部上半にかけては斜め方向に、頸部から口縁にかけては縦方向にハケ調整を施され、口縁外反部

は横方向に一～二条ほどハケ調整が施されている。その後、体部最大径のみ横方向に再度ハケ調整が

施されている。体部上半から頸部にかけては横方阿に部分的にナデ消されている。内面は下から上へ

順に斜め方向に、頸部から口縁にかけては横方向にハケ調整が施され、底部のみ指で縦方向にナデ消

されている。なお、外面体部下半や頸部は粘土帯接合痕が消しきれていない。口縁端部は板状工具に

よる連続した刻みが施され、口縁内面には管状具による刺突が、縦方向に 5~711Q)を一列とし、二列

一組で三方向に施されている。ただ三方向といっても均ーではなく、 180゚に三方向とも入ってしまい、

また 1点だけ施されたものがあり、当初施文開始した際には、七～八方向に施そうとしたのであろう

か。次に絵画であるが、口縁内面の刺突と同ーエ具で描かれる。頸部やや下に三条からなる弧線文が

描かれる。その下には、鹿が描かれる訳だが、鹿は弧線文から 1頭目と数えて時計逆回りに説明して

いく 。鹿の横幅は 1頭目が最大で 6.5cm程度あり、最小で 8頭目の 3.5cmと格差がある。鹿は基本的

に胴部弧線から描かれ、角、脚、尾が描かれている。脚はすべて前後に 2本ずつ単線4本で足先の表

現はない。残存する中で頭部の表現を逆L字に表現しているものは、 I・ 3~ 8・10が確認できる。

角は 2頭目はなく 、それ以外はすべて2本描かれている。次に尾を弧線の跳ね上げを利用して、後脚

をやや前方に描くことにより表現したものがI・ 3・9・10・11頭目が確認でき、その他、尾の表現が

あるものが、下に下がる表現として 2頭目、上に跳ね上がる表現として 6頭目がある。次に、人の表

現が3頭目と 4頭目の間にみられる。縦に 1本描き胴部の表現を行い、左側に縦方向の短線を描き、

そこからT字を描くように横線を描き、末端をやや垂下させる。脚は 1本ずつハの字に描く 。また頭

部の表現は、円形に浅く彫り込み表現されている。なお、 一部であるが、8頭目と 9頭目の間には、

( 薄い線がみられ、罫描き線が施されていたことが確認でき、それをもとに鹿を一周して描いたものと

考えられる。また 12頭目と一部 1頭目はミガキ消されており 、ここで終始を調整したものと考えら

（
 

れる。

2~4は在地の無文の壺である。外面底部は縦方向に、体部は横方向に、口縁から頸部にかけては

縦方向にハケ調整が施され、再度体部上半のみ横方向に施されている。内面は斜め～横方向に施され、

3のみ底部は削られ、その後、頸部近くまで指で縦方向にナデ消されている。口縁が残存するのは 3

のみであり、内外面横方向に丁寧にナデている。絵画は、 2のみ管状具で、3・4はヘラエ具で描かれ

ている。2は人の表現であろうか。右側に短線を描いた後、縦方向に左側に向くように描き、逆Y字

を描く 。3は 3本同一の長さのものが左側から 1本ずつ描き、烏の足の表現であろうか。4は接点が

ないものの同一個体と考えられ、内面の粘土帯接合痕から、おおよそ掲載図のように付くものと考え

られる。ただ一つの絵を示すかは不明である。

5は2~4に比べ頸部はやや広いものと考えられる。内面は荒いハケ調整を施し、内面頸部及び外

面は細かいハケ調整が施されている。なお内面には粘土接合痕が残る。口縁内外面は横方向に丁寧に

-162 -



ナデられ、やや外面端部に膨らみを持つ。外面体部上半には、管状具で絵が描かれる。人の表現であ

ろうか。縦に 1本やや軽く曲がる線を描き、沿わせる形で 1本と付随する形で左側に 1本施される。

6は鉢である。内面は横方向に、外面は斜め方向に施し、口縁外面には粘土帯を貼り付け、上から

横方向にハケ調整が施されている。口縁端部にはハケ工具による斜格子状の刻みが施されている。絵

画は、 口縁外而の肥厚した部分に管状具で二条の弧線文が描かれている。

7 ~ 21は体部破片であり、体部上半の一部であると考えられる。調整は観察表の備考に記載し、

鹿及びそれ以外は絵画のみの記載とし、エ具別に説明を行う。

7 ~ 9・20・21は鹿の表現と考えられ、 8はヘラエ具で、7・9・21は先端鋭利な工具で、 20は管状

具で描かれている。胴部の表現は 8が線状なだけで、胴部から脚部のみの表現であり 、横方向に胴部

の表現を描いた後、脚を 2本描き、最後に脚の上に 1本縦線を描き、尾を表現している。7は2頭確

認でき 、弧状に頸部から胴部を表現し、顔は三角形状に、角は枝分かれしていることが確認でき、左

側の 1頭の尾は二本枝分かれがみえる。9は前足 1本以下のみ残存し、尾の表現はみられない。21は

胴部以下のみ残存し、胴部の中に短線を描き、横方向に 1本描き、胴部に文様を描いている。その後、

後脚 2本が描かれている。20は後脚が欠損する。弧状の線を描き、頸部から腹部を表現する。その

（ 後、半円状に横線を描き背面を描く。その後角 2本と、顔の表現が 1本で描かれ、前脚 2本が描かれ

（） 

ている。

管状具で描かれる ものとして、10・18・19があ り、10は人の手の表現であろうか。18は3の逆向

きを、19は円が描かれている。

鋭利な工具で描かれたものとして、 12~ 15があり 、12は横方向と斜め方向の線が描かれ、 13は

脚先の表現がある 2本の脚が描かれ、14は横方向の線と枝分かれする 2本の線が描かれている。 15

は軽い弧状の線が2本描かれている。

ヘラエ具で描かれるものとして、 16・17があり 、16は弧状に三条描かれ、下に 2本の縦線が施さ

れている。17は 16に比べると浅いあたりで、逆ハの字に 2本ずつ描かれており 、その中には、同心

円上に 4本確認できる。

絵画土器 (1~21)

No区 GR ＂し層 名 遍 厭上げ 鵡槽
10YR8/4漬い.e.調さ

口1l ・事量量 彗冨 雹量 量の・さ .Ill璽の擾類

1 13 II隕浅苔 壼 17.3 1. 11.8 3•.Z 6.2 
Z 26 F-9 V 遭檜浅苔 壼 10YR7/4にぶい貫槽e 嘘密 員好 21.1 6.3~6.S 1110,SJ 31.6 5.7 1.0 完鴫汲7

3 12 30.3-57.3 ミ-J No.1086 II 10YR8/3浅賃帽色 密 良好 14.3 198 6.7 9.7 32.0 47 I 3 充填滋 在鳩

• 26 F-8 ＂ 
遭憎浅苔 No 8732 8763 壼 10Ylt8/1~7/1灰ee 111 良好 Zl.81 6.6 1.0 円頓翼置滋 在鳩

S 26 F-4 遭憤浅谷 No 2860 豆 1 OYRS/3浅胃響~ 鴫密 良好1113.31 20.51 1•.0 反転 窪鍮

6 Z6 G-7 "',・・" 、 遭讀浅苔 鯰 10YR8/3濱貫e 讐 員好 17.0 6.1) LIILI 
7 26 G-10 vi 遭讀浅苔 1 OYRS/Z灰賃-~ 雹轡 員好 内ill1"デ窪鳩

8 26 E-9 V 遭讀浅苔 No.9031 1 OYR8/2灰e~ 雹 良好 内11,ヽケ糧ナラ

9 26 E・11 V 谷心.8653 Z.SY8/Z灰B色 鴫雹 員舒 内園劃mしい

10 ZG C-11 y; 苔 No.Al.42 Z.SY6/3にぷい賃色 帽雹 良II 内iiiハケ在鳩

11 Z6 ＊ベルト11viiZ 内Z.SY811霰a&rt10YR81• 浅貫鴨e糧11!良好 内111,ヽケ糧ナデ な鳩

lZ Z6 G-10 vi・vi 10YR8/3濱贄雹色 懇密 員” 内・ナデ外Iiiヽ ケ積ミガキな鳩

13 Z6 C-9 v・vi No.9SI 10YR8/4浅貫帽e 邑密 良好 内Iiナデ在鳩

14 Z6 E•7 vii2 • vii No.9654 2.SY6/l貴灰e 讐雹 員舒 内轟ハケ在鳩

1S Z6 E-2 v-viii 

27211 0 .. 0.SSSYllYllYYY88888/////13633濠濱濯灰浅貫贄貫賃a色•色暢ee e 

雹 良好 内轟ヽ ケヽ糧ナデ 在鳩

16 Z6 E-9 V, No.9031 雹 良好 内轟ヽヽケ積ナデ 在鳩

17 Z6 F-5 vi 璽璽’ 員＂ 内編ヽ ケヽ 在逓

18 26 F-5 v,•v,i No.1012 害 員好 内轟ヽヽケ憤ナデ

19 26 0-9 vi 書 員好 内藝ヽ ケヽ糧ナデ 窪鳩

zo 26 g No.106 10YR8/4濱貫檀e 雹 良II 内画ハケ在鳩

21 18 46~4• ミ-; 壼 10YR7/4: ぷい賃檜色 雹雹 員好 内IIヽ ケヽ 戴入
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第 8節焼成粘土塊 （第115図）

現在、確認しているものは II点で、埋積浅谷出土のみ掲載した。出土層位は、 xi培 ~v層にわた

ってみられる。いずれも直接土器焼成坑からみつかった訳ではないが、遺跡内で土器が作られている

ことを示すものと考えられる。5・6以外は粘土を乱雑に丸めたものである。中には両側に面を持ち、

その片側に明瞭な黒斑が残るもの (1・2)があり、土器焼成時に使用されたのであろうか。また藁圧

痕が残るもの (3)や棒状の圧痕が残るもの (9)などがみられる。5は丸い固まりをちょうど半分に

割った状態のまま焼けている。 6は土器の失敗作なのであろうか。内外面はハケ調整がみえ、外面は

ややすれてみえる。また外面には粘土の付着がみられ、左親指の圧痕がみられる。
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第115図焼成粘土塊 (S=1/3]

No 区 GR .. ... >( 

1 13 D-2 

遭壇這遭遭積積帽檎憤浅濱洩浸浅谷谷谷谷谷

~ 1 YR8/1灰白色 8.3 

゜2 26 F-12 viiZ 煉 砧 土 埠 2.SY7/~ 賣色 岨密 良好 4.9 46 
3 26 G-5 ” 燥 砧 土 填 2.SYB/2灰白色 密 良好 3.9 3 55 
4 26 E-6 vii No.7784 鰻 砧 土 填 10YR8/2灰白色 岨 員好 8.7 5.7 
5 26 0-5 v~w, 燒貼土魏 10YR8/2灰白色 阻 良好 14.3 16 6 過墨e状の11紋賓IJ
6 26 D-5 v-w" , 

璽
煉帖土遺 10YR8/2灰白色 阻 やや不良 62 80 渦墨e状の帽紋賓り

7 27 X• XI 煉粘土讀~ 1 OYR8/1 ~611灰白色～鴫灰色． Ill やや不良 s.z 36 
8 26 本ペルトlC ,,;,,, 煉粘土燻 2.SY7/1灰白e 雹 不良 34 4,8 If<. ltU少なし
9 13 D-3 餞．咸帖土燻 IOYR7/2にぷい贄II色 圏密 良好 46 z.z 棒I[慣が鰻る
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